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分析化学は 

  物質の構造や性質を調べる方法，物質を検出したり分離する方法を研究する化学の学問です。 

  その成果は，広く社会に貢献しています。化学製品をはじめ，金属，セラミックス，半導体，医薬，食
品などの品質や安全性の確保に欠かせません。資源，エネルギー，環境問題においても大きな役割を果た
しています。エレクトロニクスやバイオテクノロジー，新素材，高分子材料，医療診断，投薬管理にも分析
化学は大きく寄与しています。自然科学の多くの分野が分析化学を基礎にしています。 

 

公益社団法人 日本分析化学会は 

  分析化学の進歩発展を図り，これを通じて科学，技術，文化を発展させ，人類の福祉に寄与すること
を目的にしています。 

  分析化学は，理・工・農・医・歯・薬学などの広い分野にかかわっています。従って，日本分析化学会に
は，これに関係する研究者・技術者約 6,000 名が会員として参加しています。分析化学関係では，世界
最大の学会です。 

  日本分析化学会は，本部を東京に，支部を北海道，東北，関東，中部，近畿，中国四国，九
州に置いています。本部と支部は協力して，分析化学の発展とその成果の普及のためにたゆまない努力を
続けています。 

 

この「展望とトピックス」は 

  日本分析化学会の折々の活動を，広く社会の皆様に知っていただくために発行しています。 

  分析化学は，分野が極めて広いのが特徴です。従って，中には専門性が高いため一般の人には理解し
にくい部分もあります。この「展望とトピックス」は，分析化学の最近の成果の中から，身近な社会との関わり
が特に深いと考えられるものを選んでわかりやすく解説したものです。これを通じて，日本分析化学会の活動
を理解してくだされば誠に幸いです。 
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日本分ᯒ化Ꮫ఍➨ 68 年఍を開ദするにあたࡗて 

 

 

➨ 68 年఍実行ጤဨ㛗 

༓ⴥ大Ꮫ大Ꮫ院ᕤᏛ研究院 藤ᾉ ┾⣖ 

  

 

  බ┈♫ᅋ法ே 日本分ᯒ化Ꮫ఍は，1952 年に設❧されたṔྐと伝⤫のあるᏛ術ᅋ体です。

現在，⣙ 6000 ྡの఍ဨを᧦しており，⌮Ꮫ，ᕤᏛ，㎰Ꮫ，医Ꮫ，薬ᏛなどのᏛ術関連機関，

ᐁබᗇ，ᵝ々な௻ᴗやᅋ体の研究者や技術者などが఍ဨとなり，Ꮫ఍活動にཧຍしていま

す。日本分ᯒ化Ꮫ఍➨ 68 年఍は，2019 年 9 月 11 日（水）～13 日（㔠）の୕日㛫，༓ⴥ大

Ꮫす༓ⴥ࢟ࣕンパスで開ദされ，఍ဨの⣙ 1/4 がཧຍします。分ᯒ化Ꮫとは，ᑐ㇟物質の構

成成分およࡧその⃰度を求める方法ㄽを開発することを┠的としたᏛၥ㡿ᇦです。研究

者・技術者は化Ꮫ，物⌮Ꮫ，生物Ꮫといࡗた基♏⛉Ꮫ，そして᝟報⛉Ꮫなどのあらࡺる応

用㡿ᇦの技術を᭱大㝈に活用することで，新つな分ᯒ手法の開発にࣕࢳレンࢪしています。

そのᡓ␎や分ᯒ⤖ᯝにᡃ々はᏛၥとしての㨩ຊを感ࡌています。また，そのᑐ㇟はᕤᴗ・

㎰ᴗ分野，医Ꮫ・薬Ꮫ分野，⎔ቃ分野など幅広く，安඲・安ᚰな♫఍が成り❧ࡗているの

は，分ᯒ⤖ᯝがその基♏をᨭえている࠿らであるという⮬㈇がᡃ々にはあります。 

本年఍では，⏘ᐁᏛ࠿らᵝ々な発᝿による新しい分ᯒ法がᥦ案され，きわめて基♏に近

いもの࠿ら，その成ᯝがすࡄにでもᚲ要とされるとこࢁで実用化されるものまであります。

本ᑠ෉子は本年఍で発表される講演の中࠿ら，特に♫఍的関ᚰが高いとᛮわれる研究発表

を㑅定し，୍⯡の方にもわ࠿りやすく⤂௓したものです。このᑠ෉子によࡗて分ᯒ化Ꮫが

♫఍のᵝ々な要求やၥ㢟のゎỴにい࠿にᐤ୚している࠿をࡈ⌮ゎいただければᖾいです。 

௒後，ࣅッグࢹータや AI の発ᒎにより，研究にᑐするྲྀり⤌ࡳ方も変わࡗてくることが

ண᝿されます。いままでேᾏᡓ術であࡗた分野や⇍⦎者の⤒㦂に౫Ꮡした分野は，その研

究・開発スタイルがᛴ速に変ㇺをとࡆるでしࡻう。୍方，その基♏ࢹータを୚える分ᯒ化

Ꮫはさらにその重要性をቑしてきます。新たな▱見を๰出するには，┿ᦸにᑐ㇟に向きあ

うことができるே㢮௨እにはできないことは᫂ら࠿です。また，大Ꮫ院生の発表が᫖年に

ẚ㍑して 25 %もቑຍしたことは分ᯒ化Ꮫにおいてⱝい研究者の༸がቑຍしていることをព

࿡し，その成ᯝを㆟ㄽすることを⚾⮬㌟も大変ᴦしࡳにしております。୕日㛫の年఍を㏻

 。ますࡆていただけますようお㢪い⏦し上ࡌて，分ᯒ化Ꮫの⚄㧊を感ࡌ

 

総講演ᩘ：671 ௳ 

ෆヂ：シン࣏ࢪウム講演等 53 ௳，୍⯡講演 364 ௳（ཱྀ㢌 262 ௳，࣏スター102 ௳），ⱝ

手࣏スター講演 211 ௳，アࢪア分ᯒ⛉Ꮫシン࣏ࢪウム講演 4 ௳，テクࣀレࣗࣅー講演 2

௳，研究᠓ㄯ఍講演 21 ௳，ཷ㈹講演 16 ௳ 

─1─



関東ᨭ㒊୺ദ —日本分ᯒ化Ꮫ఍➨ 68 年఍を㏄えて 

 

 

関東ᨭ㒊㛗 

上ᬛ大Ꮫ⌮ᕤᏛ㒊 ᪩下 㝯ኈ 

 

බ┈♫ᅋ法ே・日本分ᯒ化Ꮫ఍は，分ᯒに関する᝟報の஺᥮୪ࡧに分ᯒ化Ꮫの㐍Ṍ発ᒎを

図り，それを㏻ࡌて⛉Ꮫ，技術，ᩥ 化の㐍ᒎ，ே㢮の⚟♴にᐤ୚することを┠的として，1952

年に設❧されたᏛ術ᅋ体です。本㒊を東京に，そして関東ᨭ㒊をྵࡴ㸵つのᨭ㒊を日本のྛ

ᆅに㓄置しています。本Ꮫ఍の୺な஦ᴗに，分ᯒ化Ꮫ分野の᭱ඛ➃の研究成ᯝを発表・討ㄽ

する分ᯒ化Ꮫ討ㄽ఍（᫓Ꮨ開ദ）と年఍（⛅Ꮨ開ദ）があります。これらの஦ᴗは，本㒊と

7 つのᨭ㒊が持ちᅇりで実᪋していますが，本年఍は㤳都ᅪを中ᚰに 1 都 8 ┴（東京，⚄ዉ

ᕝ，༓ⴥ，Ⲉᇛ，ᇸ⋢，⩌㤿，ᰣ木，ᒣ᲍，新₲）で構成される関東ᨭ㒊で実行ጤဨ఍を⤌

⧊し，実行ጤဨ㛗に㑅出された藤ᾉ┾⣖ᩍᤵ（༓ⴥ大Ꮫ）のもとで，༓ⴥ大Ꮫす༓ⴥ࢟ࣕン

パスでの開ദに向けて‽備を㐍めてきました。 

 本年఍では，原子ス࣌クトル分ᯒ，センサー・センシングシステム，ྛ種クࣟマトグࣛࣇ

௻ࡧー，分㞳・分ᯒ試薬の設計，⏺㠃分ᯒ，⎔ቃ関連分ᯒ，バイオ分ᯒ，臨床分ᯒ，およ࢕

ᴗにおける分ᯒゎᯒ活用とㄢ㢟ゎỴ࡬の適用など分ᯒ化Ꮫに関わる 36 分野の分㢮の中で，

୍⯡講演（ཱྀ㢌，࣏スター），ⱝ手講演（࣏スター），およࡧテクࣀレࣗࣅー講演（ཱྀ㢌，࣏

スター）の発表が行われます。 

 さらに本年఍では，特ูシン࣏ࢪウムとして，1）生命現㇟における分ᯒ化Ꮫ，2）♫఍

のබ正と安඲・安ᚰに㈉⊩する分ᯒ化Ꮫ（୍⯡බ開），3）分ᯒ⛉Ꮫと核酸⛉Ꮫ，4）講⩏

⢏子の高感度・高ࣀࢼマ質量分ᯒ計によるࢬ分ᯒ化Ꮫࠖを㨩ຊ的にするには，5）プࣛࠕ

速計測，6）タンパク質を⣲ᮦとする分ᯒࢶールの㐍化ࢨࢹイン，およࡧ 7）分ᯒ化Ꮫのプ

レࢮンスを拡大する࢟ࣕリアࣅル࢕ࢹング（୍⯡බ開），また⏘ᴗ⏺シン࣏ࢪウム（୍⯡

බ開）として，1）分ᯒ㒊門における⏘Ꮫ連ᦠ/♫እ大型設備の活用，2）AI, MI 時代࡬の期

待とㄢ㢟 II—௻ᴗにおけるࢥンࣗࣆータサイ࢚ンスの現状—，およࡧ研究者஺ὶを┠的と

する⏘ᐁᏛ஺ὶカ࢙ࣇを௻⏬しています。また，アࢪアᅪの➨୍線で活㌍する研究者を㞟

めた➨ 5 ᅇアࢪア分ᯒ⛉Ꮫシン࣏ࢪウムも，本年఍の中で開ദされます。この௚，分ᯒ・

計測機器関連の࣓ーカー・㈍኎఍♫，分ᯒ技術ᥦ౪఍♫，関連᭩⡠出∧♫による௜設ᒎ示

఍やࣛンࣙࢳンセ࣑ࢼーも௻⏬しています。 

 日本分ᯒ化Ꮫ఍では，分ᯒ化Ꮫに関わる研究者・技術者にᑐし，Ꮫ఍㈹，Ꮫ఍ຌປ㈹，技

術ຌ⦼㈹，ዡບ㈹，ඛ➃分ᯒ技術㈹，ዪ性 Analyst ㈹，有ຌ㈹をẖ年㑅定し，㉗࿊していま

す。本年度は，Ꮫ఍㈹ 3 ௳，Ꮫ఍ຌປ㈹ 4 ௳，技術ຌ⦼㈹ 3 ௳，ዡບ㈹ 5 ௳，ඛ➃分ᯒ技術

㈹ 2 ௳，ዪ性 Analyst ㈹ 2 ௳，およࡧ有ຌ㈹ 51 ௳が㑅出されました。ᤵ㈹ᘧとᏛ఍㈹ཷ㈹

講演は，➨ 2 日┠༗後に N ఍場で，技術ຌ⦼㈹，ዡບ㈹，ඛ➃分ᯒ技術㈹，およࡧዪ性 Analyst

㈹のྛ㈹のཷ㈹講演はྛ఍場で行われます。ⓙᵝ，᫝㠀㊊をお㐠ࡧ下さい。 
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➨68年఍ ୍⯡බ開プࣟグࣛム（ཧຍ㈝無料） 

 

9月11日（水）13：15 ～ 17：30，B఍場 

特ูシン࣏ࢪウム 㸰㸬 ♫఍のබ正と安඲・安ᚰに㈉⊩する分ᯒ化Ꮫ 

オー࢞ࢼイࢨー：上本㐨ஂ（᫂ᫍ大⌮ᕤ） 

 

9月13日（㔠）13：10 ～ 15：50，A఍場 

特ูシン࣏ࢪウム 㸵㸬 分ᯒ化Ꮫのプレࢮンスを拡大する࢟ࣕリアࣅル࢕ࢹング 

୺ദ 関東ᨭ㒊ⱝ手の఍，オー࢞ࢼイࢨー：㇏田ኴ㑻（東大院総合ᩥ化） 

㊃᪨：分ᯒ・計測の研究や௙஦にᚑ஦しているᏛ㒊生・大Ꮫ院生・ⱝ手研究者・௻ᴗⱝ手

研究者は，分ᯒ化Ꮫのアイࢹンテ࢕テ࢕をもࡗてᏛ術・⏘ᴗ⏺で成ᯝを上ࡆている。合

成・〇㐀・プࣟセスのࠕ⦕の下のຊ持ちࠖであるのࡳならࡎ，さらにそれらをඛ導してシ

ーࢬを୚えるᙺ๭を担うことができる⛎ジと期待について，講演者࠿らࡈ⤒㦂を㋃まえて

お話しいただきます。アイࢹア，実㦂と実㊶，ࢿット࣡ー࢟ングをしてこられた⏘Ꮫの講

演者の方々の“㎋”をᏛࡧ，ཧຍ者が⮬㌟の研㛑をより୍ᒙ✚ࢇでいくことが，Ꮫ術・⏘

ᴗ⏺඲体における分ᯒ化Ꮫ分野の活性化とプレࢮンスの拡大につながるでしࡻう。௒後の

ᑵ⫋活動をࡳすえるᏛ生のᣦ導にあたられるᩍဨにもᚲ⫈のシン࣏ࢪウムです。講演者・

ཧຍ者どうしのࢿット࣡ー࢟ング（ྡ่஺᥮఍・࣑࢟サーなど）も設けるண定です。 

 

9月11日（水）13：30 ࠥ 16：30 

⏘ᴗ⏺シン࣏ࢪウム 㸫௻ᴗにおけるᮍ᮶志向の᭱ඛ➃分ᯒゎᯒ技術㸫 

㸯㸬分ᯒ㒊門における⏘Ꮫ連ᦠ/♫እ大型設備の活用 

オー࢞ࢼイࢨー：ᒾ⏿大ᝅ（࿡の⣲） 

㊃᪨：᭱ඛ➃の機能性ᮦ料の機能発現機構のゎ᫂において，⏘Ꮫ連ᦠや୍௻ᴗではᡤ有で

きない大型設備の฼用が重要な࣏イントとなࡗてきている。J-PARC(大ᙉ度㝧子ຍ速器実㦂

᪋設)における中性子฼用等の⤂௓をして㡬くとともにྛ♫で実᪋している大Ꮫとのඹྠ研

究/技術ᣦ導などの⏘Ꮫ連ᦠ஦౛や放ᑕ光᪋設，電子㢧微㙾，大型ࢥンࣗࣆータなど♫እ大

型設備の活用஦౛を⤂௓し，௒後のㄢ㢟について㆟ㄽする。 

 

9月12日（木）9：10 ࠥ 11：50，A఍場 

⏘ᴗ⏺シン࣏ࢪウム 㸫௻ᴗにおけるᮍ᮶志向の᭱ඛ➃分ᯒゎᯒ技術㸫 

2㸬AI，MI時代࡬の期待とㄢ㢟ϩ 㸫௻ᴗにおけるࢥンࣗࣆータサイ࢚ンスの現状㸫 

オー࢞ࢼイࢨー：㕥木┿由⨾（ᐩኈࣇイルム） 

㊃᪨：AI，ࣅッグࢹータ時代の活用が本᱁化し，ࢪࢹタルトࣛンス࢛ࣇー࣓ーシࣙンのᚲ

要性がྉばれるな࠿，IoTやマテリアルࢬ・イン࢛ࣇマテ࢕クス（MI）などの導入が㐍ࢇ

でいる。᫖年にᘬき⥆き，⏘ᴗ⏺ྛ♫のࢥンࣗࣆータサイ࢚ンスのྲྀ⤌ࡳ஦౛を⤂௓し，

௒後の活用，ᒎ開，ㄢ㢟について㆟ㄽする。 
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9月11日（水）10：00 ࠥ 12：00，M఍場 

⏘ᐁᏛ஺ὶカ࢙ࣇ 

୺ദ 日本分ᯒ化Ꮫ఍⏘ᐁᏛ連ᦠጤဨ఍・➨68年఍実行ጤဨ఍ 

㊃᪨：日本分ᯒ化Ꮫ఍では，分ᯒ化Ꮫの多ᵝ性を活࠿し，⏘のニーࢬとᐁ・Ꮫのシーࢬを

マッࢳングする場をᥦ౪し，連ᦠをຍ速さࡏ，⛉Ꮫ・技術における分ᯒ化Ꮫの重要性や㨩

ຊを発ಙするᙺ๭をᯝたしていきます。そのために，大Ꮫᩍဨによるシーࢬ研究⤂௓（研

究ᐊ୺ᐓ者による10分程度の話㢟ᥦ౪）を行い，⏘ᴗ⏺の研究者・技術者との஺ὶのきࡗ

を௻⏬しました。また，当日の༗後にはඛ㏙の⏘ᴗ⏺シン࣏࢙ࣇけとなる⏘ᐁᏛ஺ὶカ࠿

ウム㐠Ⴀጤဨ఍ጤဨ௚との合ྠ᠓ぶ఍を௻⏬しており，さࢪウム，ኪには⏘ᴗ⏺シン࣏ࢪ

らにヲ細な᝟報஺᥮や㆟ㄽができる場を設けます。話㢟ᥦ౪の研究ᐊは，webの⏘ᐁᏛ஺

ὶカ࢙ࣇスࣗࢪࢣールをࡈぴください。ⓙᵝのཧຍをお待ちしております。 

 

─4─



୍⯡බ開 

- 5 - 
 

特ูシン࣏ࢪウムࠕ♫఍のබ正と安඲・安ᚰに㈉⊩する分ᯒ化Ꮫࠖ 
< 日 時 >  9 月 11 日（水）13：15 ～ 17：30 

< ఍ 場 >  B ఍場 

オー࢞ࢼイࢨー 上本 㐨ஂ（᫂ᫍ大⌮ᕤ） 

 

♫఍⛛ᗎを維持するため，ᕷẸの安඲をᏲるため，➇技のබᖹ性を保つため，ᵝ々な分野で分ᯒ

化Ꮫの専門ᐙが活㌍しています。本シン࣏ࢪウムでは，➨୍線で活㌍する研究者࠿ら，核物質, 化

Ꮫර器，ࢻーࣆング，༴㝤ࣛࢻッグについて，またᩆᛴ現場やᛴ性中ẘで㉳こるᵝ々な஦㇟につ

いての分ᯒ化Ꮫ的ྲྀり⤌ࡳをᢨ㟢していただきます。௨下の 6 つの講演がண定されています。 

 

ձ ࠕ核୙拡ᩓ・核セ࢟ࣗリテ࢕に฼用される微量分ᯒ技術ࠖ 

核物質の拡ᩓ防Ṇはᅜ際的なㄢ㢟ですが，୙法な核物質を検▱し，その⣲性やᒚṔを見極めるた

めに高度な分ᯒ技術が୙可Ḟです。 

 

ղ ࠕ化Ꮫර器用๣の現場分ᯒ技術ࠖ 

化Ꮫර器を用いたෆᡓやテࣟの᝺๻がᡃ々を㟈᧢さࡏています。その⑞㊧を現場で正しく検▱す

ることがその஦案究᫂にはḞࡏ࠿まࢇࡏ。 

 

ճ ࠕス࣏ーࢻࢶーࣆング検査 ࢙ࣇアプレイと㑅手の೺ᗣをᏲる分ᯒ化Ꮫࠖ 

᮶年は東京オリンࣆック 2020 です。ࢻーࣆングはますますᕦጁになり，新しい薬๣を極微量では

 。られますࡆる分ᯒ技術とのᡓいが⧞り広࠿

 

մ ࠕ༴㝤ࣛࢻッグによる೺ᗣ⿕ᐖを防ࡄ分ᯒ化Ꮫࠖ 

つไされている㯞薬やぬ㓰๣࠿らᑡしᙧを変えただけの༴㝤ࣛࢻッグはᕦጁにᕷẸ生活を⬣࠿し

ます。ඛ➃分ᯒ化Ꮫが༴㝤ࣛࢻッグの拡ᩓを水際でᏲります。 

 

յ ࠕᩆᛴ現場およࡧ法医㚷定で用いられる分ᯒ技術 㸫時㛫のቨとබᖹ性の担保㸫ࠖ 

ᩆᛴ現場での中ẘ㉳ᅉ物質の᥈⣴は୍้をதいます。また中ẘによるṚᅉを特定して法医㚷定の

質を向上さࡏます。඲てにΏࡗてどこまで正しくは࠿れる࠿が㘽となります。 

 

ն ࠕᛴ性中ẘの原ᅉ究᫂や἞療にᙺ❧つ分ᯒ化Ꮫࠖ 

ព識のない中ẘ患者を前に▷時㛫で中ẘの原ᅉとなࡗた薬物やẘ物を特定する。ᩘ々の分ᯒ⿦置

を㥑౑して患者の診断や἞療にᙺ❧てます。 

 

物質をは࠿る方法を構築するという୍見ᆅ࿡な研究㡿ᇦが，♫఍を安定に維持するためのබ正

や安඲・安ᚰに῝く関わࡗています。分ᯒ技術はᅜᐙの基┙技術の୍つとゝえます。本シン࣏ࢪ

ウムは୍⯡බ開のプࣟグࣛムなので，本年఍にཧຍ登㘓していなくても，どなたでも無料で⫈講

できます。ⓙᵝのお㉺しをお待ちしております。 
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9月11日（水）10：00 ࠥ 12：00，M఍場 

⏘ᐁᏛ஺ὶカ࢙ࣇ 

୺ദ 日本分ᯒ化Ꮫ఍⏘ᐁᏛ連ᦠጤဨ఍・➨68年఍実行ጤဨ఍ 

㊃᪨：日本分ᯒ化Ꮫ఍では，分ᯒ化Ꮫの多ᵝ性を活࠿し，⏘のニーࢬとᐁ・Ꮫのシーࢬを

マッࢳングする場をᥦ౪し，連ᦠをຍ速さࡏ，⛉Ꮫ・技術における分ᯒ化Ꮫの重要性や㨩

ຊを発ಙするᙺ๭をᯝたしていきます。そのために，大Ꮫᩍဨによるシーࢬ研究⤂௓（研

究ᐊ୺ᐓ者による10分程度の話㢟ᥦ౪）を行い，⏘ᴗ⏺の研究者・技術者との஺ὶのきࡗ

を௻⏬しました。また，当日の༗後にはඛ㏙の⏘ᴗ⏺シン࣏࢙ࣇけとなる⏘ᐁᏛ஺ὶカ࠿

ウム㐠Ⴀጤဨ఍ጤဨ௚との合ྠ᠓ぶ఍を௻⏬しており，さࢪウム，ኪには⏘ᴗ⏺シン࣏ࢪ

らにヲ細な᝟報஺᥮や㆟ㄽができる場を設けます。話㢟ᥦ౪の研究ᐊは，webの⏘ᐁᏛ஺

ὶカ࢙ࣇスࣗࢪࢣールをࡈぴください。ⓙᵝのཧຍをお待ちしております。 
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ᐇືస⎔ቃୗ䛷䝸䝏䜴䝮ー◲㯤㟁ụ⾲㠃䜢 ᐃ䛧䛶䠈㧗ᐜ㔞໬䜈 

【講演番号】K3002【講演日時】9 月 13 日（㔠）09：15 ～ 09：30 

【講演タイトル】スル࣍ࣛン系電ゎᾮを用いた正極୙⁐型リࢳウム㸫◲㯤電ụのオ࣌ࣛンࢻ

Raman 測定 
   
【概要】リࢳウム㔠ᒓを㈇極，◲㯤を正極に用いるリࢳウム̿◲㯤電ụは，現行の高性能な⵳電

ụにẚ࡭ 10 ಸ௨上の電Ẽを⵳えることが可能であるため，実用化がᙉく期待されている。し࠿し，

正極の◲㯤の放電生成物が㈇極に⛣動して電ụෆ㒊で཯応してしまい，༑分な電Ẽが⵳えられな

い，ຎ化が᪩まるといࡗた大きなㄢ㢟をᢪえていた。そこで本研究では，電ụの高性能化につな

がる有用な▱見をᚓるため，実動స⎔ቃ下でリࢳウム̿◲㯤電ụの電極表㠃をࣛマン分光分ᯒし，

放電前と放電中での電極表㠃のඖ⣲の状ែについてゎᯒを行ࡗた。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】新₲大院⮬↛ 1・⏘総研 2・ᶓ὾ᅜ大院ᕤ 3 

○Ⲩ஭ ዉ々1・Ώ㎶ 日㤶㔛 1・ᘪ๐ ┾子 1・都築 ㄔ஧ 2・上野 ࿴ⱥ 3・Ώ㑓 正⩏ 3・⋊ྂ ⸅ 3・ 

ᱵᯘ Ὀᏹ 1  

新₲┴新₲ᕷす区஬༑ᔒ஧の⏫ 8050 番ᆅ，電話 025-262-6265，yumescc@chem.sc.niigata-u.ac.jp 

 

持⥆可能な♫఍の実現࡬向けて㠉新的な次世代⵳電ụの開発が㐍められている。リࢳウム㔠ᒓ

を㈇極，◲㯤を正極に用いるリࢳウム̿◲㯤電ụは，現行の高性能⵳電ụにẚ࡭ 10 ಸ௨上の電Ẽ

を⵳えることができ，また◲㯤は㈨※的に㇏ᐩであるため，安価に持⥆的に大量生⏘できること

が見㎸まれ，実用化がᙉく期待されている。し࠿し，正極の◲㯤の放電生成物が㈇極に⛣動して

電ụෆ㒊で཯応してしまい，༑分な電Ẽが⵳えられない，ຎ化が᪩まるといࡗた大きなㄢ㢟をᢪ

えていた。᭱近，このㄢ㢟をඞ᭹する電ゎᾮが見出され，ࢤーム࢙ࢳンࢪングなリࢳウム̿◲㯤

電ụがᥦ案された。この電ụの඘放電཯応の཯応⤒㊰がゎ᫂できれば，さらに電ụの性能を向上

できる。このためには，実際に電ụを඘放電しながら種々の測定を行う“オ࣌ࣛンࢻ(Operando)

測定”がᙺ❧つ。本研究では，ࢤーム࢙ࢳンࢪングなリࢳウム̿◲㯤ࢥイン型電ụのオ࣌ࣛンࢻ

測定を行ࡗた。放電前の測定では，◲㯤は᭱

も安定な⎔状の S8分子として，島状に୙ᆒ୍

にᏑ在していることがわࡗ࠿た。୍方，放電

をጞめると電ụ電ᅽがప下し，⣙ 2.15 V にな

ると，ᛴ⃭に S8 はῶᑡすることがわࡗ࠿た。

この⤖ᯝ࠿ら，電ゎᾮとの᥋ゐを㑊けながら，

◲㯤をᆒ୍にするような正極／電ゎᾮの⏺㠃

ไᚚが高性能化につながるとண᝿した。実際

に⏺㠃ไᚚされた正極を用いることで，電ụ

に⵳える電Ẽᐜ量を高めることに成ຌした。 

─6─
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【講演番号】K3002【講演日時】9 月 13 日（㔠）09：15 ～ 09：30 

【講演タイトル】スル࣍ࣛン系電ゎᾮを用いた正極୙⁐型リࢳウム㸫◲㯤電ụのオ࣌ࣛンࢻ

Raman 測定 
   
【概要】リࢳウム㔠ᒓを㈇極，◲㯤を正極に用いるリࢳウム̿◲㯤電ụは，現行の高性能な⵳電

ụにẚ࡭ 10 ಸ௨上の電Ẽを⵳えることが可能であるため，実用化がᙉく期待されている。し࠿し，

正極の◲㯤の放電生成物が㈇極に⛣動して電ụෆ㒊で཯応してしまい，༑分な電Ẽが⵳えられな

い，ຎ化が᪩まるといࡗた大きなㄢ㢟をᢪえていた。そこで本研究では，電ụの高性能化につな

がる有用な▱見をᚓるため，実動స⎔ቃ下でリࢳウム̿◲㯤電ụの電極表㠃をࣛマン分光分ᯒし，

放電前と放電中での電極表㠃のඖ⣲の状ែについてゎᯒを行ࡗた。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】新₲大院⮬↛ 1・⏘総研 2・ᶓ὾ᅜ大院ᕤ 3 

○Ⲩ஭ ዉ々1・Ώ㎶ 日㤶㔛 1・ᘪ๐ ┾子 1・都築 ㄔ஧ 2・上野 ࿴ⱥ 3・Ώ㑓 正⩏ 3・⋊ྂ ⸅ 3・ 

ᱵᯘ Ὀᏹ 1  

新₲┴新₲ᕷす区஬༑ᔒ஧の⏫ 8050 番ᆅ，電話 025-262-6265，yumescc@chem.sc.niigata-u.ac.jp 

 

持⥆可能な♫఍の実現࡬向けて㠉新的な次世代⵳電ụの開発が㐍められている。リࢳウム㔠ᒓ

を㈇極，◲㯤を正極に用いるリࢳウム̿◲㯤電ụは，現行の高性能⵳電ụにẚ࡭ 10 ಸ௨上の電Ẽ

を⵳えることができ，また◲㯤は㈨※的に㇏ᐩであるため，安価に持⥆的に大量生⏘できること

が見㎸まれ，実用化がᙉく期待されている。し࠿し，正極の◲㯤の放電生成物が㈇極に⛣動して

電ụෆ㒊で཯応してしまい，༑分な電Ẽが⵳えられない，ຎ化が᪩まるといࡗた大きなㄢ㢟をᢪ

えていた。᭱近，このㄢ㢟をඞ᭹する電ゎᾮが見出され，ࢤーム࢙ࢳンࢪングなリࢳウム̿◲㯤

電ụがᥦ案された。この電ụの඘放電཯応の཯応⤒㊰がゎ᫂できれば，さらに電ụの性能を向上

できる。このためには，実際に電ụを඘放電しながら種々の測定を行う“オ࣌ࣛンࢻ(Operando)

測定”がᙺ❧つ。本研究では，ࢤーム࢙ࢳンࢪングなリࢳウム̿◲㯤ࢥイン型電ụのオ࣌ࣛンࢻ

測定を行ࡗた。放電前の測定では，◲㯤は᭱

も安定な⎔状の S8分子として，島状に୙ᆒ୍

にᏑ在していることがわࡗ࠿た。୍方，放電

をጞめると電ụ電ᅽがప下し，⣙ 2.15 V にな

ると，ᛴ⃭に S8 はῶᑡすることがわࡗ࠿た。

この⤖ᯝ࠿ら，電ゎᾮとの᥋ゐを㑊けながら，

◲㯤をᆒ୍にするような正極／電ゎᾮの⏺㠃

ไᚚが高性能化につながるとண᝿した。実際

に⏺㠃ไᚚされた正極を用いることで，電ụ

に⵳える電Ẽᐜ量を高めることに成ຌした。 
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【講演番号】H2004【講演日時】9 月 12 日（木）09：45 ～ 10：00 

【講演タイトル】ᾏὒマイクࣟプࣛスࢳック分ᯒのための⇕分ゎ GC-大Ẽᅽ化Ꮫイオン化- 

ᅄ重極㣕行時㛫型-質量分ᯒ法 (Py-APGC-MS) によるプࣛスࢳック混合物の識ู分ᯒ 
   
【概要】ᾏὒ中にᏑ在するプࣛスࢳックࡳࡈの微ᑠ片（マイクࣟプࣛスࢳック）は生ែ系࡬のᝏ

ᙳ㡪࠿ら，そのプࣛスࢳック種のỴ定が極めて重要である。し࠿し，マイクࣟプࣛスࢳックはも

ともと微ᑡ量でし࠿ᅇ཰できないことや，」㞧な混合系であること࠿ら，そのヲ細な分ᯒはᅔ㞴

である。講演者らは，⇕分ゎ分ᯒ法と大Ẽᅽ化Ꮫイオン化高分ゎ能㣕行時㛫型質量分ᯒ法を⤌ࡳ

合わࡏることにより，微ᑡ量の混合系試料࠿ら，その構成プࣛスࢳック種をỴ定することにึめ

て成ຌした。௒後，マイクࣟプࣛスࢳックの実用分ᯒ法としてこの方法が広く฼用され，⎔ቃ改

ၿに㈉⊩することが期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】ྡᕤ大院ᕤ  

○原田 ㈼஧・大谷 ⫕ 

ឡ▱┴ྡྂᒇᕷ᫛࿴区ᚚ器ᡤ⏫，電話 052-735-7911，ohtani.hajime@nitech.ac.jp 

 

 ᾏὒにおけるプࣛスࢳック࣑ࢦの◚片の中で，大きさ 5 mm ᮍ‶のものは，マイクࣟプࣛスࢳ

ックとよばれ，生ែ系࡬のᝏᙳ㡪がᠱᛕされており，その分ᯒは重要である。⇕分ゎ࢞スクࣟマ

トグࣛ࢕ࣇー質量分ᯒ法（Py-GC-MS）は，௚の手法では分ᯒの㞴しい 10 µm ௨下の微ᑠ⢊をྵめ

たマイクࣟプࣛスࢳックの分ᯒに適している。し࠿し，微⢊ᮎの⢏子をࡦとつࡎつ測定するので

はないため，混合系の微⢊ᮎ試料の測定にはㄢ㢟があࡗた。そこで本研究では，᭱ 近開発された，

大Ẽᅽ化Ꮫイオン化（APCI）-ᅄ重極㣕行時㛫型（QTof）-質量分ᯒ法（MS）を用いる Py-GC-MS

システム（Py-APGC-MS）を構築することにより，このㄢ㢟をゎỴした。実際に，生⏘量の多い 5

種のプࣛスࢳック（࣏リプࣟࣆレン(PP)，࣏リ࢚ࢳレン(PE)，࣏リሷ化ࣅニル(PVC)，࣏リスࢳレ

ン(PSt)，࣏ リ࢚ࢳレンテレࣇタレート(PET)）を生⏘量と

ẚ⋡で⢊○混合して，Py-APGC-MSࡌྠ 測定した⤖ᯝ，

APCI によるྛプࣛスࢳックに特ᚩ的なイオンの生成と，

QTof-MS によるそれらの⢭ᐦ分ᯒにより，プࣛスࢳック

混合物試料࠿らಶูの成分᝟報をᘬき出すことに成ຌし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10分

10分

0分

0分

飛行時間型質量分析計
(Tof-MS)

四重極(Q)

大気圧化学
イオン化部分離カラム

コリジョンセル

ᮏ◊✲䛷౑⏝䛧䛯Py-APGC-MS䛾⿦⨨ᅗ䛚䜘䜃ྛ䝥䝷䝇䝏䝑䜽䛾㆑ู⤖ᯝ

熱分解装置

プラスチック
混合物試料

エネルギー・環境 
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マイクロプラスチックの種類を微少量で簡単に分析する 

【講演番号】H2004【講演日時】9 月 12 日（木）09：45 ～ 10：00 

【講演タイトル】海洋マイクロプラスチック分析のための熱分解 GC-大気圧化学イオン化- 

四重極飛行時間型-質量分析法 (Py-APGC-MS) によるプラスチック混合物の識別分析 
   
【概要】海洋中に存在するプラスチックごみの微小片（マイクロプラスチック）は生態系への悪

影響から，そのプラスチック種の決定が極めて重要である。しかし，マイクロプラスチックはも

ともと微少量でしか回収できないことや，複雑な混合系であることから，その詳細な分析は困難

である。講演者らは，熱分解分析法と大気圧化学イオン化高分解能飛行時間型質量分析法を組み

合わせることにより，微少量の混合系試料から，その構成プラスチック種を決定することに初め

て成功した。今後，マイクロプラスチックの実用分析法としてこの方法が広く利用され，環境改

善に貢献することが期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】名工大院工  

○原田 賢二・大谷 肇 

愛知県名古屋市昭和区御器所町，電話 052-735-7911，ohtani.hajime@nitech.ac.jp 

 

 海洋におけるプラスチックゴミの破片の中で，大きさ 5 mm 未満のものは，マイクロプラスチ

ックとよばれ，生態系への悪影響が懸念されており，その分析は重要である。熱分解ガスクロマ

トグラフィー質量分析法（Py-GC-MS）は，他の手法では分析の難しい 10 µm 以下の微小粉を含

めたマイクロプラスチックの分析に適している。しかし，微粉末の粒子をひとつずつ測定するの

ではないため，混合系の微粉末試料の測定には課題があった。そこで本研究では，最近開発され

た，大気圧化学イオン化（APCI）-四重極飛行時間型（QTof）-質量分析法（MS）を用いる Py-GC-MS

システム（Py-APGC-MS）を構築することにより，この課題を解決した。実際に，生産量の多い

5 種のプラスチック（ポリプロピレン(PP)，ポリエチレン(PE)，ポリ塩化ビニル(PVC)，ポリスチ

レン(PSt)，ポリエチレンテレフタレート(PET)）を生産

量と同じ比率で粉砕混合して，Py-APGC-MS 測定した結

果，APCI による各プラスチックに特徴的なイオンの生成

と，QTof-MS によるそれらの精密分析により，プラスチ

ック混合物試料から個別の成分情報を引き出すことに成

功 し

た。 
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本研究で使用したPy-APGC-MSの装置図および各プラスチックの識別結果

熱分解装置

プラスチック
混合物試料
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【講演番号】M2001【講演日時】9 月 12 日（木）09：00 ～ 09：15 

【講演タイトル】⣸እ可ど分光法と Discrete Variational Multi Electron (DV-ME)法を用いた㑄⛣㔠ᒓ

水࿴㘒体の⁐Ꮡ構㐀ゎᯒ 
   
【概要】㔠ᒓ㘒体は，生体関連物質やゐ፹のモࢹル化合物としてὀ┠をᾎࡧているが，㔠ᒓ㘒体

の⁐Ꮡ構㐀を᫂ら࠿にすることはᐜ易ではない。本研究では，電Ⲵや原子ᗙ標を入ຊするだけで

⣸እ可ど྾཰ス࣌クトルの⌮ㄽ計⟬が行える DV-ME 法で，実測した㔠ᒓ㘒体の⣸እ可ど྾཰ス

࣌クトルを෌現し，その⁐Ꮡ構㐀を簡༢にண測できる方法を開発した。この方法は㔠ᒓ㘒体ゐ፹

のゐ፹機能のண測に適用が期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】⚟岡大⌮ 

○┾Ṋ ᚨ生・ᕷᕝ ៅኴ㑻・ᒣཱྀ ᩄ⏨・ᰩᓮ ᩄ 

⚟岡┴⚟岡ᕷᇛ༡区୐㝰ඵ୎┠ 19-1，電話 092-871-6631，kurisaki@fukuoka-u.ac.jp 

 

 㔠ᒓ㘒体は，生体関連物質やゐ፹のモࢹル化合物としてὀ┠をᾎࡧている。これらの཯応は୺

に⁐ᾮ中で生ࡌている。また，㔠ᒓ㘒体のゐ፹機能はその構㐀とᐦ᥋な┦関を持ࡗていることが

ண᝿される。そのため，⁐ᾮ中の㔠ᒓ㘒体の構㐀を᫂ら࠿にすることができれば，新つゐ፹の開

発や高機能化がᐜ易に可能になると考えられる。୍⯡的に⁐ᾮ中の㔠ᒓ㘒体の構㐀は X 線分ᯒ法

を用いて研究されている。X 線分ᯒ法は，⤖合㊥㞳や⤖合ゅ度などの構㐀᝟報をᚓることはでき

るが，測定場ᡤや測定時㛫にไ㝈がある。୍方で，⣸እ可ど分光法は，㓄఩ᩘや㓄఩構㐀など㛫

᥋的な構㐀᝟報し࠿ᚓられないが，研究ᐊでᐜ易に測定を行うことができる。そこで講演者らは，

電Ⲵや原子ᗙ標を入ຊすることで，ᐜ易に⣸እ可ど྾཰ス࣌クトルの⌮ㄽ計⟬が行える，Discrete 

Variational Multi Electron (DV-ME)法を用いて，㑄⛣㔠ᒓ水࿴㘒体のヲ細な⁐Ꮡ構㐀ゎᯒを行ࡗた。

まࡎ，DV-ME 法で⟬出した⌮ㄽス࣌クトルを実測ス࣌クトルのᙧ状とẚ㍑し，෌現できている࠿

を確認した。次に，実測と⌮ㄽス࣌クトル࠿らⰍ度ᗙ標を⟬出し，Ⰽ度図上にプࣟットした。Ⰽ

度図を用いてᐈほ的にホ価を行い，᭱適モࢹルをỴ定した。㐣ཤの X 線構㐀ゎᯒの⤖ᯝとẚ㍑し

たとこࢁ，ጇ当な構㐀

であることが示され

た。௒後，この方法を

用いてᵝ々な㔠ᒓ㘒

体での構㐀ゎᯒを行

い，実際にゐ፹として

౑用されている㔠ᒓ

㘒体に適用できる࠿

検討する。 
Fig. 実測と⌮ㄽス࣌クトルのẚ㍑ 

─8─
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【講演番号】M2001【講演日時】9 月 12 日（木）09：00 ～ 09：15 

【講演タイトル】⣸እ可ど分光法と Discrete Variational Multi Electron (DV-ME)法を用いた㑄⛣㔠ᒓ

水࿴㘒体の⁐Ꮡ構㐀ゎᯒ 
   
【概要】㔠ᒓ㘒体は，生体関連物質やゐ፹のモࢹル化合物としてὀ┠をᾎࡧているが，㔠ᒓ㘒体

の⁐Ꮡ構㐀を᫂ら࠿にすることはᐜ易ではない。本研究では，電Ⲵや原子ᗙ標を入ຊするだけで

⣸እ可ど྾཰ス࣌クトルの⌮ㄽ計⟬が行える DV-ME 法で，実測した㔠ᒓ㘒体の⣸እ可ど྾཰ス

࣌クトルを෌現し，その⁐Ꮡ構㐀を簡༢にண測できる方法を開発した。この方法は㔠ᒓ㘒体ゐ፹

のゐ፹機能のண測に適用が期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】⚟岡大⌮ 

○┾Ṋ ᚨ生・ᕷᕝ ៅኴ㑻・ᒣཱྀ ᩄ⏨・ᰩᓮ ᩄ 

⚟岡┴⚟岡ᕷᇛ༡区୐㝰ඵ୎┠ 19-1，電話 092-871-6631，kurisaki@fukuoka-u.ac.jp 

 

 㔠ᒓ㘒体は，生体関連物質やゐ፹のモࢹル化合物としてὀ┠をᾎࡧている。これらの཯応は୺

に⁐ᾮ中で生ࡌている。また，㔠ᒓ㘒体のゐ፹機能はその構㐀とᐦ᥋な┦関を持ࡗていることが

ண᝿される。そのため，⁐ᾮ中の㔠ᒓ㘒体の構㐀を᫂ら࠿にすることができれば，新つゐ፹の開

発や高機能化がᐜ易に可能になると考えられる。୍⯡的に⁐ᾮ中の㔠ᒓ㘒体の構㐀は X 線分ᯒ法

を用いて研究されている。X 線分ᯒ法は，⤖合㊥㞳や⤖合ゅ度などの構㐀᝟報をᚓることはでき

るが，測定場ᡤや測定時㛫にไ㝈がある。୍方で，⣸እ可ど分光法は，㓄఩ᩘや㓄఩構㐀など㛫

᥋的な構㐀᝟報し࠿ᚓられないが，研究ᐊでᐜ易に測定を行うことができる。そこで講演者らは，

電Ⲵや原子ᗙ標を入ຊすることで，ᐜ易に⣸እ可ど྾཰ス࣌クトルの⌮ㄽ計⟬が行える，Discrete 

Variational Multi Electron (DV-ME)法を用いて，㑄⛣㔠ᒓ水࿴㘒体のヲ細な⁐Ꮡ構㐀ゎᯒを行ࡗた。

まࡎ，DV-ME 法で⟬出した⌮ㄽス࣌クトルを実測ス࣌クトルのᙧ状とẚ㍑し，෌現できている࠿

を確認した。次に，実測と⌮ㄽス࣌クトル࠿らⰍ度ᗙ標を⟬出し，Ⰽ度図上にプࣟットした。Ⰽ

度図を用いてᐈほ的にホ価を行い，᭱適モࢹルをỴ定した。㐣ཤの X 線構㐀ゎᯒの⤖ᯝとẚ㍑し

たとこࢁ，ጇ当な構㐀

であることが示され

た。௒後，この方法を

用いてᵝ々な㔠ᒓ㘒

体での構㐀ゎᯒを行

い，実際にゐ፹として

౑用されている㔠ᒓ

㘒体に適用できる࠿

検討する。 
Fig. 実測と⌮ㄽス࣌クトルのẚ㍑ 
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ኳ↛Ỉ୰䛾ᚤ㔞なᅄ౯䛾䝉䝺䞁⃰ᗘ䛾 ᐃ法䜢㛤Ⓨ 

【講演番号】P3125【講演日時】9 月 13 日（㔠）13：15 ～ 14：45 

【講演タイトル】シクࣟ࢟ࢹストリン࣏リマーを⃰⦰と蛍光測定の場として用いる Se（IV）の

高感度分ᯒ法 
   
【概要】セレン（Se）はࣄトのᚲ㡲ඖ⣲であるが，㐣๫でも୙㊊してもࣄトの೺ᗣにᙳ㡪を生

る。Seࡌ は」ᩘの酸化状ែをとり，その価ᩘࡈとにẘ性が異なる。⎔ቃにおいて価ᩘูに Se ⃰

度を▱ることが求められるが，⃰度がపいこと࠿ら，価ᩘูに分ᯒするのはᅔ㞴であࡗた。本

研究では，ኳ↛水中の Se(IV)の⃰度測定法の開発を┠ᣦした。Se(IV)と㑅ᢥ的に཯応して蛍光を

生ࡌる蛍光性㘒体をᙧ成し，さらにෆ㒊に␯水性✵Ꮝを持つ୙⁐性࣏リマーを用いて Se 蛍光性

㘒体を྾╔・⃰⦰することで，ప⃰度の Se(IV)を高感度に定量することに成ຌした。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】新₲大院⮬↛ 1・ 新₲大⌮ 2・ ⚟ᩍ大ᩍ⫱ 3  

஑大院⌮ 4  

භ原 ┤ဢ 1・ ○ᯇ岡 ྐ㑻 2・ ᐑᓮ ⩏ಙ 3・ ྜྷᮧ ࿴ஂ 4 

新₲ᕷす区஬༑ᔒ㸰の⏫ 8050 番ᆅ，電話 025-262-6172，matsuoka@env.sc.niigata-u.ac.jp 

 

セレン Se は生体微量ᚲ㡲ඖ⣲であるが，㐣๫ᦤྲྀではẘ性を示すことが▱られている。୍ ⯡に

⎔ቃ中の Se ⃰度はపいが，種々のே㛫活動によりኳ↛水中の⃰度がቑຍするᠱᛕや，水中での生

物⃰⦰による生ែ系࡬のᙳ㡪などのⅬ࠿ら，⎔ቃ中における Se の動ែについて，近年ὀ┠が㞟ま

が，ኳ↛水中のࢁている。とこࡗ Se の動ែに関する報告౛は㠀ᖖにᑡない。ኳ↛水中の Se はᅄ

価とභ価の酸化状ែをྲྀりᚓるが，ྛ 化Ꮫᙧែにより性質や⎔ቃ中でのᣲ動が大きく異なるため，

Se ⃰度の඲量測定だけではなく， Se の化Ꮫ状ែู定量を行わなければ，Se の動ែについての඲

体ീを把握できない。し࠿し⎔ቃ中の Se はప⃰度のため，化Ꮫ状ែู定量はᅔ㞴であࡗた。そこ

で講演者らは，Se の化Ꮫ種のうち，ᑐ㇟をᅄ価のセレン Se(IV)に⤠り，正確さにඃれるだけでな

く⎔ቃ࡬のᙳ㡪にも㓄៖した，ኳ↛水中の Se(IV)にᑐする高感度分ᯒ法について検討した。 

 講演者らは，Se(IV)-ࢪア࣑ࣇࢼࣀタレン（DAN）蛍光法を適用した。DAN が㑅ᢥ的に Se(IV)と

཯応して蛍光性㘒体（Se-DAN）を生成し，その蛍光ᙉ度が Se(IV)⃰度にẚ౛することを用いるの

である。水⁐ᾮ中での Se-DAN の蛍光ᙉ度はᙅいため，୍⯡的には有機⁐፹にᢳ出する。し࠿し

有機⁐፹にᢳ出しても，ኳ↛水中の Se(IV)の定量にᑐしては，その感度は༑分でない。୍方，水

⁐性のシクࣟ࢟ࢹストリン（CD）はそのෆ㒊に␯水性✵Ꮝを持つため，Se-DAN をその✵Ꮝෆ㒊

にྲྀり㎸ࡴと，水⁐ᾮ中においても有機⁐፹࡬のᢳ出とྠᵝのቑ感が期待できる。また近年開発

された CD をᯫᶫした୙⁐性࣏リマー（CDP）を用いて，その␯水性✵Ꮝに Se-DAN を⃰⦰して

その蛍光を┤᥋測光すれば，有機⁐፹を用いない高感度な Se(IV)の分ᯒ法となりᚓる。このࢥン

セプトの下，Se-DAN を ȕ-CDP の␯水性✵Ꮝに྾╔・⃰ ⦰さࡏる新たな分ᯒ法を検討したとこࢁ，

0.05 ppb の検出㝈⏺を達成できた。本法は，有機⁐፹࡬のᢳ出を要する௚の蛍光光度法の高感度

化にも適用できるため，⎔ቃ࡬のᙳ㡪にも㓄៖した新たな分ᯒ法として௒後のᒎ開が期待できる。 

─9─
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䜰䜽䝏䝙䝗ᐃ㔞ศᯒ䛾䛯䜑䛾㎿㏿なヨᩱ๓ฎ⌮ 

【講演番号】J1104【講演日時】9 月 11 日（水）14：30 ～ 14：45 

【講演タイトル】Development of low-temperature fusion using ammonium hydrogen fluoride for rapid 

determination of actinides in environmental and nuclear decommissioning samples（⎔ቃおよࡧᗫ⅔試料

中のアクࢳニࢻの迅速定量のためのࣇッ化水⣲アンモニウムを用いたప ⁐⼥ᢳ出法の確❧） 
   
【概要】近年，原子ຊ⥭ᛴ時のᑐ応や原子⅔ᗫṆᥐ置のసᴗにおいても，迅速にアクࢳニࢻを定

量する分ᯒ法がᚲ要とされている。本研究では，⎔ቃ試料ཬࡧ放ᑕ性ᗫᲠ物中のࢿプࢶニウム-237

（237Np）とプルトニウム（Pu）ྠ఩体を定量するための安඲࠿つ迅速な試料前処⌮法として，ప

㛗時㛫の高 ຍ⇕をᚲ要とする，ࢁッ化水⣲アンモニウム（NH4HF2）⁐⼥法を検討したとこࣇ 

ᚑ᮶の試料分ゎ法にẚ࡭て，ప ࠿つ迅速な試料⁐ᾮ化が可能となࡗた。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】量研⚟島෌生ᨭ᥼研究㒊 1・༡⳹大⌮ 2・໭京大⌮ 3 

○㒯 ᘓ 1・⋤ ᾏ 1,2・㯤 ྊள 1・೓ 有ព 1,3・㟷野㎮㞝１ 

༓ⴥ┴༓ⴥᕷ✄ẟ区✰ᕝ 4-9-1，電話 043-206-4605，zheng.jian@qst.go.jp 

 

 近年，⎔ቃ放ᑕ能に関する研究

だけでなく，原子ຊ⥭ᛴ時のᑐ応

や原子⅔ᗫṆᥐ置のసᴗにおいて

も，迅速にアクࢳニࢻを定量する

分ᯒ法の検討がᚲ要とされている。

ᚑ᮶の試料分ゎ法では，試料に◪

酸，㐣ሷ⣲酸とࣇッ酸をຍえてຍ

⇕する方法が用いられてきた。これは混合酸を用いるために，試料の⇕分ゎや高 の⁐⼥᧯సに

㛗時㛫を要し，実㦂ᐊやその᪋設࡬の㈇Ⲵを考៖するᚲ要もあࡗた。また，試料の分ゎはアクࢳ

ニࢻの定量分ᯒにおける᭱ึのステップであり，ៅ重な᧯సが求められている。 

 本研究では，⎔ቃ試料ཬࡧ放ᑕ性ᗫᲠ物中のࢿプࢶニウム-237（237Np）とプルトニウム（Pu）

ྠ఩体を定量するための⎔ቃにඃしい迅速分ᯒ法を確❧した。本法では，ప ࣇッ化水⣲アンモ

ニウム（NH4HF2）⁐⼥法に，ࣇッ化カルシウム（CaF2）/ࣇッ化ࣛンタン（LaF3）ඹỿ法，ᢳ出ク

ࣟマトグࣛ࢕ࣇーおよࡧ ICP-MS 測定を⤌ࡳ合ࡏた。ᚑ᮶の⁐⼥法では，高 （600～1200 ℃）

のマッࣇル⅔が用いられてきたが，本法ではᕷ㈍の࣍ットプレートを用いて， 度 250 ℃で 15

分㛫のຍ だけで⁐⼥が᏶஢した。ᅵተ，ᾏὒሁ✚物およࢥࡧンクリート試料（0.5ࠥ1g）を，開

発したప  NH4HF2 ⁐⼥法とクࣟマトグࣛ࢕ࣇーによる分㞳⢭〇㐣程を⤌ࡳ合ࡏた⤖ᯝ，237Np と

Pu について 70～90 㸣௨上の化Ꮫᅇ཰⋡がᚓられた。試料࠿ら㞴⁐性 Pu をᢳ出することができ，

⣙ 8 時㛫で 10 サンプルの分ᯒが可能となり，ᚑ᮶の試料分ゎ法にẚ࡭て迅速な定量法となࡗた。

また本法では，ࣇッ化水⣲（ẘ物）を౑用しないため，安඲で⎔ቃに㓄៖した分ᯒ法といえる。 

─10─
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䜰䜽䝏䝙䝗ᐃ㔞ศᯒ䛾䛯䜑䛾㎿㏿なヨᩱ๓ฎ⌮ 

【講演番号】J1104【講演日時】9 月 11 日（水）14：30 ～ 14：45 

【講演タイトル】Development of low-temperature fusion using ammonium hydrogen fluoride for rapid 

determination of actinides in environmental and nuclear decommissioning samples（⎔ቃおよࡧᗫ⅔試料

中のアクࢳニࢻの迅速定量のためのࣇッ化水⣲アンモニウムを用いたప ⁐⼥ᢳ出法の確❧） 
   
【概要】近年，原子ຊ⥭ᛴ時のᑐ応や原子⅔ᗫṆᥐ置のసᴗにおいても，迅速にアクࢳニࢻを定

量する分ᯒ法がᚲ要とされている。本研究では，⎔ቃ試料ཬࡧ放ᑕ性ᗫᲠ物中のࢿプࢶニウム-237

（237Np）とプルトニウム（Pu）ྠ఩体を定量するための安඲࠿つ迅速な試料前処⌮法として，ప

㛗時㛫の高 ຍ⇕をᚲ要とする，ࢁッ化水⣲アンモニウム（NH4HF2）⁐⼥法を検討したとこࣇ 

ᚑ᮶の試料分ゎ法にẚ࡭て，ప ࠿つ迅速な試料⁐ᾮ化が可能となࡗた。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】量研⚟島෌生ᨭ᥼研究㒊 1・༡⳹大⌮ 2・໭京大⌮ 3 

○㒯 ᘓ 1・⋤ ᾏ 1,2・㯤 ྊள 1・೓ 有ព 1,3・㟷野㎮㞝１ 

༓ⴥ┴༓ⴥᕷ✄ẟ区✰ᕝ 4-9-1，電話 043-206-4605，zheng.jian@qst.go.jp 

 

 近年，⎔ቃ放ᑕ能に関する研究

だけでなく，原子ຊ⥭ᛴ時のᑐ応

や原子⅔ᗫṆᥐ置のసᴗにおいて

も，迅速にアクࢳニࢻを定量する

分ᯒ法の検討がᚲ要とされている。

ᚑ᮶の試料分ゎ法では，試料に◪

酸，㐣ሷ⣲酸とࣇッ酸をຍえてຍ

⇕する方法が用いられてきた。これは混合酸を用いるために，試料の⇕分ゎや高 の⁐⼥᧯సに

㛗時㛫を要し，実㦂ᐊやその᪋設࡬の㈇Ⲵを考៖するᚲ要もあࡗた。また，試料の分ゎはアクࢳ

ニࢻの定量分ᯒにおける᭱ึのステップであり，ៅ重な᧯సが求められている。 

 本研究では，⎔ቃ試料ཬࡧ放ᑕ性ᗫᲠ物中のࢿプࢶニウム-237（237Np）とプルトニウム（Pu）

ྠ఩体を定量するための⎔ቃにඃしい迅速分ᯒ法を確❧した。本法では，ప ࣇッ化水⣲アンモ

ニウム（NH4HF2）⁐⼥法に，ࣇッ化カルシウム（CaF2）/ࣇッ化ࣛンタン（LaF3）ඹỿ法，ᢳ出ク

ࣟマトグࣛ࢕ࣇーおよࡧ ICP-MS 測定を⤌ࡳ合ࡏた。ᚑ᮶の⁐⼥法では，高 （600～1200 ℃）

のマッࣇル⅔が用いられてきたが，本法ではᕷ㈍の࣍ットプレートを用いて， 度 250 ℃で 15

分㛫のຍ だけで⁐⼥が᏶஢した。ᅵተ，ᾏὒሁ✚物およࢥࡧンクリート試料（0.5ࠥ1g）を，開

発したప  NH4HF2 ⁐⼥法とクࣟマトグࣛ࢕ࣇーによる分㞳⢭〇㐣程を⤌ࡳ合ࡏた⤖ᯝ，237Np と

Pu について 70～90 㸣௨上の化Ꮫᅇ཰⋡がᚓられた。試料࠿ら㞴⁐性 Pu をᢳ出することができ，

⣙ 8 時㛫で 10 サンプルの分ᯒが可能となり，ᚑ᮶の試料分ゎ法にẚ࡭て迅速な定量法となࡗた。

また本法では，ࣇッ化水⣲（ẘ物）を౑用しないため，安඲で⎔ቃに㓄៖した分ᯒ法といえる。 
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Cs ྾╔ᮦ䛻ᤕᤊ䛥䜜䛯㛗ᑑ࿨᰾✀ 135Cs 䛾 ᐃ᪉法 

【講演番号】C3003【講演日時】9 月 13 日（㔠）09：30 ～ 09：45 

【講演タイトル】Cs྾╔ᮦにᤕᤊされた㛗ᑑ命核種 135Csのレーࢨーアࣈレーシࣙン ICP-MSによる定量 
   
【概要】⚟島➨୍原子ຊ発電ᡤでは，ở染水の処⌮によࡗて，放ᑕ性 Cs を多量にྵࡴᗫ Cs ྾╔

ᮦが大量に発生している。この྾╔ᮦには，୺要な放ᑕ能ở染※である 137Cs ௨እに，༙ῶ期が

230 ୓年と㠀ᖖに㛗い 135Cs もྵまれる。135Cs はȚ線を放出ࡎࡏ，྾╔ᮦにᙉく保持されるため

測定が㞴しく，これまで 135Cs の放ᑕ能量のホ価は㐍ࢇでいなࡗ࠿た。そこで本研究では，微ᑡ量

のᅛ体試料にྵまれるඖ⣲のྠ఩体ẚを分ᯒ可能なLA-ICP-MSでᚓられた 135Cs/137CsẚとȚ線測

定⿦置でᚓられた 137Cs の放ᑕ能量࠿ら，135Cs の放ᑕ能量を簡便に求める方法を開発した。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】⏘総研 1，原子ຊ機構 2  

ὸ஭ 志保ࠐ 1・大⏿ ᫀ㍤ 1・༙⃝ 有ᕼ子 2・ⶇ田 ໶ 2・ᇼ田 ᣅᦶ 2・໭㎷ ❶ᾈ 2 

Ⲉᇛ┴つくばᕷᱵᅬ 1-1-1，電話 029-862-6732，asai.shiho@aist.go.jp 

 

 ⚟島➨୍原子ຊ発電ᡤでは，ở染水処⌮で౑用されたᗫセシウム（Cs）྾╔ᮦが多量に発生し

ている。このᗫ Cs ྾╔ᮦ中には，୺要な放ᑕ能ở染※である 137Cs だけでなく 135Cs もᏑ在してい

る。135Cs の༙ῶ期は 230 ୓年であり，㛗期㛫にわたࡗて放ᑕ線を放出し⥆けるため，処分の際に

は 137Cs とྠᵝに放ᑕ能量の正確なホ価が୙可Ḟとなる。135Cs は，137Cs のようにȚ線を放出ࡎࡏ

እ㒊㠀◚ቯ測定できないこと࠿ら，Cs ⁐出ᾮの測定がᚲ要であるが，Cs イオンが྾╔ᮦ࡬ᙉく保

持され⁐出は現実的でない。さらに，137Cs による線量が高く，ྲྀᢅいがᅔ㞴であるため，放ᑕ能

量のホ価は㐍ࢇでいない。本研究では，微量ᅛ体試料のྠ఩体分ᯒが可能なレーࢨーアࣈレーシ

ࣙン（LA）-ICP-MS を用い，ᗫ Cs ྾╔ᮦ中のྠ఩体Ꮡ在量のẚ 135Cs/137Cs を⁐出᧯సなしで┤

᥋測定し，137Cs のȚ線測定್࠿ら 135Cs の放ᑕ能量を簡便に定量する方法（図 1）を開発した。 

ጇ当性検ドのため，135Cs の放ᑕ能量が᪤▱のở染水試料に，ᕷ㈍の Cs ྾╔ᮦをᾐₕしてᗫ Cs

྾╔ᮦᶍᨃ試料をㄪ〇し，LA-ICP-MS で測定したとこࢁ，正確に 135Cs 放ᑕ能を⟬出できること

を確認した。本方法では，Cs ྾╔ᮦ保⟶ᐜ器中の 137Cs ඲放ᑕ能が分࠿れば，ᗫ Cs ྾╔ᮦᩘ⢏の

測定で保⟶ᐜ器ෆの 135Cs ඲放ᑕ能を⟬出でき，大幅な㈇担㍍ῶが期待される。 
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【講演番号】M3001【講演日時】9 月 13 日（㔠）09：00 ～ 09：15 

【講演タイトル】ᅛ┦マイクࣟᢳ出法を用いた⅕㣤⡿᥹発成分の分ᯒ 
   
【概要】⅕㣤⡿の㤶りをその成分の種㢮や量に基࡙いて化Ꮫ的にホ価することができれば，お⡿

の特ᚩ࡙けだけでなく，ᾘ㈝者のዲࡳに合うရ種㑅ࡧにもḞࡏ࠿ない᝟報がᚓられる。講演者ら

は，⅕㣤後の⅕㣤器を開けた時に出てくる⵨Ẽに࢓ࣇイバーをࡊ࠿して᥹発成分をᤕ㞟し，次い

でその࢓ࣇイバーを分ᯒ⿦置（࢞スクࣟマトグࣛ࢕ࣇー質量分ᯒ法）に導入することにより，お

⡿の㤶り成分の種㢮や量を᫂ら࠿にする方法を開発した。この方法により，⅕㣤⡿の㤶り成分の

ホ価や特ᚩ࡙けを化Ꮫの║で行うことができ，ᑗ᮶，ᾘ㈝者のዲࡳに応ࡌた新ရ種の開発等に㈉

⊩することが期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】⚟஭大院ᕤ 1・⚟஭大ᕤ 2・⚟஭㎰試 3  

○高ᶫ ៞ኴ 1・⠛田 ෽ 1・Ⲷ野 ೺ኴᮁ 2・ᕷᕝ 㥴௓ 1・ᑠᯘ 㯞子 3・ෆᮧ ᬛ博 1 

⚟஭┴⚟஭ᕷᩥ京 3-9-1，電話 0776-27-8610，uchimura@matse.u-fukui.ac.jp 

 

 お⡿は日本ேの୺㣗であり，ᆅᇦࡈとで新ရ種の開発が┒ࢇに行われている。୍方で⡿のᾘ㈝

量は年々ῶᑡしてきており，ᾘ㈝者のዲࡳに応ࡌた新ရ種の開発やရ種の特ᚩを活࠿した㈍኎ᡓ

␎などが重要となࡗている。お⡿の࿡のホ価法としては୍⯡的に㣗࿡ᐁ能試㦂が用いられ，እほ，

㤶り，࿡，㣗感などが┦ᑐ的にホ価されている。し࠿し，特に㤶りの定量的なホ価やそれに基࡙

くရ種ࡈとの特ᚩ࡙けなどは現状では㞴しい。そこで本研究では，⅕㣤時の᥹発成分の分ᯒ法に

ついて検討し，お⡿のရ種によりᕪがある࠿どう࠿，またそれに基࡙きお⡿の特ᚩ࡙けが可能࠿

どう࠿について検ドした。 

実㦂では，୍⯡的なうるち⡿にຍえ，もち⡿や㤶り⡿などいくつ࠿のရ種を用いた。⅕㣤後，

⅕㣤器のࡩたを開けてᢳ出用࢓ࣇイバーをࡊ࠿し，᥹発成分をᤕ㞟した。測定には࢞スクࣟマト

グࣛ࢕ࣇー質量分ᯒ法（Gas chromatography/mass spectrometry, GC/MS）を用いた。その⤖ᯝ，」ᩘ

種の᥹発成分を検出することができ，またရ種によࡗてࣆークᙉ度にᕪが見られることがわࡗ࠿

てきた。௒後さらに研究を㐍めることで，⅕㣤⡿の㤶り成分のホ価や特ᚩ࡙けが可能となり，ᾘ

㈝者のዲࡳに合うお⡿を㑅ࡪ上で重要なᣦ㔪を୚えうると考えられる。 
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【講演番号】M3001【講演日時】9 月 13 日（㔠）09：00 ～ 09：15 

【講演タイトル】ᅛ┦マイクࣟᢳ出法を用いた⅕㣤⡿᥹発成分の分ᯒ 
   
【概要】⅕㣤⡿の㤶りをその成分の種㢮や量に基࡙いて化Ꮫ的にホ価することができれば，お⡿

の特ᚩ࡙けだけでなく，ᾘ㈝者のዲࡳに合うရ種㑅ࡧにもḞࡏ࠿ない᝟報がᚓられる。講演者ら

は，⅕㣤後の⅕㣤器を開けた時に出てくる⵨Ẽに࢓ࣇイバーをࡊ࠿して᥹発成分をᤕ㞟し，次い

でその࢓ࣇイバーを分ᯒ⿦置（࢞スクࣟマトグࣛ࢕ࣇー質量分ᯒ法）に導入することにより，お

⡿の㤶り成分の種㢮や量を᫂ら࠿にする方法を開発した。この方法により，⅕㣤⡿の㤶り成分の

ホ価や特ᚩ࡙けを化Ꮫの║で行うことができ，ᑗ᮶，ᾘ㈝者のዲࡳに応ࡌた新ရ種の開発等に㈉

⊩することが期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】⚟஭大院ᕤ 1・⚟஭大ᕤ 2・⚟஭㎰試 3  

○高ᶫ ៞ኴ 1・⠛田 ෽ 1・Ⲷ野 ೺ኴᮁ 2・ᕷᕝ 㥴௓ 1・ᑠᯘ 㯞子 3・ෆᮧ ᬛ博 1 

⚟஭┴⚟஭ᕷᩥ京 3-9-1，電話 0776-27-8610，uchimura@matse.u-fukui.ac.jp 

 

 お⡿は日本ேの୺㣗であり，ᆅᇦࡈとで新ရ種の開発が┒ࢇに行われている。୍方で⡿のᾘ㈝

量は年々ῶᑡしてきており，ᾘ㈝者のዲࡳに応ࡌた新ရ種の開発やရ種の特ᚩを活࠿した㈍኎ᡓ

␎などが重要となࡗている。お⡿の࿡のホ価法としては୍⯡的に㣗࿡ᐁ能試㦂が用いられ，እほ，

㤶り，࿡，㣗感などが┦ᑐ的にホ価されている。し࠿し，特に㤶りの定量的なホ価やそれに基࡙

くရ種ࡈとの特ᚩ࡙けなどは現状では㞴しい。そこで本研究では，⅕㣤時の᥹発成分の分ᯒ法に

ついて検討し，お⡿のရ種によりᕪがある࠿どう࠿，またそれに基࡙きお⡿の特ᚩ࡙けが可能࠿

どう࠿について検ドした。 

実㦂では，୍⯡的なうるち⡿にຍえ，もち⡿や㤶り⡿などいくつ࠿のရ種を用いた。⅕㣤後，

⅕㣤器のࡩたを開けてᢳ出用࢓ࣇイバーをࡊ࠿し，᥹発成分をᤕ㞟した。測定には࢞スクࣟマト

グࣛ࢕ࣇー質量分ᯒ法（Gas chromatography/mass spectrometry, GC/MS）を用いた。その⤖ᯝ，」ᩘ

種の᥹発成分を検出することができ，またရ種によࡗてࣆークᙉ度にᕪが見られることがわࡗ࠿

てきた。௒後さらに研究を㐍めることで，⅕㣤⡿の㤶り成分のホ価や特ᚩ࡙けが可能となり，ᾘ

㈝者のዲࡳに合うお⡿を㑅ࡪ上で重要なᣦ㔪を୚えうると考えられる。 
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【講演番号】P3141【講演日時】9 月 13 日（㔠）13：15 ～ 14：45 

【講演タイトル】ຍ⇕ᘧたばこཬࡧ⣬ᕳたばこの୺ὶ↮にྵまれるⰾ㤶᪘ア࣑ン㢮の分ᯒ 
   
【概要】2020 年 4 月࠿ら改正೺ᗣቑ㐍法が᪋行され，ᡃがᅜのཷ動ႚ↮ᑐ⟇がᙉ化される୍方，

ຍ⇕ᘧたばこはつไのᑐ㇟እとなࡗた。本研究では，ຍ⇕ᘧたばこと⣬ᕳたばこの㐪いを↮の成

分のẚ㍑により᫂ら࠿にすることを試ࡳた。ᅜ際基‽等にᑐ応したႚ↮⿦置とႚ↮法により，た

ばこの୺ὶ↮をᤕ㞟した。ຍ⇕ᘧたばこについてྵ有成分を分ᯒした⤖ᯝ，ᅜ際がࢇ研究機関で

発がࢇ性があるとᣦ定されている， o
オルト

-トルイࢪンが検出された。ຍ⇕ᘧたばこは，有ᐖ性がప

いと考える方も多いが，⣬ᕳたばことྠᵝに発がࢇ性物質が୺ὶ↮にྵまれていることが示され

た。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】ᅜ❧保೺医療⛉Ꮫ院  

○✄ⴥ ὒᖹ・ෆᒣ ⱱஂ・∵ᒣ ᫂ 

ᇸ⋢┴࿴光ᕷ༡ 2-3-6，電話 048-458-6111，inaba.y.aa@niph.go.jp 

 

 2020 年 4 月࠿ら改正೺ᗣቑ㐍法が᪋行され，ᡃがᅜのཷ動ႚ↮ᑐ⟇がᙉ化される。ᡃがᅜのႚ

↮によるṚஸ者ᩘは 12～13 ୓ே，ྲཱྀ 動ႚ↮によるṚஸ者ᩘは 1 ୓ 5 ༓ேと᥎計されており，また

2020 年に開ദされる東京オリンࣆック・パࣛリンࣆックに向けて，これまでの開ദᆅと⫪を୪࡭

るためにもཷ動ႚ↮ᑐ⟇はᛴົであࡗた。し࠿し，この೺ᗣቑ㐍法ではࠕຍ⇕ᘧたばこࠖが⤒㐣

ᥐ置となࡗており，ຍ⇕ᘧたばこを౑用しながらも㣧㣗が可能となࡗた。では，このຍ⇕ᘧたば

こは，どのようなたばこ〇ရであࡗて，ᚑ᮶の⣬ᕳたばこと㐪うの࠿㸽これについて本研究では

ྛたばこ〇ရの୺ὶ↮をᤕ㞟し，発がࢇ性物質の 4-ア࣑࢙ࣇࣅࣀニルをྵࡴⰾ㤶᪘ア࣑ン㢮を分

ᯒしてẚ㍑することを┠的とした。 

 ຍ⇕ᘧたばこの㈍኎は 1988 年に開ጞされたが，あまりᬑཬしていなࡗ࠿た。し࠿し，2014 年

に㈍኎された IQOS ௨㝆，ຍ⇕ᘧたばこは୍Ẽにᬑཬし，現在では日本ேႚ↮者の 20 %を㉺える

までになࡗた。2019 年 7 月時Ⅼで，ຍ⇕ᘧたばこには 7 〇ရが確認されている。ຍ⇕ᘧたばこは，

IQOS や glo のようにຍᕤされたたばこⴥを 240～350 ℃で┤᥋ຍ⇕して࢚アࣟࢰルを྾ᘬする〇

ရと，Ploom TECH のように電子たばことྠࡌ原⌮でプࣟࣆレングリࢥール࠿ら࢚アࣟࢰルを発

生さࡏ，たばこⴥを㏻㐣さࡏることで྾ᘬする〇ရがᏑ在している。本研究では，ຍ⇕ᘧたばこ

3 〇ရと⣬ᕳたばこ㖭᯶とのẚ㍑を行ࡗた。୺ὶ↮のᤕ㞟には，ᅜ際基‽にᑐ応したႚ↮⿦置を

౑用して，WHO が᥎ዡするႚ↮法で୺ὶ↮をᤕ㞟した。ᚓられた୺ὶ↮を前処⌮し，高速ᾮ体ク

ࣟマトグࣛࣇ質量分ᯒ計に౪した。その⤖ᯝ，⣬ᕳきたばこには，ᅜ際がࢇ研究機関 IARC グル

ープ 1（発がࢇ性がある）にᣦ定されている o
オルト

-トルイࢪン，2-ࢳࣇࢼルア࣑ン，4-ア࣑࢙ࣇࣅࣀ

ニルがྵ有されていた。୍方，ຍ⇕ᘧたばこでは，o-トルイࢪンは定量されたが，2-ࢳࣇࢼルア࣑

ン，4-ア࣑࢙ࣇࣅࣀニルは検出されなࡗ࠿た。ຍ⇕ᘧたばこは，有ᐖ性がపいと考える方も多い。

し࠿し，⣬ᕳたばことྠᵝに発がࢇ性物質は୺ὶ↮にྵまれていることが確認された。 
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【講演番号】P3133【講演日時】9 月 13 日（㔠）13：15 ～ 14：45 

【講演タイトル】෭෾保Ꮡしたニࣛの㩭度ホ価について 
   
【概要】ࣙࢠウࢨやレバニࣛ⅗めなど，中⳹料⌮などで౑われるニࣛには⊂特のにおいがあり，

におい成分として，࣓ࢳインとアリインという成分がྵまれている。ニࣛは㩭度や保Ꮡ状況によ

た水分が細⬊をയつけることで，におい成ࡗても，෾ࡗて，においが変化する。෭෾保Ꮡであࡗ

分が⁐出し，ูの⤌⧊にᏑ在する㓝⣲と཯応して，においが発生する。本研究は，࣓ࢳインとア

リイン量の変化を฼用して෭෾保Ꮡしたニࣛの㩭度ホ価法を開発した。෭෾保Ꮡが可能な期㛫を

ண᝿できること࠿ら，より᭱適なニࣛの保Ꮡ方法のᥦ案など，ᾘ㈝者に近い᝟報のᥦ౪が期待さ

れる。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】ภ㤋高専 

新ᒣ ⪽அ・ࠐΎ野 ᫭அ 

໭ᾏ㐨ภ㤋ᕷᡞ಴⏫ 14-1，電話 0138-59-6462，tseino@hakodate-ct.ac.jp 

 

 ᫖௒の㣯子ࣈームやᾘ㈝者の೺ᗣ志向の高まりにより，ニࣛのᾘ㈝が上᪼ഴ向にあり，ニࣛは

ὀ┠の野⳯の୍つとなࡗている。これまでに講演者らは，高⢭度な表㠃プࣛࢬモンඹ㬆（HP-SPR）

⿦置を用いてニࣛᢳ出物の抗⫢⮚がࢇຠᯝについてㄪ࡭，ニࣛᢳ出物ががࢇ細⬊をᙅらࡏるຠᯝ

のあることを世⏺でึめて示した。また，ニࣛの試料を୍⯡ᐙᗞ用の෭෾ᗜで保Ꮡした際には，

෭෾期㛫が㛗くなることで，࣓ࢳインとアリイン量がቑຍすることも᫂ら࠿にしている。࣓ࢳイ

ンとアリインという成分はニࣛのⴥ⫗細⬊中にྵまれる⮯いの前㥑体物質で，ໟ୎などで切ࡗた

際に⤌⧊ෆのูな場ᡤにあるアリイࢼーࢮという㓝⣲とそれらが཯応することで⮯い成分に変化

し，あの⊂特の⮯いが生ࡌる࣓カニࢬムになࡗている。෭෾した場合では，細⬊中の水分がịと

なり，その⤖ᬗが大きくなることで細⬊に✰が開き，その㝽㛫࠿ら࣓ࢳインとアリインが⁐出す

ると考えられる。つまり，෭෾期㛫が㛗くなることで“㩭度”にもᙳ㡪があるとゝえる。 

᭱近，ᾘ㈝し切れないニࣛを෭෾ᗜで保Ꮡする方法が料⌮レシࣆ検⣴サイトで⤂௓され，⣙ 150

௳もの᝟報がインターࢿット上にᥖ㍕されている。また，“ニࣛは෭෾できる野⳯で⣙ 1 ࣧ月㛫保

Ꮡ可能”であることも⤂௓されている。し࠿しながら，“におい”や“㩭度”というⅬで本当に⨾

࿡しく㣗࡭ることはできるの࠿㸽という␲ၥが生ࡌた。 

そこで，ニࣛのⴥ⫗細⬊中にྵまれる࣓ࢳインとアリイン量の変化࠿ら，㛫᥋的に㩭度をホ価

できない࠿と考え，Ⰽ々な෭෾保Ꮡ方法での検ドを行ࡗた。また，ニオイセンサーや㰯でのᐁ能

ホ価，ⴥ物野⳯の㩭度をホ価できる㩭度アシストによるホ価などとẚ㍑することで，ண᝿される

෭෾保Ꮡ可能期㛫が୧方法で୍⮴する࠿どう࠿を検ドした。その⤖ᯝ，࣓ࢳインとアリイン量の

変化を見ることで㩭度ホ価できることがわ࠿り，෭෾保Ꮡ可能期㛫をண᝿することができた。 

本ホ価方法は，ࢠࢿᒓの野⳯の㩭度ホ価にも応用でき，௒後は，୍⯡ᕷẸに向けた᭱適な保Ꮡ

方法のᥦ案や専用のໟ⿦ᮦ料の開発など࡬のᒎ開が期待される。 
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【講演番号】P3133【講演日時】9 月 13 日（㔠）13：15 ～ 14：45 

【講演タイトル】෭෾保Ꮡしたニࣛの㩭度ホ価について 
   
【概要】ࣙࢠウࢨやレバニࣛ⅗めなど，中⳹料⌮などで౑われるニࣛには⊂特のにおいがあり，

におい成分として，࣓ࢳインとアリインという成分がྵまれている。ニࣛは㩭度や保Ꮡ状況によ

た水分が細⬊をയつけることで，におい成ࡗても，෾ࡗて，においが変化する。෭෾保Ꮡであࡗ

分が⁐出し，ูの⤌⧊にᏑ在する㓝⣲と཯応して，においが発生する。本研究は，࣓ࢳインとア

リイン量の変化を฼用して෭෾保Ꮡしたニࣛの㩭度ホ価法を開発した。෭෾保Ꮡが可能な期㛫を

ண᝿できること࠿ら，より᭱適なニࣛの保Ꮡ方法のᥦ案など，ᾘ㈝者に近い᝟報のᥦ౪が期待さ

れる。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】ภ㤋高専 

新ᒣ ⪽அ・ࠐΎ野 ᫭அ 

໭ᾏ㐨ภ㤋ᕷᡞ಴⏫ 14-1，電話 0138-59-6462，tseino@hakodate-ct.ac.jp 

 

 ᫖௒の㣯子ࣈームやᾘ㈝者の೺ᗣ志向の高まりにより，ニࣛのᾘ㈝が上᪼ഴ向にあり，ニࣛは

ὀ┠の野⳯の୍つとなࡗている。これまでに講演者らは，高⢭度な表㠃プࣛࢬモンඹ㬆（HP-SPR）

⿦置を用いてニࣛᢳ出物の抗⫢⮚がࢇຠᯝについてㄪ࡭，ニࣛᢳ出物ががࢇ細⬊をᙅらࡏるຠᯝ

のあることを世⏺でึめて示した。また，ニࣛの試料を୍⯡ᐙᗞ用の෭෾ᗜで保Ꮡした際には，

෭෾期㛫が㛗くなることで，࣓ࢳインとアリイン量がቑຍすることも᫂ら࠿にしている。࣓ࢳイ

ンとアリインという成分はニࣛのⴥ⫗細⬊中にྵまれる⮯いの前㥑体物質で，ໟ୎などで切ࡗた

際に⤌⧊ෆのูな場ᡤにあるアリイࢼーࢮという㓝⣲とそれらが཯応することで⮯い成分に変化

し，あの⊂特の⮯いが生ࡌる࣓カニࢬムになࡗている。෭෾した場合では，細⬊中の水分がịと

なり，その⤖ᬗが大きくなることで細⬊に✰が開き，その㝽㛫࠿ら࣓ࢳインとアリインが⁐出す

ると考えられる。つまり，෭෾期㛫が㛗くなることで“㩭度”にもᙳ㡪があるとゝえる。 

᭱近，ᾘ㈝し切れないニࣛを෭෾ᗜで保Ꮡする方法が料⌮レシࣆ検⣴サイトで⤂௓され，⣙ 150

௳もの᝟報がインターࢿット上にᥖ㍕されている。また，“ニࣛは෭෾できる野⳯で⣙ 1 ࣧ月㛫保

Ꮡ可能”であることも⤂௓されている。し࠿しながら，“におい”や“㩭度”というⅬで本当に⨾

࿡しく㣗࡭ることはできるの࠿㸽という␲ၥが生ࡌた。 

そこで，ニࣛのⴥ⫗細⬊中にྵまれる࣓ࢳインとアリイン量の変化࠿ら，㛫᥋的に㩭度をホ価

できない࠿と考え，Ⰽ々な෭෾保Ꮡ方法での検ドを行ࡗた。また，ニオイセンサーや㰯でのᐁ能

ホ価，ⴥ物野⳯の㩭度をホ価できる㩭度アシストによるホ価などとẚ㍑することで，ண᝿される

෭෾保Ꮡ可能期㛫が୧方法で୍⮴する࠿どう࠿を検ドした。その⤖ᯝ，࣓ࢳインとアリイン量の

変化を見ることで㩭度ホ価できることがわ࠿り，෭෾保Ꮡ可能期㛫をண᝿することができた。 

本ホ価方法は，ࢠࢿᒓの野⳯の㩭度ホ価にも応用でき，௒後は，୍⯡ᕷẸに向けた᭱適な保Ꮡ

方法のᥦ案や専用のໟ⿦ᮦ料の開発など࡬のᒎ開が期待される。 

 ー・⎔ቃࢠルࢿ࢚
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【講演番号】P3140【講演日時】9 月 13 日（㔠）13：15 ～ 14：45 

【講演タイトル】࢞スクࣟマトグࣛࣇ−質量分ᯒ計を用いた⾑ᾮ中水⣲の分ᯒ法に関する研究 
   
【概要】水⣲はᕤᴗ的に多ᒱにわたࡗて฼用され，クリーン࢚ࢿルࢠーとしてもὀ┠をᾎࡧて

いるᚲ要୙可ḞなẼ体である。୍方で஦ᨾ原ᅉやṚᅉㄪ査，生体試料の⭉ᩋやᾘ化器疾患のᣦ

標としても用いられる水⣲は，その分ᯒに特Ṧな機器や高価な機器がᚲ要であࡗた。✵Ẽ中に

Ẽ体として୍定量ྵまれるࢿオン（Ne）原子をᣦ標として測定することで，ỗ用されるᅄ重極

型 GC-MS で⾑ᾮ中にわ࠿ࡎにྵまれる水⣲（H2）⃰度を簡便に測定できる可能性があること

が᫂ら࠿になࡗた。௒後，⎔ቃサンプルなど幅広い分野での活用が期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】⚟岡┴㆙⛉ᤚ研 1・஑大院㎰ 2  

۵㎷田 ᫂ 1・㛗ᆏ 㯞⨾ 1・岡ᓮ ⱥᙪ 1・ᑠᕝ ᫴ 1・ⓑ木 ு㍜ 1・合田 ᫂Ọ 1・ᯇ本 光ྐ 1・

ᯇ஭ ฼㑻 2 

⚟岡ᕷ博多区東බᅬ 7-7，電話 092-641-4141，kaken@police.pref.fukuoka.jp 

 

 水⣲は，ᕤᴗ的に▼Ἔ⢭〇，▼Ἔ化Ꮫ，〇㕲，アンモニア〇㐀など多ᒱにわたࡗて฼用され，

化▼⇞料に変わるクリーン࢚ࢿルࢠーとしてὀ┠をᾎࡧている，ᡃ々の生活に୙可Ḟな無機࢞ス

である。⬤化による㔠ᒓᮦ料の◚ᦆや⇿発性の高さなど࠿ら，水⣲の₃ὤ஦ᨾや⇿発஦ᨾがこれ

までに多ᩘ発生しており，これらの஦ᨾ原ᅉやṚᅉㄪ査としても水⣲の分ᯒは極めて重要である。

さらに，水⣲の分ᯒは，生体試料の⭉ᩋやᾘ化器疾患のᣦ標などとしても฼用されている。この

ように多くの㟂要をもつ水⣲の分ᯒにおいては，特Ṧな検出器を⿦╔した࢞スクࣟマトグࣛࣇや

高価な質量分ᯒ⿦置が౑用されるが，これらの⿦置は用途が㝈定的であり，高ࢥストなため，機

器導入にはࣁーࢻルが高い。 

 講演者らは௨前の研究において，ỗ用性が高く，導入しやすいᅄ重極型 GC–MS を用いた⾑ᾮ

中࣊リウムの高感度検出・定量法を確❧した。定量の際には，大Ẽ中に୍定量Ꮡ在するࢿオンྠ

఩体（21Ne）をෆ㒊標‽に設定し，㑅ᢥイオン検出（SIM）モーࢻで計測した。本研究では，この

᪤報を応用し，⾑ᾮ中の水⣲について，ูのࢿオンྠ఩体（22Ne）をෆ㒊標‽に設定した検出・定

量分ᯒ法を検討した。その⤖ᯝ，水⣲につ

いてもᅄ重極型 GC-MS により簡便で高

感度に検出可能であり，22Ne をෆ㒊標‽

として設定することで，定量がᅔ㞴な⾑

ᾮ中水⣲について，より簡便で正確な定

量を行える可能性のあることがわࡗ࠿

た。この方法は，⎔ቃ中水⣲にも応用可能

であり，௒後の幅広い分野での活用が期

待される。 
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図１ 水素標準ガス（100 ppm，空気希釈） 
   の GC–SIM-MSクロマトグラム 
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【講演番号】C3009【講演日時】9 月 13 日（㔠）11：15 ～ 11：30 

【講演タイトル】ICP 質量分ᯒ計を用いた༢୍細⬊中のඖ⣲分ᯒと細⬊ẘ性ホ価࡬の応用 
   
【概要】細⬊ෆではがࢇ化にకいඖ⣲の代謝が変化することが示၀されているが，多細⬊࠿ら成

る⮚器や⾑ᾮを分ゎ・ᆒ質化して分ᯒしてしまうと，異ᖖを持ࡗた細⬊が೺ᖖな細⬊にᇙもれて

しまい，その代謝変化をほ測することができない。本研究では，細⬊༢఩で高感度ඖ⣲分ᯒが可

能なシングルセル ICP 質量分ᯒ計を用いて，ࣄト៏性㦵㧊性ⓑ⾑病由᮶細⬊等を細⬊༢఩でඖ⣲

分ᯒした⤖ᯝを報告する。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】千葉大学大学院 薬学研究院 1 ・ アジレント・テクノロジー・

インターナショナル 2 

〇田中 佑樹 1・飯田 里紗子 1・久保田 哲央 2・山中 理子 2・杉山 尚樹 2・小椋 康光 1 

༓ⴥ┴༓ⴥᕷ中ኸ区஻㰯 1-8-1，電話 043-226-2944，ogra@chiba-u.jp 

 

ࠖ拡ᙇඖ⣲ᬑᏑㄝ（細⬊ᑠᏱᐂㄝ）ࠕ  というゝⴥを⪺いたことがあるだࢁう࠿㸽これは原ཱྀ⣫⅑

博ኈ（ྡྂᒇ大Ꮫྡ㄃ᩍᤵ）がᥦၐした，細⬊㸯ಶの中に࿘期表上の඲てのඖ⣲がᏑ在するとい

う考えである。計測機器によるඖ⣲の検出感度は㣕㌍的に向上しており，実際に細⬊㸯ಶ࠿らඖ

⣲を検出することが可能になࡗている。講演者らはシングルセル ICP 質量分ᯒ計という⿦置を用

いて，細⬊㸯ಶ࠿らのඖ⣲の検出と⃰度定量を行うシステムを構築してきた。ICP 質量分ᯒ計で

は高 のプࣛࢬマを用いて試料中のඖ⣲をイオン化するが，細⬊㸯ಶ࠿ら生ࡌるイオンの量はᑡ

なく，また，それらのイオンはྠࡰ࡯時に検出器に฿達する。ᚑࡗて，検出器でのಙ号ྲྀᚓを

1/10000 ⛊という極めて▷い時㛫㛫㝸で行い，確実に細⬊㸯ಶに由᮶するイオンを区ูして検出す

るシステムがᚲ要になる。これまでに講演者らは，ࣄト៏性㦵㧊性ⓑ⾑病由᮶の K652 細⬊を用

いて，リンや㕲などのඖ⣲を㸯細⬊࠿ら検出することに成ຌしている。 

細⬊のがࢇ化にకいඖ⣲の代謝が変化することが示၀されているが，多細⬊࠿ら成る⮚器や⾑

ᾮを分ゎ・ᆒ質化して分ᯒする୍⯡的な手法では，異ᖖを持ࡗた細⬊のᏑ在が೺ᖖな細⬊にᇙも

れて見ⴠとされる可能性がある。本研究で開発した༢୍細⬊分ᯒは，より㗦ᩄな病Ẽの診断法と

しての応用が期待できる。 
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【講演番号】E3003【講演日時】9 月 13 日（㔠）10：00 ～ 10：15 

【講演タイトル】ᑠゅ X 線⁐ᾮᩓ஘法による⬡質ࣀࢼ⢏子の動的構㐀ゎᯒ法の開発 
   
【概要】がࢇや⚄⤒変性疾患などの㞴἞性の疾病にᑐする᰿本἞療薬として期待されている核

酸医薬ရは，生体適合性が高い⬡質ࣀࢼ⢏子にᑒ入・カプセル化されている。これらはㄪ〇࠿

らᢞ୚における pH ௳変化において，核酸の₃出，⢏子ᚄおよࡧෆ㒊構㐀の変化等が生ࡌるた

め，動的構㐀変化を⌮ゎした上で⢭ᐦにカプセル化をไᚚするᚲ要がある。本研究では，⢏子

のจ㞟㐣程やᔂቯ㐣程，核酸の₃出，࣓ࣀࢼートルオーࢲーのෆ㒊構㐀᝟報などの時㛫変化᝟

報をྲྀᚓ可能とするため，マイクࣟࢹバイスとᑠゅ X 線ᩓ஘を⤌ࡳ合わࡏたࢹバイスを新たに

開発した。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】໭大ᕤ 1・໭大総化 2  

○┿ᰤᇛ 正ᑑ 1・木ᮧ ➗ 2・▼田 ᫭ᙪ 1・谷 博ᩥ 1・Ώ៞次 Ꮫ 1 

໭ᾏ㐨ᮐᖠᕷ໭区໭ 13 ᮲す 8 ୎┠，電話 011-706-6745，m.maeki@eng.hokudai.ac.jp 

 

 siRNA や mRNA などの核酸医薬ရは，がࢇや⚄⤒変性疾患などの㞴἞性の疾病にᑐする᰿本἞

療薬として期待されている。2018 年に世⏺ึの siRNA 医薬ရとして Patisiran がア࣓リカ㣗ရ医薬

ရᒁ，Ḣᕞ医薬ရᗇにᢎ認された。Patisiran は，siRNA を生体適合性が高い⬡質ࣀࢼ⢏子にᑒ入・

カプセル化したࣀࢼ医薬ရであり，࢟ࣕリア⢏子の୺成分に pH 応⟅性カࢳオン性⬡質を用いて

いる。pH 応⟅性カࢳオン性⬡質は，酸性᮲௳下（⢏子ㄪ〇時）では正電Ⲵを示し，㈇電Ⲵの核酸

との㟼電的┦஫స用によࡗて，⢏子࡬の核酸のᑒ入ຠ⋡を高めている。୍方で，中性᮲௳下（ᢞ

୚時）では電Ⲵがᾘኻするため，⾑中でのタンパク質の྾╔をᢚไすることができる。し࠿し，

酸性᮲௳࠿ら中性᮲௳࡬の処⌮㐣程で，⢏子ᚄのቑ大や核酸の₃出，ෆ㒊構㐀の変化などが生ࡌ

るため，⬡質ࣀࢼ⢏子の動的構㐀変化を⌮ゎした上で⢭ᐦに⬡質ࣀࢼ⢏子のᙧ成㐣程をไᚚする

ᚲ要がある。⬡質ࣀࢼ⢏子の物性は，動的光ᩓ஘法，NMR，クࣛイオ TEM などによࡗて測定さ

れるが，⁐ᾮ中の⬡質ࣀࢼ⢏子の動的構

㐀変化の測定はᅔ㞴である。本研究で

は，マイクࣟࢹバイスとᑠゅ X 線ᩓ஘に

よる⬡質ࣀࢼ⢏子の動的構㐀ゎᯒ法の

開発を行ࡗた。本ࢹバイスは，X 線の↷

ᑕ఩置を連⥆的に変えながら測定する

ことで，⢏子のจ㞟㐣程やᔂቯ㐣程，核

酸の₃出，࣓ࣀࢼートルオーࢲーのෆ㒊

構㐀᝟報などの時㛫変化᝟報をྲྀᚓす

ることができ，次世代の核酸ࣀࢼ医薬ရ

開発に有用であると考えられる。 

 

マイクロデバイスを用いた 

脂質ナノ粒子の動的構造解析法 
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【講演番号】C3009【講演日時】9 月 13 日（㔠）11：15 ～ 11：30 

【講演タイトル】ICP 質量分ᯒ計を用いた༢୍細⬊中のඖ⣲分ᯒと細⬊ẘ性ホ価࡬の応用 
   
【概要】細⬊ෆではがࢇ化にకいඖ⣲の代謝が変化することが示၀されているが，多細⬊࠿ら成

る⮚器や⾑ᾮを分ゎ・ᆒ質化して分ᯒしてしまうと，異ᖖを持ࡗた細⬊が೺ᖖな細⬊にᇙもれて

しまい，その代謝変化をほ測することができない。本研究では，細⬊༢఩で高感度ඖ⣲分ᯒが可

能なシングルセル ICP 質量分ᯒ計を用いて，ࣄト៏性㦵㧊性ⓑ⾑病由᮶細⬊等を細⬊༢఩でඖ⣲

分ᯒした⤖ᯝを報告する。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】千葉大学大学院 薬学研究院 1 ・ アジレント・テクノロジー・

インターナショナル 2 

〇田中 佑樹 1・飯田 里紗子 1・久保田 哲央 2・山中 理子 2・杉山 尚樹 2・小椋 康光 1 

༓ⴥ┴༓ⴥᕷ中ኸ区஻㰯 1-8-1，電話 043-226-2944，ogra@chiba-u.jp 

 

ࠖ拡ᙇඖ⣲ᬑᏑㄝ（細⬊ᑠᏱᐂㄝ）ࠕ  というゝⴥを⪺いたことがあるだࢁう࠿㸽これは原ཱྀ⣫⅑

博ኈ（ྡྂᒇ大Ꮫྡ㄃ᩍᤵ）がᥦၐした，細⬊㸯ಶの中に࿘期表上の඲てのඖ⣲がᏑ在するとい

う考えである。計測機器によるඖ⣲の検出感度は㣕㌍的に向上しており，実際に細⬊㸯ಶ࠿らඖ

⣲を検出することが可能になࡗている。講演者らはシングルセル ICP 質量分ᯒ計という⿦置を用

いて，細⬊㸯ಶ࠿らのඖ⣲の検出と⃰度定量を行うシステムを構築してきた。ICP 質量分ᯒ計で

は高 のプࣛࢬマを用いて試料中のඖ⣲をイオン化するが，細⬊㸯ಶ࠿ら生ࡌるイオンの量はᑡ

なく，また，それらのイオンはྠࡰ࡯時に検出器に฿達する。ᚑࡗて，検出器でのಙ号ྲྀᚓを

1/10000 ⛊という極めて▷い時㛫㛫㝸で行い，確実に細⬊㸯ಶに由᮶するイオンを区ูして検出す

るシステムがᚲ要になる。これまでに講演者らは，ࣄト៏性㦵㧊性ⓑ⾑病由᮶の K652 細⬊を用

いて，リンや㕲などのඖ⣲を㸯細⬊࠿ら検出することに成ຌしている。 

細⬊のがࢇ化にకいඖ⣲の代謝が変化することが示၀されているが，多細⬊࠿ら成る⮚器や⾑

ᾮを分ゎ・ᆒ質化して分ᯒする୍⯡的な手法では，異ᖖを持ࡗた細⬊のᏑ在が೺ᖖな細⬊にᇙも

れて見ⴠとされる可能性がある。本研究で開発した༢୍細⬊分ᯒは，より㗦ᩄな病Ẽの診断法と

しての応用が期待できる。 

 

─17─
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ከᵝな㓝⣲ᶵ⬟䜢䜒䛴䝨䝥䝏䝗᰾㓟ㄏᑟయ䛾ྜ⌮ⓗタィ䛻ᡂຌ 

【講演番号】Y2053【講演日時】9 月 12 日（木）10：00 ～ 11：30 

【講演タイトル】࣌プࢻࢳ核酸とタンパク質㓝⣲の࣡ン࣏ット合成化合物-PNAzyme の研究と核

酸分ᯒ࡬の応用 
   
【概要】核酸と࣌プࢻࢳの㘽構㐀が୍体となࡗたேᕤ分子は，核酸による分子認識と㓝⣲ゐ፹స

用を௵ពに⤌ࡳ合わࡏることが可能な分子基体となる。講演者らは核酸成分として࣌プࢻࢳ㦵᱁

をもつ核酸㢮ఝ分子（核酸アࣟࢼグ）である PNA を，࣌プࢻࢳ成分には㓝⣲機能を有する㓄ิを

用いて PNA–機能性࣌プࢻࢳ分子を合成し，これを PNAzyme とྡ௜けた。࣌ プࢻࢳ成分として࣌

ルオ࢟シࢲーࢮ活性をもつ࣌プࢻࢳを用いることにより，標的核酸を認識して電Ẽ化Ꮫ的にこれ

を検出するためのプࣟーࣈとすることができた。また，ྠࡌく࣌プࢻࢳ成分としてࢾクレアーࢮ

活性をもつ࣌プࢻࢳを用いることで，特定の஧本㙐 DNA にᑐするேᕤࢾクレアーࢮを๰ること

に成ຌした。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】஑大院ᕤ  

○℩ᓮ భ௓・中野 ᖾ஧，▼ᯇ ு୍ 

⚟岡┴⚟岡ᕷす区ඖ岡 744，電話 092ͼ802ͼ2890，nakano@cstf.kyushu-u.ac.jp 

 

分子機Ეとよばれるࠕリ࣎ࢯームࠖは，DNA の遺伝᝟報をタンパク質に変᥮する重要なステッ

プを担ࡗており，その重要性࠿ら 2009 年ࣀーベル化Ꮫ㈹のᑐ㇟となࡗている。リ࣎ࢯームの特ᚩ

は，」ᩘのタンパク質が mRNA と」合体をᙧ成していることである。このようなࠕタンパク質㸩

୍本㙐核酸ࠖの構㐀・機能モࢳーࣇは，遺伝子改変技術 CRISPR/Cas9 にもࡳられ，近年のࣀࢤム

⦅㞟においてຠ⋡の良いࢶールとなࡗているのは࿘▱の஦実である。 

 講演者らは，このようなタンパク質㸩୍本㙐核酸のモࢳーࣇに╔┠して研究を行ࡗており，特

にこのような」合体をேᕤ的にస〇するために，核酸ࣘニ

ットを࣌プࢻࢳ核酸とし，タンパク質ࣘニットと୍⥴にࠕ㘠

が特ᚩであࢳとつでࠖ࣡ン࣏ットᅛ┦合成するアプࣟーࡦ

る。࣌プࢻࢳ核酸は代表的なேᕤ核酸であり，核酸よりも

ᙉい⤖合能がある。そのため，ࣀࢤム DNA（஧重㙐）を認

識して⤖合し（୕重㙐をᙧ成），分子ෆの࣌プࣘࢻࢳニット

は，ࠕその場㓝⣲཯応ࠖで機能を発現することが期待できる。

講演者らは，このような㓝⣲機能を備えた新たな࣌プࢻࢳ核酸を

Peptide Nucleic Acid̺Enzyme, PNAzymeࠖと命ྡした。現在のとこࠕ

DNA，ࢁ センサーなどの核酸分ᯒを中ᚰに研究しているが，ᑗ᮶的

には，核酸医薬ရや๰薬プࣛット࢛ࣇーム，あるいはࣀࢤム⦅㞟ࢶ

ールとしてもᙺ❧つことを期待している。 

ᅗ䠍 䝨䝹オ䜻䝅䝍ー䝊PNAzyme䛾ྜᡂ 

ᅗ䠎 䝚䜽䝺䜰ー䝊 PNA䡖䡕me 䛸
DNA ஧㔜䜙䛫䜣䛾┦஫స⏝ 

PNA 㙐 
PNA 㙐 

ヌクレアーゼユニ

ット 

䝍ー䝀䝑䝖
DNA 
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ேᕤ⣽⬊୍䛴䛪䛴䛾ᇵ㣴・᧯స䜢⮬ື໬䛩䜛ᇶ♏ᢏ⾡㛤Ⓨ䛻ᡂຌ 

【講演番号】E3005【講演日時】9 月 13 日（㔠）10：30 ～ 10：45 

【講演タイトル】࢕ࣇーࢻバックไᚚ⎔ቃ下での細⬊サイࢬのリ࣏ࢯームの⮬動ほ測 
   
【概要】生命のㅦをゎき，生命を๰㐀するክに向ࡗ࠿て，いま細⬊やࣀࢤムをேᕤ的にసる研究

が活発になࡗている。ேᕤリ࣏ࢯーム（ある種の⏺㠃活性分子が⮬ᕫ㞟合して⌫状の⭷をᙧ成し

たもの）でෆእを௙切ࡗて㛢ࡌた✵㛫をసることでேᕤ細⬊がస〇されるが，このような細⬊は

ᖖにእ㒊との㛫で物質をやりとりしている。講演者らは，このேᕤ細⬊（細⬊サイࢬのリ࣏ࢯー

ム）を，ὶ㊰を㓄したู々のᑠ㒊ᒇに㸯つࡎつ入れたேᕤ細⬊アレイをస〇した。細⬊እの⎔ቃ

を変えながら細⬊をᇵ㣴し，ேᕤ細⬊をಶูにྠ時ほᐹすることができる。ேᕤ細⬊の状ែ変化

を㢧微㙾でほᐹし，リアルタイムでእ㒊⎔ቃの᧯సを連動さࡏ，┠的の細⬊᧯సを⮬動的にࣁイ

スループットで行うことに成ຌした。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】東大院総合ᩥ化 1・東大生研 2・KISTEC3・東大院᝟⌮ 4  

○ᮡᒣ 博⣖ 1・大ᓮ ᑑஂ 2, 3・➉ෆ ᫀ἞ 2, 4・㇏田 ኴ㑻 1 

東京都┠㯮区㥖場 3-8-1，電話 03-5465-7634，cttoyota@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp 

 

20 ಶを㉸えるேᕤ細⬊を୍つの㢧微㙾で㛗時㛫にわたࡗてྠ時にほ測し，そのほ測⤖ᯝを基に

インタࣛクテࣈ࢕にேᕤ細⬊の⎔ቃをไᚚできる，⮬動の計測⿦置ࠕMANSIONsࠖを開発した。 

細⬊の生体分子を⤌ࡳ上ࡆて๰るேᕤ細⬊は，生命㉳※の᥈究や，細⬊サイࢬの生命現㇟の᰿

本原⌮のゎ᫂に⧅がるものとして，近年世⏺的なὀ┠を㞟めている。また᭱近では，๰薬࡬の応

用など，幅広く研究が発ᒎしている。し࠿し，ேᕤ細⬊を୍つࡎつࠕᇵ㣴ࠖしながらほᐹするシ

ステムがこれまでなࡗ࠿たため，ある่⃭のもとでࠕᇵ㣴ࠖされたேᕤ細⬊が時㛫とともに変化

していくᵝ子を，定量的にゎᯒすることがᅔ㞴だࡗた。 

MANSIONs 開発にあたࡗては，ேᕤ細⬊をὶし㎸ࢇで㢧微㙾の୍ど野ෆにアレイ化する⊂⮬の

分ᯒࢳップを๰出した。これにより，特定のேᕤ細⬊をほᐹし⥆けながらእ⁐ᾮを஺᥮でき，ே

ᕤ細⬊に化Ꮫ่⃭を多ẁ㝵にຍえながらࠕᇵ㣴ࠖすることが可能になࡗた。また，㢧微㙾⏬ീྲྀ

ᚓ・ゎᯒとእ⎔ቃไᚚを連動さࡏ，特定の状ែのேᕤ細⬊がほᐹされたときのࡳ次の᧯సに⛣行

するというインタࣛクテࣈ࢕な計測を可能にした。MANSIONs を౑うことで，これまでᩘ日㛫の

⫋ே的సᴗがᚲ要であࡗたேᕤ細⬊の⭷（リ࣏ࢯーム）の変ᙧㄏ導実㦂の᭱適化を，無ேで༙日

程度で⤊えることができた。MANSIONs による⮬動化は，実㦂のスループットや⮬由度を向上さ

 。るだけでなく，᭱近ὀ┠されているバイオ実㦂の෌現性のၥ㢟をゎỴする上でも有用であるࡏ
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ከᵝな㓝⣲ᶵ⬟䜢䜒䛴䝨䝥䝏䝗᰾㓟ㄏᑟయ䛾ྜ⌮ⓗタィ䛻ᡂຌ 

【講演番号】Y2053【講演日時】9 月 12 日（木）10：00 ～ 11：30 

【講演タイトル】࣌プࢻࢳ核酸とタンパク質㓝⣲の࣡ン࣏ット合成化合物-PNAzyme の研究と核

酸分ᯒ࡬の応用 
   
【概要】核酸と࣌プࢻࢳの㘽構㐀が୍体となࡗたேᕤ分子は，核酸による分子認識と㓝⣲ゐ፹స

用を௵ពに⤌ࡳ合わࡏることが可能な分子基体となる。講演者らは核酸成分として࣌プࢻࢳ㦵᱁

をもつ核酸㢮ఝ分子（核酸アࣟࢼグ）である PNA を，࣌プࢻࢳ成分には㓝⣲機能を有する㓄ิを

用いて PNA–機能性࣌プࢻࢳ分子を合成し，これを PNAzyme とྡ௜けた。࣌ プࢻࢳ成分として࣌

ルオ࢟シࢲーࢮ活性をもつ࣌プࢻࢳを用いることにより，標的核酸を認識して電Ẽ化Ꮫ的にこれ

を検出するためのプࣟーࣈとすることができた。また，ྠࡌく࣌プࢻࢳ成分としてࢾクレアーࢮ

活性をもつ࣌プࢻࢳを用いることで，特定の஧本㙐 DNA にᑐするேᕤࢾクレアーࢮを๰ること

に成ຌした。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】஑大院ᕤ  

○℩ᓮ భ௓・中野 ᖾ஧，▼ᯇ ு୍ 

⚟岡┴⚟岡ᕷす区ඖ岡 744，電話 092ͼ802ͼ2890，nakano@cstf.kyushu-u.ac.jp 

 

分子機Ეとよばれるࠕリ࣎ࢯームࠖは，DNA の遺伝᝟報をタンパク質に変᥮する重要なステッ

プを担ࡗており，その重要性࠿ら 2009 年ࣀーベル化Ꮫ㈹のᑐ㇟となࡗている。リ࣎ࢯームの特ᚩ

は，」ᩘのタンパク質が mRNA と」合体をᙧ成していることである。このようなࠕタンパク質㸩

୍本㙐核酸ࠖの構㐀・機能モࢳーࣇは，遺伝子改変技術 CRISPR/Cas9 にもࡳられ，近年のࣀࢤム

⦅㞟においてຠ⋡の良いࢶールとなࡗているのは࿘▱の஦実である。 

 講演者らは，このようなタンパク質㸩୍本㙐核酸のモࢳーࣇに╔┠して研究を行ࡗており，特

にこのような」合体をேᕤ的にస〇するために，核酸ࣘニ

ットを࣌プࢻࢳ核酸とし，タンパク質ࣘニットと୍⥴にࠕ㘠

が特ᚩであࢳとつでࠖ࣡ン࣏ットᅛ┦合成するアプࣟーࡦ

る。࣌プࢻࢳ核酸は代表的なேᕤ核酸であり，核酸よりも

ᙉい⤖合能がある。そのため，ࣀࢤム DNA（஧重㙐）を認

識して⤖合し（୕重㙐をᙧ成），分子ෆの࣌プࣘࢻࢳニット

は，ࠕその場㓝⣲཯応ࠖで機能を発現することが期待できる。

講演者らは，このような㓝⣲機能を備えた新たな࣌プࢻࢳ核酸を

Peptide Nucleic Acid̺Enzyme, PNAzymeࠖと命ྡした。現在のとこࠕ

DNA，ࢁ センサーなどの核酸分ᯒを中ᚰに研究しているが，ᑗ᮶的

には，核酸医薬ရや๰薬プࣛット࢛ࣇーム，あるいはࣀࢤム⦅㞟ࢶ

ールとしてもᙺ❧つことを期待している。 

ᅗ䠍 䝨䝹オ䜻䝅䝍ー䝊PNAzyme䛾ྜᡂ 

ᅗ䠎 䝚䜽䝺䜰ー䝊 PNA䡖䡕me 䛸
DNA ஧㔜䜙䛫䜣䛾┦஫స⏝ 

PNA 㙐 
PNA 㙐 

ヌクレアーゼユニ

ット 

䝍ー䝀䝑䝖
DNA 
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䛜䜣⣽⬊䜢䜏䛴䛡䛶┠༳䜢䛴䛡䜛䛯䜑䛾ᇶ♏ᢏ⾡䜢㛤Ⓨ 

【講演番号】H3008【講演日時】9 月 13 日（㔠）11：00 ～ 11：15 

【講演タイトル】持⥆的な細⬊の蛍光染Ⰽを可能とする㓝⣲応⟅性基質の開発 
   
【概要】特定の細⬊の表㠃を認識して，すなわち細⬊をそのಶ性に౫Ꮡして蛍光Ⰽ⣲によりࣛベ

ル化することに成ຌした。がࢇ細⬊は表㠃にᥦ示されているタンパク質の種㢮や量に特ᚩがある

ので，これを標的にすると特定のࡡらࡗた細⬊のࡳを細⬊ࡈとに特異的に┠༳をつけることがで

きるようになる。ここでは，抗体を用いてእ表㠃にᥦ示されている特定の⭷タンパク質を認識す

る。この抗体には㓝⣲が連⤖されており，その㓝⣲཯応を⧞り㏉すことにより蛍光分子をゐ፹的

に␯水化する。␯水化した蛍光分子は細⬊⭷を㏱㐣し細⬊ෆにྲྀり㎸まれるため，ࡡらࡗた細⬊

だけを㠀ᖖに高感度に検出することが可能になࡗた。⤌ࡳ合わࡏを変えることによࡗて多ᵝな抗

体㸫㓝⣲」合体を合成することが可能であり，また，」ᩘの」合体をྠ時に用いることで」ᩘの

タンパク質を標的とすることができる。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】஑大院ᕤ 1・஑大院システム生命 2  

○ᕝᮧ ┿ᮒ⨾ 2・ྜྷ田 良♸ 2・ᓊᮧ 㢧広 1・᳃ ೺ 1・片ᒣ 佳ᶞ 1 

⚟岡ᕷす区ඖ岡 744 番ᆅ，電話 090-802-2850，ykatatcm@mail.cstm.kyushu-u.ac.jp 

 

 がࢇにはそれࡒれ特ᚩがあり，その特ᚩにより有ຠなไがࢇ๣が異なる。ᚑࡗてがࢇ細⬊の特

ᚩを▱ることは，医師と患者が἞療方㔪をỴめる際にᚲ㡲である。この際，がࢇ細⬊の⭷タンパ

ク質の種㢮や量によࡗて，がࢇの種㢮や㐍行度を᥎測することができる。講演者らが考案した新

つ手法は，患者࠿ら᥇ྲྀした細⬊に蛍光試薬をᢞ୚することで，がࢇのタイプをㄪ࡭るものであ

る。簡便࠿つᑡ量のサンプルで検査が可能であるため，患者࡬の㈇担がᑡなく，適切な἞療をよ

り多くの患者にᑐして㑅ᢥできると考えられる。 

本手法では，㓝⣲をಟ㣭した抗体と蛍光試薬を用

いる。抗体は特定の⭷タンパク質に⤖合し，ಟ㣭さ

れた㓝⣲が蛍光試薬にస用し，水⁐性࠿ら細⬊に⤖

合するように変化さࡏる。これにより，検出ᑐ㇟の

⭷タンパク質をもつ細⬊のࡳを染Ⰽできる。また，

細⬊表㠃だけではなく細⬊ෆ㒊まで蛍光物質が導入

されるので，より高感度に検出が可能である。 

これまで講演者らが開発した試薬では染Ⰽ後の⬺

㞳が生ࡌ，染Ⰽ細⬊とᮍ染Ⰽ細⬊を᫂░に区ูでき

ないことがㄢ㢟であࡗた。これは，診断の⢭ᐦ性に大きくᙳ㡪を୚える要⣲である。そのため新

たな蛍光試薬として，௒ᅇ，より細⬊࡬の⤖合ຊを高めた構㐀を考案している。このྲྀり⤌ࡳに

よࡗてᑐ㇟࡬の㑅ᢥ性がより向上すれば，」ᩘ種の⭷タンパク質のྠ時検出やがࢥࢇンパニオン

診断など，幅広に本法を応用できると考えている。 
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䛜䜣⣽⬊䜢䜏䛴䛡䛶┠༳䜢䛴䛡䜛䛯䜑䛾ᇶ♏ᢏ⾡䜢㛤Ⓨ 

【講演番号】H3008【講演日時】9 月 13 日（㔠）11：00 ～ 11：15 

【講演タイトル】持⥆的な細⬊の蛍光染Ⰽを可能とする㓝⣲応⟅性基質の開発 
   
【概要】特定の細⬊の表㠃を認識して，すなわち細⬊をそのಶ性に౫Ꮡして蛍光Ⰽ⣲によりࣛベ

ル化することに成ຌした。がࢇ細⬊は表㠃にᥦ示されているタンパク質の種㢮や量に特ᚩがある

ので，これを標的にすると特定のࡡらࡗた細⬊のࡳを細⬊ࡈとに特異的に┠༳をつけることがで

きるようになる。ここでは，抗体を用いてእ表㠃にᥦ示されている特定の⭷タンパク質を認識す

る。この抗体には㓝⣲が連⤖されており，その㓝⣲཯応を⧞り㏉すことにより蛍光分子をゐ፹的

に␯水化する。␯水化した蛍光分子は細⬊⭷を㏱㐣し細⬊ෆにྲྀり㎸まれるため，ࡡらࡗた細⬊

だけを㠀ᖖに高感度に検出することが可能になࡗた。⤌ࡳ合わࡏを変えることによࡗて多ᵝな抗

体㸫㓝⣲」合体を合成することが可能であり，また，」ᩘの」合体をྠ時に用いることで」ᩘの

タンパク質を標的とすることができる。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】஑大院ᕤ 1・஑大院システム生命 2  

○ᕝᮧ ┿ᮒ⨾ 2・ྜྷ田 良♸ 2・ᓊᮧ 㢧広 1・᳃ ೺ 1・片ᒣ 佳ᶞ 1 

⚟岡ᕷす区ඖ岡 744 番ᆅ，電話 090-802-2850，ykatatcm@mail.cstm.kyushu-u.ac.jp 

 

 がࢇにはそれࡒれ特ᚩがあり，その特ᚩにより有ຠなไがࢇ๣が異なる。ᚑࡗてがࢇ細⬊の特

ᚩを▱ることは，医師と患者が἞療方㔪をỴめる際にᚲ㡲である。この際，がࢇ細⬊の⭷タンパ

ク質の種㢮や量によࡗて，がࢇの種㢮や㐍行度を᥎測することができる。講演者らが考案した新

つ手法は，患者࠿ら᥇ྲྀした細⬊に蛍光試薬をᢞ୚することで，がࢇのタイプをㄪ࡭るものであ

る。簡便࠿つᑡ量のサンプルで検査が可能であるため，患者࡬の㈇担がᑡなく，適切な἞療をよ

り多くの患者にᑐして㑅ᢥできると考えられる。 

本手法では，㓝⣲をಟ㣭した抗体と蛍光試薬を用

いる。抗体は特定の⭷タンパク質に⤖合し，ಟ㣭さ

れた㓝⣲が蛍光試薬にస用し，水⁐性࠿ら細⬊に⤖

合するように変化さࡏる。これにより，検出ᑐ㇟の

⭷タンパク質をもつ細⬊のࡳを染Ⰽできる。また，

細⬊表㠃だけではなく細⬊ෆ㒊まで蛍光物質が導入

されるので，より高感度に検出が可能である。 

これまで講演者らが開発した試薬では染Ⰽ後の⬺

㞳が生ࡌ，染Ⰽ細⬊とᮍ染Ⰽ細⬊を᫂░に区ูでき

ないことがㄢ㢟であࡗた。これは，診断の⢭ᐦ性に大きくᙳ㡪を୚える要⣲である。そのため新

たな蛍光試薬として，௒ᅇ，より細⬊࡬の⤖合ຊを高めた構㐀を考案している。このྲྀり⤌ࡳに

よࡗてᑐ㇟࡬の㑅ᢥ性がより向上すれば，」ᩘ種の⭷タンパク質のྠ時検出やがࢥࢇンパニオン

診断など，幅広に本法を応用できると考えている。 
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簡便な疾患・バイオマーカー検出法 

【講演番号】D1110【講演日時】9 月 11 日（水）16：15 ～ 16：30 

【講演タイトル】高感度バイオマーカー簡便検出系の開発 
   
【概要】医療現場では，疾患の兆候等を示す“疾患・バイオマーカー（たとえば，細菌やウイル

スの遺伝子や疾患に関わる変異）”をより安価，迅速，簡便に計測する技術開発が求められてきた。

本研究において，極微量の試料を検出試薬と混ぜ，37 ℃で 30 分程度放置するだけで，疾患・バ

イオマーカーがあれば蛍光を発するという新しい検出系が開発された。この蛍光の有無により疾

患の状況が把握でき，疾病の重篤化を防ぎ，手術前後の病状を正確にモニタリングすることが可

能になると期待されている。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】日大院総合基 1 ・ 東医大 2 

○桑原 正靖 1・藤田 博仁 1・片岡 由佳 1・柏木 保代 2・河島 尚志 2 

東京都世田谷区桜上水 3-25-40，電話 03-5317-9398，mkuwa@chs.nihon-u.ac.jp 

 

近年，疾患の兆候等を示す物質，即ち，疾患・バイオマーカーが次々に見出されている。それ

らをタイムリーに検査することで，適切な処置を行うことができるようになり，疾病の重篤化や

感染拡大を防いだり，術前・術後の病状を正確にモニタリングしたりすることが可能になると期

待されている。そのため，疾患・バイオマーカーをより安価に迅速に簡便に計測する技術の開発

が求められている。現在，臨床応用に向けた動きが活発化しつつあるが，検査センターや大病院

等の大型機器や設備，専門技師の技能等を要する。 

講演者らは，測定サンプルと検出試薬を混ぜて 37 ℃下で暫く放置しておくだけで，疾患・バ

イオマーカー等の標的があれば蛍光を発するという SATIC（Signal Amplification by Ternary 

Initiation Complexes）法を考案した。この方法は，細菌やウイルスの遺伝子の検出や疾患に関わる

変異の検出が可能である（下図）。さらに，この検出系に核酸アプタマーという抗体のような標的

認識分子を導入することで，タンパク質や代謝物など核酸分子でないバイオマーカーも検出する

ことができる。このため，術中迅速診断や在宅

検査など診断医療分野において幅広い用途が

期待される。 

これまでに種々の簡易バイオマーカー検出

法が考案され報告されてきたが，実際に，検出

系の堅牢性や特異性等を維持しつつ，実用レベ

ルの検出感度を達成するものは多くない。講演

者らは，SATIC 法の改良を検討し，極微量サン

プル（アットモルレベル）を特異的に検出する

システムの構築を達成した。 
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䜟䛪䛛なヨᩱ㔞䛷⅖⑕䛻≉␗ⓗな䝍䞁䝟䜽㉁䜢 ᐃ䛩䜛 

【講演番号】E3001【講演日時】9 月 13 日（㔠）09：15 ～ 09：30 

【講演タイトル】༢୍分子レベルの㉸微量タンパク分ᯒのための拡ᙇࣀࢼὶ体 ELISA バイスのࢹ

開発 
   
【概要】୍見ᆒ質に見える細⬊㞟ᅋであࡗても，㸯つ㸯つの細⬊をࡳればその性質はバࣛバࣛで

あることが近年の研究で᫂ら࠿となࡗている。わ࠿ࡎな量の試料にྵまれる C ཯応性タンパク質

にᑐして特異的に཯応する⿦置を，マイクࣟࢳップ上のཌさ 1/10,000 mm の✵㛫上にస成した。

タンパク質分子 10 ಶあれば検出することができる本手法を௒後発ᒎさࡏることにより，たࡗた㸯

ಶの細⬊さえあれば，ྵまれる㉸微量のタンパク質を分ᯒできるようになることも期待できる。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】東大院ᕤ 1  

○ኴ田 ㄹ୍ 1・㤿Ώ ࿴┿ 1・᳃ ⤮⨾ 1・໭᳃ Ṋᙪ 1 

東京都ᩥ京区本㒓 7-3-1，電話 03-5841-7232，ohta@icl.t.u-tokyo.ac.jp 

  

 ᆒ質に見える細⬊㞟ᅋであࡗても，㸯つ㸯つの細⬊の性質が୙ᆒ୍であることが近年の研究で

᫂ら࠿となり，༢୍細⬊分ᯒがὀ┠を㞟めるようになࡗてきている。細⬊㸯ಶにྵまれるタンパ

ク質は極めて微量であり，中には 1 細⬊あたり 1～10 分子し࠿Ꮡ在しないようなタンパク質もあ

る。このため，༢୍分子レベルの微量なタンパク質を定量できる分ᯒ法が求められている。し࠿

し，蛍光タンパクなどの特Ṧな性質を持つタンパク質を㝖き，࡯とࢇどのタンパク質では༢୍分

子レベルの定量はᮍ実現である。 

୍方，マイクࣟὶ体ࢹバイスᕤᏛの分野では，1 ᯛのマイクࣟࢳップに微ᑠな✵㛫を構築し，

それをᵝ々な分ᯒ法の཯応ᐜ器として用いることで試料の微量化・高感度化を実現してきた。特

に，当グループでは図に示すように，100 nm スࢣールの✵㛫（ࣀࢼ✵㛫）を構築し，㑅ᢥ性の高

いタンパク質分ᯒ法である㓝⣲ච␿測定法（ELISA）の཯応ᐜ器とするࢹバイスを開発した。本

発表では，┠的タンパク質分子をࣟスࡎࡏ検出できるよう検ドした。その⤖ᯝ，わ࠿ࡎ 101 分子

の C ཯応性タンパク（体ෆで⅖⑕཯応や⤌⧊の◚ቯが㉳きているときに⾑中に現れるタンパク質）

の定量分ᯒに成ຌした。本手法は༢୍細⬊タンパク分ᯒにおいて有用な分ᯒ法になることが期待

される。 

 

 

 

 

 

 

 

図：ࣀࢼ✵㛫࡬の㓝⣲ච␿測定法（ELISA）の㞟✚化 
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䜟䛪䛛なヨᩱ㔞䛷⅖⑕䛻≉␗ⓗな䝍䞁䝟䜽㉁䜢 ᐃ䛩䜛 

【講演番号】E3001【講演日時】9 月 13 日（㔠）09：15 ～ 09：30 

【講演タイトル】༢୍分子レベルの㉸微量タンパク分ᯒのための拡ᙇࣀࢼὶ体 ELISA バイスのࢹ

開発 
   
【概要】୍見ᆒ質に見える細⬊㞟ᅋであࡗても，㸯つ㸯つの細⬊をࡳればその性質はバࣛバࣛで

あることが近年の研究で᫂ら࠿となࡗている。わ࠿ࡎな量の試料にྵまれる C ཯応性タンパク質

にᑐして特異的に཯応する⿦置を，マイクࣟࢳップ上のཌさ 1/10,000 mm の✵㛫上にస成した。

タンパク質分子 10 ಶあれば検出することができる本手法を௒後発ᒎさࡏることにより，たࡗた㸯

ಶの細⬊さえあれば，ྵまれる㉸微量のタンパク質を分ᯒできるようになることも期待できる。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】東大院ᕤ 1  

○ኴ田 ㄹ୍ 1・㤿Ώ ࿴┿ 1・᳃ ⤮⨾ 1・໭᳃ Ṋᙪ 1 

東京都ᩥ京区本㒓 7-3-1，電話 03-5841-7232，ohta@icl.t.u-tokyo.ac.jp 

  

 ᆒ質に見える細⬊㞟ᅋであࡗても，㸯つ㸯つの細⬊の性質が୙ᆒ୍であることが近年の研究で

᫂ら࠿となり，༢୍細⬊分ᯒがὀ┠を㞟めるようになࡗてきている。細⬊㸯ಶにྵまれるタンパ

ク質は極めて微量であり，中には 1 細⬊あたり 1～10 分子し࠿Ꮡ在しないようなタンパク質もあ

る。このため，༢୍分子レベルの微量なタンパク質を定量できる分ᯒ法が求められている。し࠿

し，蛍光タンパクなどの特Ṧな性質を持つタンパク質を㝖き，࡯とࢇどのタンパク質では༢୍分

子レベルの定量はᮍ実現である。 

୍方，マイクࣟὶ体ࢹバイスᕤᏛの分野では，1 ᯛのマイクࣟࢳップに微ᑠな✵㛫を構築し，

それをᵝ々な分ᯒ法の཯応ᐜ器として用いることで試料の微量化・高感度化を実現してきた。特

に，当グループでは図に示すように，100 nm スࢣールの✵㛫（ࣀࢼ✵㛫）を構築し，㑅ᢥ性の高

いタンパク質分ᯒ法である㓝⣲ච␿測定法（ELISA）の཯応ᐜ器とするࢹバイスを開発した。本

発表では，┠的タンパク質分子をࣟスࡎࡏ検出できるよう検ドした。その⤖ᯝ，わ࠿ࡎ 101 分子

の C ཯応性タンパク（体ෆで⅖⑕཯応や⤌⧊の◚ቯが㉳きているときに⾑中に現れるタンパク質）

の定量分ᯒに成ຌした。本手法は༢୍細⬊タンパク分ᯒにおいて有用な分ᯒ法になることが期待

される。 

 

 

 

 

 

 

 

図：ࣀࢼ✵㛫࡬の㓝⣲ච␿測定法（ELISA）の㞟✚化 
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㐍໬ศᏊᕤᏛ䛻䜘䜛⑓ཎయ䛾簡᫆な検出法䛾ᨵⰋ 

【講演番号】D3107【講演日時】9 月 13 日（㔠）15：30 ～ 15：45 

【講演タイトル】化Ꮫ拡ᙇ型㐍化分子ᕤᏛ的手法によるインࣇル࢚ンࢨウイルスの電Ẽ化Ꮫ的 

検出 
   
【概要】インࣇル࢚ンࢨウイルスなどのྛ種病原体の簡易な検出・定量法を，㐍化分子ᕤᏛの手

法により改良した。ᩘ༓୓種の多ᵝな࣌プࢻࢳ分子の㞟合体࠿ら，標的ウイルスに⤖合する࣌プ

分子にࢻࢳ分子を㑅ูした。㑅ูされたྛ࣌プࢻࢳ EDOT を⤖合さࡏた EDOT ಟ㣭࣌プࢻࢳは，

電ᅽを༳ຍすると重合して電極表㠃に✚ᒙする。୍方，ウイルスᏑ在下では࣌プࢻࢳ分子がウイ

ルス࡬⤖合するため，重合による電極表㠃࡬の✚ᒙが㜼ᐖされた。この変化を電ὶ測定によࡗて

検出することで，ウイルスᏑ在量を測定できた。本法は௚の病原体࡬の応用も期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】⌮研 CEMS1・ ⌮研 CPR2 

○多田 ㄔ୍ 1・ⓙᕝ ೔子 1・㬼⃝ ᑛつ 1,2・ఀ藤 ჆ᾈ 1,2 

ᇸ⋢┴࿴光ᕷ広ἑ 2-1，電話 048-467-9302，s-tada@riken.jp 

 

 インࣇル࢚ンࢨウイルス等をはࡌめとするྛ種病原体の簡易検出法としては，現在ではච␿ク

ࣟマト法がすでに実用化されているが，検出感度の向上や標的物質の定量化など，さらなる改良

が求められている。講演者らはインࣇル࢚ンࢨウイルスの簡易的な定量検出法の構築を┠的とし

て，㐍化分子ᕤᏛの手法を฼用したウイルス検出分子を開発し，電Ẽ化Ꮫ཯応を฼用したウイル

ス量測定手法を構築した。㐍化分子ᕤᏛは 2018 年のࣀーベル化Ꮫ㈹に㍤いた研究手法であり，ᩘ

༓୓種࠿それ௨上の多ᵝな種㢮の࣌プࢻࢳ分子の㞟合体࠿ら，標的物質に⤖合する分子を㑅ูし，

ᚓられた࣌プࢻࢳの㓄ิを特定する手法である（図㸯）。௒ᅇはこの手法を用いて，標的ウイルス

に㑅ᢥ的に⤖合する࣌プࢻࢳ㓄ิをᚓた。この時，࣌プࢻࢳ㞟合体のྛ分子には電ᅽを༳ຍする

と஫いに重合する化合物 3,4-ethylenedioxythiophene (EDOT)を⤖合さࡏたものを౑用した。ᚓられ

た EDOT ಟ㣭࣌プࢻࢳは電ᅽを༳ຍすると重合が㉳こり電極表㠃に✚ᒙしたが，ウイルスᏑ在下

ではウイルス࡬の⤖合によࡗて重合による電極表㠃࡬の✚ᒙ量が㜼ᐖされた（図 2）。この変化を

電ὶ್測定によࡗて検出することで，ウイルスᏑ在量を 12.5 – 100 µ g/mL の⠊ᅖで測定出᮶るこ

とが示された。௨上より，本手法による標的ウイルスの電Ẽ化Ꮫ的な定量検出が可能なことが示

された。本手法は㐍化分子ᕤᏛによる࣌プࢳ

㑅ู法を฼用しているため，௚の標的物質ࢻ

 。の応用も期待される࡬

23 
─23─



医療・生命 

 - 24 - 

ಶே䛾䝀䝜䝮᝟ሗ䛻ᇶ䛵䛟᪂䛯な䝥䝻䝔オー䝮ゎᯒ䛾ᡭ法 

【講演番号】Y2014【講演日時】9 月 12 日（木）10：00 ～ 11：30 

【講演タイトル】プࣟテオ࣑ࣀࢤクスのためのゎᯒプࣛット࢛ࣇーム開発 
   
【概要】がࢇが患者ẖに異なるಶ性を持つのは，ಶேのࣀࢤム᝟報の多ᵝ性のࡳならࡎ，㌿෗・

⩻ヂによࡗて発現したタンパク質が患者ẖに異なるためとされている。がࢇのಶู医療を実現す

るために，ࣀࢤム᝟報とタンパク質᝟報を⤌ࡳ合わࡏてゎᯒするࠕプࣟテオ࣑ࣀࢤクスࠖがὀ┠

されている。ᚑ᮶のプࣟテオームゎᯒでは，බඹのࢹータベースのࡳを用いてタンパク質のྠ定

が行われてきた。本研究では，がࢇ細⬊の多ᵝな遺伝子変異᝟報を཯ᫎしたタンパク質ࢹータベ

ースを⤌ࡳ合わࡏるプࣟテオࣀࢤムゎᯒの手法について検討した。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】京都大薬 1・京都大院薬 2・新₲大院医ṑ 3  

○上ᮧ 㥴ே 1・ྜྷἑ ᫂ᗣ 2・ᮡᒣ ┤ᖾ 1,2・ዟ田 ಟ஧㑻 3・▼℈ Ὀ 1,2 

京都ᕷᕥ京区ྜྷ田下㜿達⏫ 46-29，電話 075-753-4565，yishiham@pharm.kyoto-u.ac.jp 

 

 ಶேのࣀࢤム᝟報に基࡙くがࢇのಶู化診断，ಶู化἞療がはࡌまりつつあるが，ࣀࢤムの㌿

෗・⩻ヂ⏘物であるプࣟテオーム（タンパク質の総体）は，がࢇの“ಶ性”をよりヲ細にグ㏙で

きるᅉ子であり，ಶேࣀࢤム᝟報に基࡙くプࣟテオ࣑クス（プࣟテオ࣑ࣀࢤクス）は，次世代の

がࢇ診断・἞療法としてὀ┠されている。現在用いられているプࣟテオームゎᯒの࣡ークࣟࣇー

では，බඹのࢹータベースに登㘓されたタンパク質㓄ิを用いてタンパク質ྠ定を行うため，ಶ

ேࣀࢤム㓄ิにおけるバリ࢚ーシࣙンを཯ᫎさࡏたプࣟテオࣀࢤムゎᯒを行うためには，新たな

方法ㄽの開発がᚲ要となる。本研究では，プࣟテオࣀࢤムゎᯒ࣡ークࣟࣇーのၥ㢟Ⅼを᫂ら࠿に

するとともに，タンパク質ྠ定における⢭度や⥙⨶性の向上を┠的として手法の検討を行ࡗた。 

測定試料としてࣄト⫵⬊基ᗏ上⓶⭢⒴由᮶の 6 種の細⬊ᰴを用いた。プࣟテオࣀࢤムゎᯒに用

いる検⣴ࢹータベースとして，බඹのタンパク質ࢹータベースおよࡧ⫵がࢇにおける遺伝子変異

᝟報を཯ᫎしたタンパク質ࢹータベースを用いた。2 つのࢹータベースを連⥆的に用いる Mass 

Spectrum Sequential Subtraction 法を用いた⤖ᯝ，ア࣑ࣀ酸変異をྵࡴ 235 種の࣌プࢻࢳがྠ定され

た。次に」ᩘのスࢥアリング法を用いて，変異

࣌プࢻࢳのྠ定⢭度の検ドを行ࡗた。⤫計的に

ಙ㢗性の高い࣌プࢻࢳ 98 種にὀ┠し，」ᩘの

細⬊ᰴでඹ㏻ྠ定されていること等の᮲௳を

‶たす࣌プࢻࢳに⤠り㎸ࡳ，合成࣌プࢻࢳをస

〇して，㏣ຍの検ド実㦂を行ࡗた。本発表では

これらの⤖ᯝをもとに᭱適化したプࣟテオࢤ

ーについて報告ࣟࣇムゎᯒのための࣡ークࣀ

する。 

─24─



医療・生命 

 - 24 - 

ಶே䛾䝀䝜䝮᝟ሗ䛻ᇶ䛵䛟᪂䛯な䝥䝻䝔オー䝮ゎᯒ䛾ᡭ法 

【講演番号】Y2014【講演日時】9 月 12 日（木）10：00 ～ 11：30 

【講演タイトル】プࣟテオ࣑ࣀࢤクスのためのゎᯒプࣛット࢛ࣇーム開発 
   
【概要】がࢇが患者ẖに異なるಶ性を持つのは，ಶேのࣀࢤム᝟報の多ᵝ性のࡳならࡎ，㌿෗・

⩻ヂによࡗて発現したタンパク質が患者ẖに異なるためとされている。がࢇのಶู医療を実現す

るために，ࣀࢤム᝟報とタンパク質᝟報を⤌ࡳ合わࡏてゎᯒするࠕプࣟテオ࣑ࣀࢤクスࠖがὀ┠

されている。ᚑ᮶のプࣟテオームゎᯒでは，බඹのࢹータベースのࡳを用いてタンパク質のྠ定

が行われてきた。本研究では，がࢇ細⬊の多ᵝな遺伝子変異᝟報を཯ᫎしたタンパク質ࢹータベ

ースを⤌ࡳ合わࡏるプࣟテオࣀࢤムゎᯒの手法について検討した。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】京都大薬 1・京都大院薬 2・新₲大院医ṑ 3  

○上ᮧ 㥴ே 1・ྜྷἑ ᫂ᗣ 2・ᮡᒣ ┤ᖾ 1,2・ዟ田 ಟ஧㑻 3・▼℈ Ὀ 1,2 

京都ᕷᕥ京区ྜྷ田下㜿達⏫ 46-29，電話 075-753-4565，yishiham@pharm.kyoto-u.ac.jp 

 

 ಶேのࣀࢤム᝟報に基࡙くがࢇのಶู化診断，ಶู化἞療がはࡌまりつつあるが，ࣀࢤムの㌿

෗・⩻ヂ⏘物であるプࣟテオーム（タンパク質の総体）は，がࢇの“ಶ性”をよりヲ細にグ㏙で

きるᅉ子であり，ಶேࣀࢤム᝟報に基࡙くプࣟテオ࣑クス（プࣟテオ࣑ࣀࢤクス）は，次世代の

がࢇ診断・἞療法としてὀ┠されている。現在用いられているプࣟテオームゎᯒの࣡ークࣟࣇー

では，බඹのࢹータベースに登㘓されたタンパク質㓄ิを用いてタンパク質ྠ定を行うため，ಶ

ேࣀࢤム㓄ิにおけるバリ࢚ーシࣙンを཯ᫎさࡏたプࣟテオࣀࢤムゎᯒを行うためには，新たな

方法ㄽの開発がᚲ要となる。本研究では，プࣟテオࣀࢤムゎᯒ࣡ークࣟࣇーのၥ㢟Ⅼを᫂ら࠿に

するとともに，タンパク質ྠ定における⢭度や⥙⨶性の向上を┠的として手法の検討を行ࡗた。 

測定試料としてࣄト⫵⬊基ᗏ上⓶⭢⒴由᮶の 6 種の細⬊ᰴを用いた。プࣟテオࣀࢤムゎᯒに用

いる検⣴ࢹータベースとして，බඹのタンパク質ࢹータベースおよࡧ⫵がࢇにおける遺伝子変異

᝟報を཯ᫎしたタンパク質ࢹータベースを用いた。2 つのࢹータベースを連⥆的に用いる Mass 

Spectrum Sequential Subtraction 法を用いた⤖ᯝ，ア࣑ࣀ酸変異をྵࡴ 235 種の࣌プࢻࢳがྠ定され

た。次に」ᩘのスࢥアリング法を用いて，変異

࣌プࢻࢳのྠ定⢭度の検ドを行ࡗた。⤫計的に

ಙ㢗性の高い࣌プࢻࢳ 98 種にὀ┠し，」ᩘの

細⬊ᰴでඹ㏻ྠ定されていること等の᮲௳を

‶たす࣌プࢻࢳに⤠り㎸ࡳ，合成࣌プࢻࢳをస

〇して，㏣ຍの検ド実㦂を行ࡗた。本発表では

これらの⤖ᯝをもとに᭱適化したプࣟテオࢤ

ーについて報告ࣟࣇムゎᯒのための࣡ークࣀ

する。 
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ၚᾮᡂศ䛷㐠ື୰䛾⢭⚄ⓗな䝇䝖䝺䝇䜢ホ౯ 

【講演番号】D3105【講演日時】9 月 13 日（㔠）15：00 ～ 15：15 

【講演タイトル】ၚᾮ成分࠿ら࣓ンタルストレス変化を診る 
   
【概要】ࣄトのၚᾮにྵまれるア࣑ࣛーࢮやࢥルࢰࢳールなどは，ストレス㈇Ⲵと関ಀするスト

レス応⟅物質である。ၚᾮは⾑ᾮにẚ࡭て，簡易࠿つ㠀౵く的に᥇ྲྀできること࠿ら，ၚᾮ中の

成分を用いてストレスをホ価する研究が活発に行われている。本研究では，ྠࡌ⿕㦂者が，㛗期

㛫にわたࡗてᵝ々な種㢮の㐠動を実᪋した際に，ၚᾮ中のストレス応⟅物質の⃰度がどのように

変化する࠿をホ価した。ᑐே➇技が⢭⚄的なストレスを高めるなど，ၚᾮ中のストレス応⟅物質

の変化を㏣うことで，㐠動⎔ቃにおける⢭⚄的なストレスをホ価可能であることが示された。 
 
【発表者】                               高▱大」合㡿ᇦ⛉Ꮫ 1・高▱大ᩍ⫱ 2・東ὒ電化 3 

○ⵦ生 ၨྖ 1・大野 ᩗኴ 2・බᩥ ಇభ 3・前田 Ṋᬕ 3・⨾⃰ ཌ志 3 

高▱ᕷ᭖⏫஧୎┠ 5-1，電話 088-844-8411，kgamoh@kochi-u.ac.jp 

 

 ᩍဨや௓ㆤ⫋などの感᝟ປാ者のストレスは高く᝟⥴的⢭⚄的ᾘ⪖状ែ等に㝗りやすいため，

ストレスをᐈほ的にホ価することができればその㍍ῶに向けたᑐ⟇も考えられる。㐠動㈇Ⲵや㐠

動⎔ቃの変化による่⃭は，ストレスとしてᵝ々なᙳ㡪をཬࡰすことが▱られているが，㐠動前

後の⢭⚄的変化とၚᾮ中のストレス応⟅物質の関連࠿ら，㐠動㈇Ⲵによるそれらの物質の変化は，

㐠動ᙉ度に౫Ꮡするだけではなく，㐠動前後の⢭⚄状ែにもᙳ㡪されることが示၀されている。 

本研究では，㐠動者（㸻⿕㦂者）の置࠿れた⎔ቃや㐠動の種㢮によるストレスの㐪いに╔┠し，

ၚᾮ試料を用いて，ア࣑ࣛーࢮやࢥルࢰࢳール等のストレス応⟅物質の⃰度変化とストレス㈇Ⲵ

（㸻࣓ンタルストレス）の関ಀ性を㏣究することを┠的とした。ストレスマーカーをモニターし

ている研究はᩘ多くあるが，ྠ୍⿕㦂者が㐠動種ูの㐪いや特Ṧな㐠動⎔ቃ下で㛗期㛫にわたࡗ

て計測を⥆けるという஦౛はこれまでなࡗ࠿た。ここでは，ྠ୍⿕㦂者における࣓ンタルストレ

スと⢭⚄状ែの変化をၚᾮ成分࠿らほᐹ・㏣㊧し，࣓ンタルストレスがၚᾮ中のストレス応⟅物

質の変化となࡗて཯ᫎされることを，㐠動種ูや

㐠動⎔ቃの㐪い等，⢭⚄状ែとの関ಀにおいて㏣

究した。ᑐே➇技が࣓ンタルストレスを高める等，

本研究でのア࣑ࣛーࢮ測定の⤖ᯝは，㐠動者の置

て࣓ンタルストレスࡗれた⎔ቃや㐠動種によ࠿

に㐪いがあることを示しており，ಶேの⢭⚄状ែ

の変化をもたらす㐠動の場でア࣑ࣛーࢮ変化を

㏣㊧することで，ア࣑ࣛーࢮが࣓ンタルストレス

変化を཯ᫎすることが᫂ら࠿となࡗた。 
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⣬〇䛾ᚤᑠὶ㊰䜢䝪ー䝹䝨䞁䛷簡便䛻సᡂ 

【講演番号】P3051【講演日時】9 月 13 日（㔠）10：00 ～ 11：30 

【講演タイトル】࣌ンᥥ⏬法による⣬〇微ᑠὶ㊰電Ẽ化Ꮫセンサーのస成とᒀ酸検出࡬の応用 
   
【概要】⣬に␯水性物質で微細なὶ㊰のパターンをᙧ成すると，ὶ㊰状にṧࡗた⣬の㒊分に導入

した水⁐ᾮはẟ細⟶現㇟によりὶ㊰ෆを⮬発的に⛣動する。これは⣬〇微ᑠὶ㊰や⣬〇マイクࣟ

ὶ体ࢹバイスなどと࿧ばれ，㏦ᾮ࣏ンプが୙要，安価で౑いᤞてが可能，試料や཯応試薬のᑡ量

化が可能，などᵝ々な฼Ⅼを有し，医療現場における簡易検査技術࡬の応用が期待されている。

本研究では，ᕷ㈍࣎ール࣌ンを用いる⣬〇微ᑠὶ㊰の簡便迅速なస成法を考案し，本手法により

స〇した⣬〇微ᑠὶ㊰をᒀ酸の定量に応用した。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】日薬大 

 Ⲩ஭ ೺௓・༓ⴥ ⓡ⤮・ᕝ上 時㍤・▼ẟ 㞞・大ᐊ ᬛྐ・୕⇃ ᩄ靖ࠐ

ᇸ⋢┴໭㊊❧㒆ఀዉ⏫ᑠᐊ 10281，電話 048-721-1155，araik@nichiyaku.ac.jp 

 

 医療の現場では，医療ᚑ஦者あるいは患者⮬㌟がその場で迅速に検査を行ࡗて即時に⤖ᯝを▱

りたい場合が多い。そのため，現場で簡便に検査を行うための技術（Point of care testing, POCT）

にᑐするニーࢬはますます高まࡗており，そのための分ᯒࢹバイスの開発も┒ࢇである。 

 とこࢁで，⣬に␯水性物質で微細なὶ㊰のパターンをᙧ成すると，ὶ㊰状にṧࡗた⣬の㒊分に

導入した水⁐ᾮはẟ細⟶現㇟によりὶ㊰ෆを⮬発的に⛣動する。これは⣬〇微ᑠὶ㊰や⣬〇マイ

クࣟὶ体ࢹバイスなどと࿧ばれ，㏦ᾮ࣏ンプが୙要，安価で౑いᤞてが可能，試料や཯応試薬が

ᑡ量で῭ࡴ，などᵝ々な฼Ⅼをもつ。ὶ㊰の構成をうまく設計してやれば，試料の前処⌮，試薬

との཯応，検出などの↹㞧な分ᯒ᧯సを 1 ᯛの⣬の上で実現できるインテリ࢙ࢪントな分ᯒࢹバ

イスとしてのᒎ開が可能であり，POCT のための新つࢹバイスとして期待がᐤࡏられている。 

 ⣬〇微ᑠὶ㊰のస成法として，これまでにインク࢙ࢪットプリンター，࣡ックスプリンターな

どを用いるプリント法や光リࢯグ࢕ࣇࣛࣇーなどがᥦ案されているが，いࡎれも高価で特Ṧなస

成⿦置や㒊ရがᚲ要であࡗた。௒ᅇ講演者の研究グループは，プࣛスࢳックをᾐࡳ㎸まࡏた実㦂

用ࢁ⣬に࣎ール࣌ンで有機⁐፹をᥥ⏬するという，極めて簡便で安価なస〇方法を考案した。さ

らに，このようにస成した⣬〇微ᑠὶ㊰に電極を⤌ࡳ㎸ࢇだ分ᯒࢹバイスを試సし，ᒀ酸などの

生体成分を分ᯒできることを実ドし

た。講演者らの考案した簡便で安価な

స成法は，POCT のための新つ分ᯒࢹ

バイス開発をさらに᥎㐍するものと

期待される。 
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⣬〇䛾ᚤᑠὶ㊰䜢䝪ー䝹䝨䞁䛷簡便䛻సᡂ 
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【講演タイトル】࣌ンᥥ⏬法による⣬〇微ᑠὶ㊰電Ẽ化Ꮫセンサーのస成とᒀ酸検出࡬の応用 
   
【概要】⣬に␯水性物質で微細なὶ㊰のパターンをᙧ成すると，ὶ㊰状にṧࡗた⣬の㒊分に導入

した水⁐ᾮはẟ細⟶現㇟によりὶ㊰ෆを⮬発的に⛣動する。これは⣬〇微ᑠὶ㊰や⣬〇マイクࣟ

ὶ体ࢹバイスなどと࿧ばれ，㏦ᾮ࣏ンプが୙要，安価で౑いᤞてが可能，試料や཯応試薬のᑡ量

化が可能，などᵝ々な฼Ⅼを有し，医療現場における簡易検査技術࡬の応用が期待されている。

本研究では，ᕷ㈍࣎ール࣌ンを用いる⣬〇微ᑠὶ㊰の簡便迅速なస成法を考案し，本手法により

స〇した⣬〇微ᑠὶ㊰をᒀ酸の定量に応用した。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】日薬大 

 Ⲩ஭ ೺௓・༓ⴥ ⓡ⤮・ᕝ上 時㍤・▼ẟ 㞞・大ᐊ ᬛྐ・୕⇃ ᩄ靖ࠐ

ᇸ⋢┴໭㊊❧㒆ఀዉ⏫ᑠᐊ 10281，電話 048-721-1155，araik@nichiyaku.ac.jp 

 

 医療の現場では，医療ᚑ஦者あるいは患者⮬㌟がその場で迅速に検査を行ࡗて即時に⤖ᯝを▱

りたい場合が多い。そのため，現場で簡便に検査を行うための技術（Point of care testing, POCT）

にᑐするニーࢬはますます高まࡗており，そのための分ᯒࢹバイスの開発も┒ࢇである。 

 とこࢁで，⣬に␯水性物質で微細なὶ㊰のパターンをᙧ成すると，ὶ㊰状にṧࡗた⣬の㒊分に

導入した水⁐ᾮはẟ細⟶現㇟によりὶ㊰ෆを⮬発的に⛣動する。これは⣬〇微ᑠὶ㊰や⣬〇マイ

クࣟὶ体ࢹバイスなどと࿧ばれ，㏦ᾮ࣏ンプが୙要，安価で౑いᤞてが可能，試料や཯応試薬が

ᑡ量で῭ࡴ，などᵝ々な฼Ⅼをもつ。ὶ㊰の構成をうまく設計してやれば，試料の前処⌮，試薬

との཯応，検出などの↹㞧な分ᯒ᧯సを 1 ᯛの⣬の上で実現できるインテリ࢙ࢪントな分ᯒࢹバ

イスとしてのᒎ開が可能であり，POCT のための新つࢹバイスとして期待がᐤࡏられている。 

 ⣬〇微ᑠὶ㊰のస成法として，これまでにインク࢙ࢪットプリンター，࣡ックスプリンターな

どを用いるプリント法や光リࢯグ࢕ࣇࣛࣇーなどがᥦ案されているが，いࡎれも高価で特Ṧなస

成⿦置や㒊ရがᚲ要であࡗた。௒ᅇ講演者の研究グループは，プࣛスࢳックをᾐࡳ㎸まࡏた実㦂

用ࢁ⣬に࣎ール࣌ンで有機⁐፹をᥥ⏬するという，極めて簡便で安価なస〇方法を考案した。さ

らに，このようにస成した⣬〇微ᑠὶ㊰に電極を⤌ࡳ㎸ࢇだ分ᯒࢹバイスを試సし，ᒀ酸などの

生体成分を分ᯒできることを実ドし

た。講演者らの考案した簡便で安価な

స成法は，POCT のための新つ分ᯒࢹ

バイス開発をさらに᥎㐍するものと

期待される。 
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【講演番号】F3103【講演日時】9 月 13 日（㔠）14：15 ～ 14：30 

【講演タイトル】生体分子を可ど化検出する構㐀発Ⰽ性ࢤルを用いた化Ꮫセンサーの開発 
   
【概要】近年，㛗期連⥆測定が可能な化Ꮫセンサーの開発がᮃまれている。タマムシの⩟の㩭や

構㐀Ⰽࠖは，࿘期的な微細構㐀にもと࡙く発Ⰽ現㇟であり，㏥Ⰽしない。構ࠕなⰍᙬで有ྡな࠿

㐀発Ⰽ性ࢤルෆの分子認識㒊఩に標的分子のཷᐜ体を用いれば，標的分子の⃰度に応ࡌて構㐀Ⰽ

が変化するセンサーを構築できる。そこで，ࢤルෆにዪ性࣍ルモンである࢚ストࣟࢤンのཷᐜ体

を⤌ࡳ㎸ࢇだ構㐀発Ⰽ性ࢤルをస〇した。࢚ストࣟࢤンで่⃭したとこࢤ，ࢁルが཰⦰して生ࡌ

る᱁子㛫㝸の変化に応ࡌた構㐀Ⰽ変化をᣦ標にして，࢚ストࣟࢤンの定量ができた。௒後，セン

サーの生体適合化により，࣍ルモンバࣛンスの஘れが原ᅉである疾病の἞療や高⣭ᅜ⏘∵・㇜な

どのࣈリー࢕ࢹングにおいても，ᙉຊなࢶールになることが期待できる。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】ᐩᒣ大院⌮ᕤ（ᕤ） 

○᱒ᒣ ⤮⨾㔛・ᯇ本 ᾈᖹ・㐲田 ᾈྖ・Ⳣ野 ᠇ 

ᐩᒣ┴ᐩᒣᕷ஬⚟ 3190，電話 076-445-6866，kanno@eng.u-toyama.ac.jp 

 

化Ꮫセンサーは，⎔ቃở染物質の測定や㣗料ရのရ質⟶⌮・医療の現場などで広く฼用されて

おり，近年，౑用が簡便࠿つ㛗期連⥆測定が可能な化Ꮫセンサーの開発がᮃまれている。そこで，

㏥Ⰽのᜍれのないࠕ構㐀Ⰽࠖを高分子ࢤルに⤌ࡳ㎸ࡴことで，㛗期連⥆౑用可能な生体分子セン

サーが実現可能ではない࠿と考えた。モルࣙࢳ࢛ࣇウの㫣⢊やタマムシの⩟の㩭や࠿なⰍᙬで有

ྡなࠕ構㐀Ⰽࠖは，࿘期的な微細構㐀にもと࡙く特定Ἴ㛗の光のᅇᢡによる発Ⰽ現㇟である。構

㐀発Ⰽ性ࢤルは，⭾₶・཰⦰により᱁子㛫㝸の変化に応ࡌて異なる構㐀Ⰽを࿊する。高分子ࢤル

ෆの分子認識㒊఩に標的生体分子のཷᐜ体を用いれば，標的生体分子の⃰度に応ࡌて構㐀Ⰽが変

化するセンサーの構築が可能である。本研究では，実᪋౛として，ዪ性࣍ルモンである࢚ストࣟ

だࢇ㎸ࡳ⤌ンのཷᐜ体をࢤだ。࢚ストࣟࢇ⤌ンのཷᐜ体を用いて，化Ꮫセンサーの開発にྲྀりࢤ

構㐀発Ⰽ性ࢤルを࢚ストࣟࢤンで่⃭すると，ྲཱྀ ᐜ体を௓してᯫᶫⅬがᙧ成されてࢤルが཰⦰し，

᱁子㛫㝸が変化する。この᱁子㛫㝸変化に応ࡌた構㐀Ⰽ変化をᣦ標に࢚ストࣟࢤンが定量可能で

ある。また，構㐀Ⰽはほᐹするゅ度に応ࡌてᅇᢡ光のἼ㛗が異なるため，現在，ゅ度౫Ꮡ性のな

い構㐀発Ⰽ性ࢤルのస〇にもྲྀり⤌ࢇでいる。開発中のセンサーの生体適合化が実現できれば，

࣍ルモンバࣛンスの஘れが原ᅉの子ᐑෆ⭷の

୙正出⾑や୙ዷなどの἞療現場で簡便࠿つ連

⥆的に検査できるだけでなく，実㦂動物や高

⣭ᅜ⏘∵・㇜などのࣈリー࢕ࢹングにおける

発᝟期の化Ꮫ的ุ定などにおいても，ᙉຊな

 。ールになることが期待できるࢶ

ブリーディング時期の判定

血中ホルモンの連続測定
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【講演番号】F2005【講演日時】9 月 12 日（木）10：00 ～ 10：15 

【講演タイトル】グルࢥースセンサー用近㉥እ྾཰機能性Ⰽ⣲の開発 
   
【概要】⢾ᒀ病の἞療や生活⩦័病のண防，ࢲイ࢚ットには，⾑⢾್の⤊日連⥆モニタリングが

ຠᯝ的であり，㈇担のᑡないウ࢚アࣛࣈルセンサがᮃまれている。本研究では，⓶下ᇙめ㎸ࡳ型

のセンシング࢕ࣇルムのための高⢭度で高感度に検▱するⰍ⣲を開発した。⓶⭵⤌⧊による光の

ᙳ㡪をཷけにくい光のἼ㛗で検▱するⰍ⣲を見出して，光をቑ幅する高分子Ⰽ⣲を設計したとこ

 。ースセンサーとして機能することが見いだされたࢥத的㘒ᙧ成཯応に基࡙くグル➇，ࢁ
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】ᐩᒣ大院⌮ᕤ(ᕤ)1  

○Ჴᶫ ♸ᩯ 1・Ⳣ野 ᠇ 1・㐲田 ᾈྖ 1 

ᐩᒣ┴ᐩᒣᕷ஬⚟ 3190，電話 076-445-6864，tohda@eng.u-toyama.ac.jp 

 

 講演者らは，⓶下ᇙめ㎸ࡳ型グルࢥースセンサーの実用化を┠ᣦし，これまで重合性ᐁ能基を

導入したࣅスベンࢯ࢟ࣟ࣎ࢰール型グルࢥースレセプターとレセプター感ཷ性Ⰽ⣲ཬࡧ༢ᐁ能モ

ルムの࢕ࣇースセンシングࢥマーをඹ重合したᙧのレセプター/Ⰽ⣲㘒体がᯫᶫⅬとなるグルࣀ

開発を行ࡗてきた。このセンシング࢕ࣇルムは，レセプターとグルࢥースཬࡧⰍ⣲㛫の➇த的㘒

ᙧ成཯応によࡗて，グルࢥース⃰度に応ࡌてレセプター/Ⰽ⣲㘒体がゎ㞳し，グルࢥース⃰度にᑐ

して྾཰ス࣌クトルが変化する。実用化に向けて⓶⭵⤌⧊による大きな光Ꮫ的ጉᐖをཷけないよ

う近㉥እ㡿ᇦで光を྾཰するⰍ⣲がᮃましいため，本研究ではそのⰍ⣲として࣎ࣟン࣓ࣟࣆࢪテ

ン (BODIPY) 系Ⰽ⣲を用いて，レセプター認識㒊఩としてカテࢥールを有する新つレセプター感

ཷ性 BODIPY Ⰽ⣲を設計・合成し，➇த的㘒ᙧ成཯応に基࡙くグルࢥースセンサー用近㉥እ྾཰

機能性Ⰽ⣲としてのホ価を行ࡗた。 

合成した aza-BODIPY Ⰽ⣲⁐ᾮにグルࢥースレセプターをῧຍすると，㘒ᙧ成にకい 656 nm 

における極大྾཰Ἴ㛗の྾光度がῶᑡし，616 nm における྾光度はቑຍするとともに近㉥እ྾཰

㡿ᇦの྾光度が大きくቑຍした。この⤖ᯝは，カテࢥール㒊఩を導入した BODIPY 系Ⰽ⣲がレセ

プター感ཷ性Ⰽ⣲として

機能することを示す。本講

演ではᅛ定化㒊఩である

アル࢟ンを導入した㠀ᑐ

⛠ aza-BODIPY Ⰽ⣲の合

成とホ価についても㏙࡭

る。 
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【講演番号】F2005【講演日時】9 月 12 日（木）10：00 ～ 10：15 

【講演タイトル】グルࢥースセンサー用近㉥እ྾཰機能性Ⰽ⣲の開発 
   
【概要】⢾ᒀ病の἞療や生活⩦័病のண防，ࢲイ࢚ットには，⾑⢾್の⤊日連⥆モニタリングが

ຠᯝ的であり，㈇担のᑡないウ࢚アࣛࣈルセンサがᮃまれている。本研究では，⓶下ᇙめ㎸ࡳ型

のセンシング࢕ࣇルムのための高⢭度で高感度に検▱するⰍ⣲を開発した。⓶⭵⤌⧊による光の

ᙳ㡪をཷけにくい光のἼ㛗で検▱するⰍ⣲を見出して，光をቑ幅する高分子Ⰽ⣲を設計したとこ

 。ースセンサーとして機能することが見いだされたࢥத的㘒ᙧ成཯応に基࡙くグル➇，ࢁ
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】ᐩᒣ大院⌮ᕤ(ᕤ)1  

○Ჴᶫ ♸ᩯ 1・Ⳣ野 ᠇ 1・㐲田 ᾈྖ 1 

ᐩᒣ┴ᐩᒣᕷ஬⚟ 3190，電話 076-445-6864，tohda@eng.u-toyama.ac.jp 

 

 講演者らは，⓶下ᇙめ㎸ࡳ型グルࢥースセンサーの実用化を┠ᣦし，これまで重合性ᐁ能基を

導入したࣅスベンࢯ࢟ࣟ࣎ࢰール型グルࢥースレセプターとレセプター感ཷ性Ⰽ⣲ཬࡧ༢ᐁ能モ

ルムの࢕ࣇースセンシングࢥマーをඹ重合したᙧのレセプター/Ⰽ⣲㘒体がᯫᶫⅬとなるグルࣀ

開発を行ࡗてきた。このセンシング࢕ࣇルムは，レセプターとグルࢥースཬࡧⰍ⣲㛫の➇த的㘒

ᙧ成཯応によࡗて，グルࢥース⃰度に応ࡌてレセプター/Ⰽ⣲㘒体がゎ㞳し，グルࢥース⃰度にᑐ

して྾཰ス࣌クトルが変化する。実用化に向けて⓶⭵⤌⧊による大きな光Ꮫ的ጉᐖをཷけないよ

う近㉥እ㡿ᇦで光を྾཰するⰍ⣲がᮃましいため，本研究ではそのⰍ⣲として࣎ࣟン࣓ࣟࣆࢪテ

ン (BODIPY) 系Ⰽ⣲を用いて，レセプター認識㒊఩としてカテࢥールを有する新つレセプター感

ཷ性 BODIPY Ⰽ⣲を設計・合成し，➇த的㘒ᙧ成཯応に基࡙くグルࢥースセンサー用近㉥እ྾཰

機能性Ⰽ⣲としてのホ価を行ࡗた。 

合成した aza-BODIPY Ⰽ⣲⁐ᾮにグルࢥースレセプターをῧຍすると，㘒ᙧ成にకい 656 nm 

における極大྾཰Ἴ㛗の྾光度がῶᑡし，616 nm における྾光度はቑຍするとともに近㉥እ྾཰

㡿ᇦの྾光度が大きくቑຍした。この⤖ᯝは，カテࢥール㒊఩を導入した BODIPY 系Ⰽ⣲がレセ

プター感ཷ性Ⰽ⣲として

機能することを示す。本講

演ではᅛ定化㒊఩である

アル࢟ンを導入した㠀ᑐ

⛠ aza-BODIPY Ⰽ⣲の合

成とホ価についても㏙࡭

る。 
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【講演番号】L1001【講演日時】9 月 11 日（水）10：15 ～ 10：30 

【講演タイトル】光Ꮫ異性体を認識し㑅ᢥ的にイオン化さࡏる MALDI 法の開発 
   
【概要】化Ꮫ物質の中には，ே㛫でいうとこࢁのྑࠕ手ࠖとࠕᕥ手ࠖの関ಀに┦当する構㐀の物

質ࠕ光Ꮫ異性体ࠖがある。物質によࡗていࡎれ࠿は薬，またはẘ物にもなりうるため，୧者の区

ูが重要である。講演者らは，高分子化合物の分ᯒ法としてᚲ㡲の方法であるマトリックスᨭ᥼

レーࢨー⬺㞳イオン化質量分ᯒ法（MALDI-MS）において，ྑ手・ᕥ手の関ಀにある物質を区ู

する方法をึめて開発した。この方法により光Ꮫ異性体を区ูした分ᯒ方法が㣕㌍的に発ᒎし，

医薬ရ開発の分野にࣈレークスルーをもたらすことが確ಙされる。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】東ὒ大⌮ᕤ 1 

○チ ᐙ⍒ 1・藤野 ❳ஓ 1 

ᇸ⋢┴ᕝ㉺ᕷ㪒஭ 2100，電話 049-239-1387，fujino048@toyo.jp 

 

 光Ꮫ異性体はྠࡌ分子ᘧを持ち，஫いの構㐀が㙾ീになる物質である。これらはྠࡌ化Ꮫ的性

質をもつものとᛮわれてきたが，有ྡなࠕサリࢻマイࢻ஦௳ࠖなど࠿ら光Ꮫ異性体が生体にᑐし

て異なる性質をもつことが⌮ゎされるようになࡗてきた。౛えばア࣑ࣀ酸の光Ꮫ異性体には L 体

と D 体の஧種㢮がᏑ在するが，ே㛫の体が฼用できるのは L 体のࡳである。このため光Ꮫ異性体

を合成し，分㞳し，検出する技術が極めて重要となる。 

マトリクスᨭ᥼レーࢨー⬺㞳イオン化（MALDI）質量分ᯒ法はࣇࢯトイオン化法の୍種であり，

分子をイオン化の㐣程でቯさࡎ，その分子量で検出することができる技術である。MALDI 法では

前処⌮なしのサンプルをマトリクス分子と混合し，混合⤖ᬗをస成する。ᩘ分㛫で測定すること

が可能であり，その簡便な᧯సによりㄡでも測定が可能である。し࠿し MALDI 質量分ᯒ法では

分子量（質量）を用いて分㞳を実現するため，光Ꮫ異性体の分㞳は当↛୙可能である。そこで講

演者らは，光Ꮫ異性体を認識し分㞳して，୍ 方のࡳをイオン化さࡏるマトリクスの開発を試ࡳた。 

本研究では 度応⟅性高分子の୍種である࣏リࣅニル࣓ࢳル࢚ーテル（PVME）を฼用した。

 度応⟅性高分子は，ప 状ែでは水と水⣲⤖合をసࡗて⁐ける。୍方，高 状ែではその分子

㐠動が⃭しくなり，高分子ྠኈがจ㞟してグࣟーࣗࣅルをᙧ成する。ここではప 状ែで PVME

と㗪型分子（ア࣑ࣀ酸），さらにᙅ有機酸を混合し᪼ する。ぶ水性のᙉいア࣑ࣀ酸は PVME グ

ࣟーࣗࣅル表㠃上にⅬ在し，␯水性のᙉい有機酸はグࣟーࣗࣅルの中ኸに఩置する。高 状ែの

ままで高分子㞟合体を㏱ᯒすることにより㗪型分子が㝖ཤされ，グࣟーࣗࣅルの表㠃にࠕ㘽✰ࠖ

をṧす。このようにࠕ㘽✰ にࠖᔐめられる分子のࡳが認識されるࠕ㗪型マトリクス がࠖ᏶成する。

౛えば L 体ア࣑ࣀ酸を฼用してస成した㗪型マトリクスは L 体のࡳを検出でき，D 体を認識でき

ない。この特性を฼用し，光Ꮫ異性体を認識し㑅ᢥ的に検出する手法の確❧に成ຌした。 
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【講演番号】E3103【講演日時】9 月 13 日（㔠）14：15 ～ 14：30 

【講演タイトル】1 分子ไᚚ化Ꮫに向けたアトリットルᾮ⁲のマニࣗࣆレーシࣙンと⼥合 
   
【概要】ᾮ体中では大量の分子がࣛンࢲム࠿つ高速で動いており，このことが分子ྠኈの化Ꮫ཯

応プࣟセスのゎ᫂を㞴しくしている。そこで，本研究では分子を 1 つしྵ࠿まない 1000 兆分の 1

࣑リリットル（アトリットル）という㉸微ᑠᾮ⁲をᾮ体࠿らྲྀり出し，᧯సする技術を開発した。

この技術は，㉸微ᑠᾮ⁲の中の分子㸯つ 1 つを⮬由⮬在に᧯సすることができるので，化Ꮫ཯応

プࣟセスをゎ᫂し，඲く新しい物質合成法を開発できる可能性がある。ᚑ᮶のᖖ識をそすᮍ᮶の

化Ꮫプࣟセスを実現し，化Ꮫ，医療，࢚ࢿルࢠーなど幅広い分野における㈉⊩が期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】大㜰ᗓ大ᕤ 1・JSPS2・JST-さきがけ 3  

○ᕝᓊ ၨே 1・ᕝཪ ಟ୍ 1,2・チ ᒾ 1,2 

大㜰ᗓሜᕷ中区Ꮫᅬ⏫ 1-2，電話 072-254-7813, xu@chemeng.osakafu-u.ac.jp 

 

 ᩘ多くの物質は㠀ᖖにᑠさな分子࠿らできている。その分子 1 つ 1 つがくࡗついたり㞳れたり

する化Ꮫ཯応が㉳こることで，ᵝ々な物質が生ࡳ出される。特にᾮ体中の化Ꮫ཯応は，化Ꮫ合成

や化Ꮫ分ᯒに㝈らࡎ，電ụ，水処⌮，料⌮，ᡃ々の体ෆで㉳こる生命現㇟に⮳るまで，㌟の࿘り

のありとあらࡺる場㠃で広く฼用されている。分子 1 つ 1 つを⮬由⮬在に᧯సし，これらの化Ꮫ

཯応をᘬき㉳こすことは，化Ꮫ者がᥥく᭱も大きなክの 1 つである。なぜなら，1 つ 1 つの分子

を᧯సすることは，まるで分子を機Ე㒊ရのように⤌ࡳ❧てるような඲く新しい物質合成法の開

発や，あるいは，そもそも分子ྠኈがどのように化Ꮫ཯応をしているの࠿㸽という化Ꮫの᰿本的

なㅦのゎ᫂を可能にすると期待される࠿らである。し࠿し，ᾮ体中では大量の分子がࣛンࢲム࠿

つ高速で動きながらᏑ在している。よࡗて，ᾮ体中で 1 つ 1 つの分子を⮬由⮬在に᧯సし化Ꮫ཯

応を㉳こすことは，現在も極めてᣮᡓ的なㄢ㢟

である。 

講演者らは，ࣀࢼὶ体ࢹバイスという᭱ඛ➃

技術によࡗて，཯応⁐ᾮや細⬊の中㌟を分๭し，

アトリットル（1000 兆分の 1 ࣑リリットル）

という㠀ᖖにᑠさな体✚のᾮ⁲になるまで細

くすると，そのᾮ⁲が཯応する分子を࠿ 1 分子だけྵࡴことに╔┠した。1 分子をྵࢇだアトリ

ットルᾮ⁲を᧯సし，さらにᾮ⁲ྠኈをくࡗつければ，ᾮ体ෆで 1 分子の⮬由⮬在な᧯సと化Ꮫ

཯応のไᚚが可能となる。講演者らは，このような新しい化Ꮫ1ࠕ 分子ไᚚ化Ꮫࠖをᥦ案してい

る。1 分子ไᚚ化Ꮫを実現するため，本研究では，ࣀࢼὶ㊰（㧥のẟのᩘⓒ分の୍のኴさの⟶）

に特Ṧな構㐀をస〇した。この構㐀は，ᾮ⁲をᙧ成しやすくし，またᘚとしてもാくので，ᅽຊ

ไᚚによࡗてアトリットルᾮ⁲のస〇と᧯సを可能とした。௒ᅇの成ᯝは，分子を手で᧯సする

ような新しい化Ꮫを実現࡬導くと期待される。 

アトリットル液滴
（1000兆分の1ミリリットル）

操作

液体中で分子1つ1つを
自由自在に操作・反応

分割

反応溶液や細胞反応溶液や細胞
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【講演番号】E3103【講演日時】9 月 13 日（㔠）14：15 ～ 14：30 

【講演タイトル】1 分子ไᚚ化Ꮫに向けたアトリットルᾮ⁲のマニࣗࣆレーシࣙンと⼥合 
   
【概要】ᾮ体中では大量の分子がࣛンࢲム࠿つ高速で動いており，このことが分子ྠኈの化Ꮫ཯

応プࣟセスのゎ᫂を㞴しくしている。そこで，本研究では分子を 1 つしྵ࠿まない 1000 兆分の 1

࣑リリットル（アトリットル）という㉸微ᑠᾮ⁲をᾮ体࠿らྲྀり出し，᧯సする技術を開発した。

この技術は，㉸微ᑠᾮ⁲の中の分子㸯つ 1 つを⮬由⮬在に᧯సすることができるので，化Ꮫ཯応

プࣟセスをゎ᫂し，඲く新しい物質合成法を開発できる可能性がある。ᚑ᮶のᖖ識をそすᮍ᮶の

化Ꮫプࣟセスを実現し，化Ꮫ，医療，࢚ࢿルࢠーなど幅広い分野における㈉⊩が期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】大㜰ᗓ大ᕤ 1・JSPS2・JST-さきがけ 3  

○ᕝᓊ ၨே 1・ᕝཪ ಟ୍ 1,2・チ ᒾ 1,2 

大㜰ᗓሜᕷ中区Ꮫᅬ⏫ 1-2，電話 072-254-7813, xu@chemeng.osakafu-u.ac.jp 

 

 ᩘ多くの物質は㠀ᖖにᑠさな分子࠿らできている。その分子 1 つ 1 つがくࡗついたり㞳れたり

する化Ꮫ཯応が㉳こることで，ᵝ々な物質が生ࡳ出される。特にᾮ体中の化Ꮫ཯応は，化Ꮫ合成

や化Ꮫ分ᯒに㝈らࡎ，電ụ，水処⌮，料⌮，ᡃ々の体ෆで㉳こる生命現㇟に⮳るまで，㌟の࿘り

のありとあらࡺる場㠃で広く฼用されている。分子 1 つ 1 つを⮬由⮬在に᧯సし，これらの化Ꮫ

཯応をᘬき㉳こすことは，化Ꮫ者がᥥく᭱も大きなክの 1 つである。なぜなら，1 つ 1 つの分子

を᧯సすることは，まるで分子を機Ე㒊ရのように⤌ࡳ❧てるような඲く新しい物質合成法の開

発や，あるいは，そもそも分子ྠኈがどのように化Ꮫ཯応をしているの࠿㸽という化Ꮫの᰿本的

なㅦのゎ᫂を可能にすると期待される࠿らである。し࠿し，ᾮ体中では大量の分子がࣛンࢲム࠿

つ高速で動きながらᏑ在している。よࡗて，ᾮ体中で 1 つ 1 つの分子を⮬由⮬在に᧯సし化Ꮫ཯

応を㉳こすことは，現在も極めてᣮᡓ的なㄢ㢟

である。 

講演者らは，ࣀࢼὶ体ࢹバイスという᭱ඛ➃

技術によࡗて，཯応⁐ᾮや細⬊の中㌟を分๭し，

アトリットル（1000 兆分の 1 ࣑リリットル）

という㠀ᖖにᑠさな体✚のᾮ⁲になるまで細

くすると，そのᾮ⁲が཯応する分子を࠿ 1 分子だけྵࡴことに╔┠した。1 分子をྵࢇだアトリ

ットルᾮ⁲を᧯సし，さらにᾮ⁲ྠኈをくࡗつければ，ᾮ体ෆで 1 分子の⮬由⮬在な᧯సと化Ꮫ

཯応のไᚚが可能となる。講演者らは，このような新しい化Ꮫ1ࠕ 分子ไᚚ化Ꮫࠖをᥦ案してい

る。1 分子ไᚚ化Ꮫを実現するため，本研究では，ࣀࢼὶ㊰（㧥のẟのᩘⓒ分の୍のኴさの⟶）

に特Ṧな構㐀をస〇した。この構㐀は，ᾮ⁲をᙧ成しやすくし，またᘚとしてもാくので，ᅽຊ

ไᚚによࡗてアトリットルᾮ⁲のస〇と᧯సを可能とした。௒ᅇの成ᯝは，分子を手で᧯సする

ような新しい化Ꮫを実現࡬導くと期待される。 

アトリットル液滴
（1000兆分の1ミリリットル）

操作

液体中で分子1つ1つを
自由自在に操作・反応

分割

反応溶液や細胞
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【講演番号】Y1216【講演日時】9 月 11 日（水）15：45 ～ 17：15 

【講演タイトル】示ᕪ㉮査⇕量測定によるシリカ࣓ࢯ細Ꮝ࡬の࣑オグࣟࣅン྾╔ᣲ動のゎᯒ 
   
【概要】㓝⣲は特定の化Ꮫ物質のࡳと཯応し，⢾ᒀ病患者のための⾑⢾್を測定するセンサーや，

シックࣁウス⑕候⩌のための࣍ルムアルࢻࣄࢹセンサーなどに౑用されているが，୙安定である

ためにᑑ命が▷いというḞⅬがある。本研究では，㛗期安定化の࣓カニࢬムをゎᯒするため，㓝

⣲とྠ࣓ࣀࢼࡌートルサイࢬの多Ꮝ性ᮦ料（࣓࣏ࢯーࣛスシリカ）の細Ꮝෆに㓝⣲を㛢ࡌこめて

㓝⣲を安定化さࡏ，細Ꮝෆの㓝⣲の྾╔状ែや構㐀を測定する方法を開発した。本法は，多Ꮝ性

ᮦ料と㓝⣲を⤌ࡳ合わࡏたセンサー開発，さらには⇞料電ụやクࣟマトグࣛ࢕ࣇーなど࡬の適用

が期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】Ⲉᇛ大⌮ 1 

○᭳⃝ ⱸᘺ 1・ᶔᮧ ちはる 1・ᒣཱྀ ኸ 1 

Ⲉᇛ┴水ᡞᕷᩥ京 2-1-1，電話 029-228-8389，akira.yamaguchi.sci@vc.ibaraki.ac.jp 

 

㓝⣲は特定の化Ꮫ物質のࡳを㑅ᢥ的に཯応さࡏることができる。この性質を฼用して⢾ᒀ病患

者に向けたグルࢥースセンサーや，シックࣁウス⑕候⩌のための࣍ルムアルࢻࣄࢹセンサーなど

が実用化されている。し࠿し，㓝⣲が୙安定であるために，センサーᑑ命は୍⯡的に▷く，㛗ᑑ

命࠿つ高感度なセンサーの開発が㐍められている。  

ーࣛスシリカとよばれる多Ꮝ性ᮦ料は┤ᚄ࣏ࢯ࣓ 2～50 nm の細Ꮝを有し，ྠ ᵝに஧酸化ࢣイ⣲

を୺な㦵᱁とするࢮオࣛイトの細Ꮝᚄ（┤ᚄ 0.5～2 nm）よりも細Ꮝが大きいため，タンパク質や

DNA などといࡗたᕧ大分子をྲྀり㎸ࡴことができる。そこで，㓝⣲サイࢬとྠ等のᆒ୍細Ꮝを有

する࣓࣏ࢯーࣛスシリカ（図 1）を用いれば，その細Ꮝෆに㓝⣲を㛢ࡌ㎸めることで，㓝⣲の㛗

期安定฼用ができると期待されている。し࠿し，細Ꮝෆに㓝⣲がどのように㛢ࡌ㎸められる࠿を

測定する手法はᑡなく，㛗期安定化の࣓カニࢬムは分ࡗ࠿ていない。 

そこで講演者らは，示ᕪ㉮査⇕量測定とᑠゅ中性

子ᩓ஘を฼用し，細Ꮝෆ㓝⣲の྾╔状ែや構㐀をゎ

ᯒするための測定法の開発を㐍めている。講演者ら

の測定法では，多Ꮝ性ᮦ料の細Ꮝෆに㓝⣲がᏑ在し

ている࠿，㓝⣲構㐀が変わࡗていない࠿を定量的に

ホ価できる。そのため，多Ꮝ性ᮦ料と㓝⣲を⤌ࡳ合

わࡏたセンサー開発，さらには⇞料電ụやクࣟマト

グࣛ࢕ࣇーなど࡬の適用が期待できる。 

 

ͤ 1  ートル（1 nm）は㸯㸮൨分の㸯࣓ートル࣓ࣀࢼ

図  ーࣛスシリカ࣏ࢯ࣓ 1
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【講演番号】Y1217【講演日時】9 月 11 日（水）15：45 ～ 17：15 

【講演タイトル】⁐ᾮ中におけるࢳオࣛート保ㆤ合㔠クࣛスターの動的ᣲ動のほ測：高速ᾮ体ク

ࣟマトグࣛ࢕ࣇーによる高分ゎ能分㞳技術の活用 
   
【概要】ࣀࢼテクࢪࣟࣀーは，医療，⎔ቃ，࢚ࢿルࢠーの分野を中ᚰに応用され⥆けてい

る。基ᖿᮦ料となるࣀࢼ物質の物性・構㐀などは㠀ᖖに重要であるが，ᮍゎ᫂な㒊分が

多い。本研究では，㏫┦高速ᾮ体クࣟマトグࣛ࢕ࣇーと࢚レクトࣟスプレーイオン化質

量分ᯒをే用し，ࢳオࣛートにより保ㆤされた㔠㖟合㔠クࣛスターの化Ꮫ⤌成と構㐀を

㏣㊧した。その⤖ᯝ，⁐ᾮෆのクࣛスターでは㔠ᒓ原子の஺᥮が⥆いており，஺᥮の生

た。これらの⤖ᯝは，ᮦ料の合成ࡗにな࠿て異なることが᫂らࡗ易さは合成方法によࡌ

方法࡬のὀពႏ㉳をಁし，クࣛスターの物性・機能の発現機構の⌮ゎにも⧅がると期待される。 

 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】東⌮大院⌮  

 ᶫ本 ᙬຍ，新ᇼ 佳⣖，ᕝ⬥ ᚨஂ，᰿ᓊ 㞝୍ࠐ

東京都新ᐟ区⚄ᴦᆏ 1-3，電話 03-5228-9145，negishi@rs.kagu.tus.ac.jp 

 

，ーの応用⠊ᅖは，๰薬，分子センサー，⇞料電ụ，など幅広く，とくにࢪࣟࣀテクࣀࢼ 

医療，⎔ቃ，࢚ࢿルࢠーの分野で，研究の㐍ᒎが期待されている。ゐ፹などに用いるᕼ

ᑡ㔠ᒓの౑用量をῶらす，ࣀࢼ物質のจ㞟でⰍが変化する性質をセンサーに฼用する，

☢性をもࡗたࣀࢼ物質に機能性の高分子を௜けて特定の物質をᅇ཰する，など，その応

用⠊ᅖは無㝈に広がࡗている。これらの研究を㐍めるにあたࡗて，ࣀࢼテクࢪࣟࣀーの

基ᖿᮦ料となるࣀࢼ物質が，⁐ᾮ中でどのような状ែである࠿，その安定性，化Ꮫ⤌成，

構㐀，ཬࡧそれらの時㛫変化，などを▱ることは㠀ᖖに重要である。し࠿しながら，こ

れまで，合成されたࣀࢼ物質が⁐ᾮ中でどのようなᣲ動をとࡗているの࠿，ᮍゎ᫂な㒊

分がᩘ多くあࡗた。 

講演者らは，ࢳオࣛートにより保ㆤされた㔠㖟合㔠クࣛスター（ࣀࢼ物質）について，

㏫┦高速ᾮ体クࣟマトグࣛ࢕ࣇーと࢚レクトࣟスプレーイオン化質量分ᯒという 2 つの

測定法を୍⥴に用いることで，それらの⁐ᾮ中でのᣲ動を，化Ꮫ⤌成と構㐀，時㛫変化，

といࡗた㠃࠿らほᐹすることに成ຌした。その⤖ᯝ，ࢳオࣛート保ㆤ㔠㖟合㔠クࣛスタ

ーは，⁐ᾮ中にて㔠ᒓ原子の஺᥮を生ࡌ⥆けていること，さらに，そうした㔠ᒓ஺᥮の

生ࡌ易さは，㔠ᒓクࣛスターの合成方法によࡗて異なࡗていることが᫂ら࠿になࡗた。

つまり，㔠ᒓクࣛスター研究の際には，ᮦ料の合成方法にもẼを㓄るᚲ要があることが

示၀された。また，௒ᅇの研究成ᯝは，㔠ᒓクࣛスターの物性や機能の発現࣓カニࢬムにᑐす

る῝い⌮ゎにも⧅がると期待される。 
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【講演番号】Y1217【講演日時】9 月 11 日（水）15：45 ～ 17：15 

【講演タイトル】⁐ᾮ中におけるࢳオࣛート保ㆤ合㔠クࣛスターの動的ᣲ動のほ測：高速ᾮ体ク

ࣟマトグࣛ࢕ࣇーによる高分ゎ能分㞳技術の活用 
   
【概要】ࣀࢼテクࢪࣟࣀーは，医療，⎔ቃ，࢚ࢿルࢠーの分野を中ᚰに応用され⥆けてい

る。基ᖿᮦ料となるࣀࢼ物質の物性・構㐀などは㠀ᖖに重要であるが，ᮍゎ᫂な㒊分が

多い。本研究では，㏫┦高速ᾮ体クࣟマトグࣛ࢕ࣇーと࢚レクトࣟスプレーイオン化質

量分ᯒをే用し，ࢳオࣛートにより保ㆤされた㔠㖟合㔠クࣛスターの化Ꮫ⤌成と構㐀を

㏣㊧した。その⤖ᯝ，⁐ᾮෆのクࣛスターでは㔠ᒓ原子の஺᥮が⥆いており，஺᥮の生

た。これらの⤖ᯝは，ᮦ料の合成ࡗにな࠿て異なることが᫂らࡗ易さは合成方法によࡌ

方法࡬のὀពႏ㉳をಁし，クࣛスターの物性・機能の発現機構の⌮ゎにも⧅がると期待される。 

 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】東⌮大院⌮  

 ᶫ本 ᙬຍ，新ᇼ 佳⣖，ᕝ⬥ ᚨஂ，᰿ᓊ 㞝୍ࠐ

東京都新ᐟ区⚄ᴦᆏ 1-3，電話 03-5228-9145，negishi@rs.kagu.tus.ac.jp 

 

，ーの応用⠊ᅖは，๰薬，分子センサー，⇞料電ụ，など幅広く，とくにࢪࣟࣀテクࣀࢼ 

医療，⎔ቃ，࢚ࢿルࢠーの分野で，研究の㐍ᒎが期待されている。ゐ፹などに用いるᕼ

ᑡ㔠ᒓの౑用量をῶらす，ࣀࢼ物質のจ㞟でⰍが変化する性質をセンサーに฼用する，

☢性をもࡗたࣀࢼ物質に機能性の高分子を௜けて特定の物質をᅇ཰する，など，その応

用⠊ᅖは無㝈に広がࡗている。これらの研究を㐍めるにあたࡗて，ࣀࢼテクࢪࣟࣀーの

基ᖿᮦ料となるࣀࢼ物質が，⁐ᾮ中でどのような状ែである࠿，その安定性，化Ꮫ⤌成，

構㐀，ཬࡧそれらの時㛫変化，などを▱ることは㠀ᖖに重要である。し࠿しながら，こ

れまで，合成されたࣀࢼ物質が⁐ᾮ中でどのようなᣲ動をとࡗているの࠿，ᮍゎ᫂な㒊

分がᩘ多くあࡗた。 

講演者らは，ࢳオࣛートにより保ㆤされた㔠㖟合㔠クࣛスター（ࣀࢼ物質）について，

㏫┦高速ᾮ体クࣟマトグࣛ࢕ࣇーと࢚レクトࣟスプレーイオン化質量分ᯒという 2 つの

測定法を୍⥴に用いることで，それらの⁐ᾮ中でのᣲ動を，化Ꮫ⤌成と構㐀，時㛫変化，

といࡗた㠃࠿らほᐹすることに成ຌした。その⤖ᯝ，ࢳオࣛート保ㆤ㔠㖟合㔠クࣛスタ

ーは，⁐ᾮ中にて㔠ᒓ原子の஺᥮を生ࡌ⥆けていること，さらに，そうした㔠ᒓ஺᥮の

生ࡌ易さは，㔠ᒓクࣛスターの合成方法によࡗて異なࡗていることが᫂ら࠿になࡗた。

つまり，㔠ᒓクࣛスター研究の際には，ᮦ料の合成方法にもẼを㓄るᚲ要があることが

示၀された。また，௒ᅇの研究成ᯝは，㔠ᒓクࣛスターの物性や機能の発現࣓カニࢬムにᑐす

る῝い⌮ゎにも⧅がると期待される。 
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【講演番号】Y2034【講演日時】9 月 12 日（木）10：00 ～ 11：30 

【講演タイトル】イオンᾮ体ᢳ出によるሷ水中のࣚウ化物イオンの分㞳・⃰⦰ 
   
【概要】日本は世⏺のࣚウ⣲生⏘量の⣙㸱๭を担ࡗており，その⣙㸶๭は༓ⴥ┴で生⏘されてい

る。原料となるࢇ࠿ࠕ水ࠖにはࣚウ⣲はࣚウ化物イオン（I-）のᙧでྵまれており，ᚑ᮶はこれを

酸化してࣚウ⣲分子（I2）とすることにより分㞳が行われてきた。本研究では，ᾮ体のሷである

ら࠿イオンᾮ体ࠖを用いることにより，酸化๣を用いることなくሷ水ࠕ I- を高ಸ⋡でᢳ出分㞳・

⃰⦰するプࣟセスを構築した。௒ᅇの系では，モࢹルሷ水にᑐして体✚ẚで 1/40ࠥ1/100 のイオン

ᾮ体で I- をࡰ࡯඲量分㞳することができ，ࣚウ⣲生⏘など࡬の応用が期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】༓ⴥ大院⼥合⌮ᕤ 1・༓ⴥ大院⌮ 2  

○ᮡ本 ⍛都 1・຾田 正୍ 2 

༓ⴥᕷ✄ẟ区ᘺ生⏫ 1-33，電話 043-290-2781，katsuta@faculty.chiba-u.jp 

 

 ࣚウ⣲は幅広い用途のある有用なඖ⣲であるとと

もに，ᡃがᅜにとࡗて重要な㍺出㈨※である。ࣚウ

⣲の୺な᥇ྲྀ※はᆅ下࠿らỮࡳ上ࡆられるኳ↛のሷ

水（ࢇ࠿水）であり，その中に୺にࣚウ化物イオン

（I−）のᙧでྵまれている。ሷ水࠿らのࣚウ⣲の分

㞳には，ᕤᴗ的にはࣟࣈーアウト法，研究ᐊつᶍで

は⁐፹ᢳ出法がよく用いられるが，これらの方法で

はሷ水に多量の酸化๣をຍえて I− をࣚウ⣲分子（I2）

に変᥮するプࣟセスがᚲ要である。本研究では，ᢳ

出⁐፹としてᖖ でᾮ状のሷであるイオンᾮ体

（Ionic Liquid, IL）にὀ┠し，ࣚウ⣲を I− のᙧのま

まで高ຠ⋡にᢳ出可能な IL を᥈⣴するとともに，ሷ

水中ࣚウ⣲の分㞳・⃰⦰࡬の応用を検討した。 

 I− をྵࡴሷ水をᩘ種㢮の␯水性 IL と᣺り混ぜ，I− のᢳ出⋡をㄪ࡭た⤖ᯝ，特にሷ化トリオク

シル࣍ス࣍ニウム（2）のࢹルアンモニウム（1）とሷ化トリ࣊࢟シルテトࣛࢳ 2 種㢮が高いᢳ出

能ຊを示した。ࢇ࠿水のように Na+ ，Ca2+ ，Cl− 等を高⃰度でྵࡴሷ水にᑐしても，体✚ẚでわࡎ

࠿ 1/40（1 の場合）または 1/100（2 の場合）の IL によࡗて 99 % ௨上の I‒ をᢳ出することがで

きた。このඃれたᢳ出能ຊを฼用して，ሷ水中のప⃰度の I− を高ಸ⋡⃰⦰し，蛍光 X 線分ᯒ法で

検出・定量することができた（図）。また，1 ᢳ出された࡬ I− は，アルカリ水⁐ᾮと᣺り混ぜるこ

とで大㒊分をᅇ཰可能であࡗた。本ᢳ出系は安඲性と⎔ቃㄪ࿴性の㠃でもඃれており，ࣚウ⣲の

分㞳・⃰⦰・ᅇ཰・㝖ཤ等࡬の幅広い応用が期待される。 

 
図㸬ᢳ出前のሷ水（上）と 1/100 ᐜの IL（2）
でᢳ出後の IL ┦（下）の蛍光 X 線ス࣌ク

トル。ᢳ出による 100 ಸ⃰⦰の⤖ᯝ，IL
┦にはࣚウ⣲（I）が᫂░に検出された。 
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【講演番号】I1005【講演日時】9 月 11 日（水）10：30 ～ 10：45 

【講演タイトル】Ⲵ物の⮬動検査に向けた⇿薬微⢏子サンプリング㒊の検討 
   
【概要】テࣟではㄏᣂ，㖠ᧁ，᪋設◚ቯなどᵝ々な手ཱྀが用いられるが，᭱も多いのは⇿◚であ

り，発生௳ᩘの⣙༙ᩘを༨めている。このため，テࣟをᮍ↛に防Ṇするには，⇿発物を迅速࠿つ

簡便に検出可能な検査⿦置の開発がᚲ要୙可Ḟとなࡗている。講演者らは，⇿発物を‽備する㐣

程でⲴ物などの表㠃に௜╔した⇿薬⢏子を⮬動᥇ྲྀ・検出する⿦置の開発を行ࡗており，本研究

では，スーࢣࢶースなど大きなⲴ物を持ちṌく㥐などでの㐠用を᝿定したࠕ大型Ⲵ物向けの⇿発

物᥈▱⿦置ࠖを試సし，その検出性能のホ価を行ࡗた。その⤖ᯝ，試సした⿦置を用いると，ス

ーࢣࢶースのྲྀࡗ手㒊に௜╔した⇿薬分子を，検査開ጞ࠿らᩘ⛊で検出することができた。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】日❧研開 1・日❧㕲㐨 2  

○高田 安❶ 1・⇃野 ᓧ 1・㮵島 ⚽ኵ 1・Ⳣ谷 ᫀ࿴ 1・ᑎ田 光୍ 1・㣤田 都 1・୸ᒣ 等 2 

東京都ᅜ分ᑎᕷ東ᜊࣨ❑ 1-280，電話 042-323-1111，yasuaki.takada.xt@hitachi.com 

  

テࣟではㄏᣂ，㖠ᧁ，᪋設◚ቯなどᵝ々な手ཱྀが用いられるが，᭱も多いのは⇿◚であり，発

生௳ᩘの⣙༙ᩘを༨めている。このため，テࣟのᮍ↛防Ṇには⇿発物ᑐ⟇が୙可Ḟである。㞃ⶸ

された⇿発物を発見するため，X 線検査⿦置のように୙ᑂ物をሢとして⏬ീ化するバルク検査や，

‽備ẁ㝵で࿘ᅖに㣕ᩓする微⢏子やໝいなどの⑞㊧を分ᯒ化Ꮫ的な手ẁで検出するトレース検査

が行われる。トレース検査は✵ の保安検査でも実᪋されているが，㏻ᖖは専門の検査ဨがカバ

ンなどの表㠃をᣔきྲྀり，その᥇ྲྀ物を⿦置にセットして分ᯒする。ே௳㈝の㈇担が重くなる上，

⑞㊧の᥇ྲྀと分ᯒとを合わࡏると 20～30 ⛊の時㛫がᚲ要で，㥐などேが多く行き᮶する場ᡤでの

検査は஦実上ᅔ㞴だࡗた。そこで，トレース検査の無ே化・高速化がᙉくᮃまれていた。 

 講演者らは，高速のẼὶにより表㠃に௜╔する⇿薬微⢏子を⮬動で᥇ྲྀし検出するトレース検

出⿦置の検討を⥆けており，௨前は⯟✵機の機ෆ持ち㎸ࡳサイࢬを᝿定したᑠ型手Ⲵ物用の᥈▱

⿦置を開発した。௒ᅇは，᪑ᐈがより大きなⲴ物を持ちṌく㥐などでの㐠用を᝿定し，大型Ⲵ物

向けの⇿発物᥈▱⿦置を試సした（図 1）。ᅵᇕに⇿薬由᮶の分子を྾╔さࡏた試料をスーࢣࢶー

スのྲྀࡗ手に௜╔さࡏてホ価したとこࢁ，ᅽ

⦰✵Ẽのᄇᑕ࠿ら⣙ 2.5 ⛊で⇿薬を検出でき

た。講演では，図 1 に示した᥈▱⿦置の微⢏

子サンプリング㒊の構㐀や，ᄇᑕᅽຊや྾ᘬ

ὶ量などの測定パ࣓ࣛータの᭱適化につい

て報告する。 

（本研究の୍㒊はᩥ㒊⛉Ꮫ┬ࠕ♫఍システム

改㠉と研究開発の୍体的᥎㐍ࠖにより実᪋された。） 

       図 1 大型Ⲵ物向け⇿発物᥈▱⿦置 
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【講演番号】I1005【講演日時】9 月 11 日（水）10：30 ～ 10：45 

【講演タイトル】Ⲵ物の⮬動検査に向けた⇿薬微⢏子サンプリング㒊の検討 
   
【概要】テࣟではㄏᣂ，㖠ᧁ，᪋設◚ቯなどᵝ々な手ཱྀが用いられるが，᭱も多いのは⇿◚であ

り，発生௳ᩘの⣙༙ᩘを༨めている。このため，テࣟをᮍ↛に防Ṇするには，⇿発物を迅速࠿つ

簡便に検出可能な検査⿦置の開発がᚲ要୙可Ḟとなࡗている。講演者らは，⇿発物を‽備する㐣

程でⲴ物などの表㠃に௜╔した⇿薬⢏子を⮬動᥇ྲྀ・検出する⿦置の開発を行ࡗており，本研究

では，スーࢣࢶースなど大きなⲴ物を持ちṌく㥐などでの㐠用を᝿定したࠕ大型Ⲵ物向けの⇿発

物᥈▱⿦置ࠖを試సし，その検出性能のホ価を行ࡗた。その⤖ᯝ，試సした⿦置を用いると，ス

ーࢣࢶースのྲྀࡗ手㒊に௜╔した⇿薬分子を，検査開ጞ࠿らᩘ⛊で検出することができた。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】日❧研開 1・日❧㕲㐨 2  

○高田 安❶ 1・⇃野 ᓧ 1・㮵島 ⚽ኵ 1・Ⳣ谷 ᫀ࿴ 1・ᑎ田 光୍ 1・㣤田 都 1・୸ᒣ 等 2 

東京都ᅜ分ᑎᕷ東ᜊࣨ❑ 1-280，電話 042-323-1111，yasuaki.takada.xt@hitachi.com 

  

テࣟではㄏᣂ，㖠ᧁ，᪋設◚ቯなどᵝ々な手ཱྀが用いられるが，᭱も多いのは⇿◚であり，発

生௳ᩘの⣙༙ᩘを༨めている。このため，テࣟのᮍ↛防Ṇには⇿発物ᑐ⟇が୙可Ḟである。㞃ⶸ

された⇿発物を発見するため，X 線検査⿦置のように୙ᑂ物をሢとして⏬ീ化するバルク検査や，

‽備ẁ㝵で࿘ᅖに㣕ᩓする微⢏子やໝいなどの⑞㊧を分ᯒ化Ꮫ的な手ẁで検出するトレース検査

が行われる。トレース検査は✵ の保安検査でも実᪋されているが，㏻ᖖは専門の検査ဨがカバ

ンなどの表㠃をᣔきྲྀり，その᥇ྲྀ物を⿦置にセットして分ᯒする。ே௳㈝の㈇担が重くなる上，

⑞㊧の᥇ྲྀと分ᯒとを合わࡏると 20～30 ⛊の時㛫がᚲ要で，㥐などேが多く行き᮶する場ᡤでの

検査は஦実上ᅔ㞴だࡗた。そこで，トレース検査の無ே化・高速化がᙉくᮃまれていた。 

 講演者らは，高速のẼὶにより表㠃に௜╔する⇿薬微⢏子を⮬動で᥇ྲྀし検出するトレース検

出⿦置の検討を⥆けており，௨前は⯟✵機の機ෆ持ち㎸ࡳサイࢬを᝿定したᑠ型手Ⲵ物用の᥈▱

⿦置を開発した。௒ᅇは，᪑ᐈがより大きなⲴ物を持ちṌく㥐などでの㐠用を᝿定し，大型Ⲵ物

向けの⇿発物᥈▱⿦置を試సした（図 1）。ᅵᇕに⇿薬由᮶の分子を྾╔さࡏた試料をスーࢣࢶー

スのྲྀࡗ手に௜╔さࡏてホ価したとこࢁ，ᅽ

⦰✵Ẽのᄇᑕ࠿ら⣙ 2.5 ⛊で⇿薬を検出でき

た。講演では，図 1 に示した᥈▱⿦置の微⢏

子サンプリング㒊の構㐀や，ᄇᑕᅽຊや྾ᘬ

ὶ量などの測定パ࣓ࣛータの᭱適化につい

て報告する。 

（本研究の୍㒊はᩥ㒊⛉Ꮫ┬ࠕ♫఍システム

改㠉と研究開発の୍体的᥎㐍ࠖにより実᪋された。） 

       図 1 大型Ⲵ物向け⇿発物᥈▱⿦置 
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【講演番号】P3010【講演日時】9 月 13 日（㔠）10：00 ～ 11：30 

【講演タイトル】ඖ⣲が෗るカ࣓ࣛの開発と応用 
   
【概要】化Ꮫ཯応が連⥆して㉳こり，化合物が次➨にᯒ出・成㛗する࣑ࢣカル࢞ーࢹンでは，ඖ

⣲分ᕸは時々้々変化する。そのようなඖ⣲の動きや分ᕸの変化を動⏬としてᤊえることができ

るシステムが開発された。試料上の広い⠊ᅖに X 線を↷ᑕし，そこ࠿ら出てくるඖ⣲ᅛ有の蛍光

X 線を，カ࣓ࣛの検出器㠃で⤖ീしてᤊえるものである。この開発においては，カ࣓ࣛのࣁーࢻ

ウ࢚アにຍえて，多ඖ⣲の᭱適な⏬ീをᚓるための⏬ീ処⌮技術も合わࡏて開発された。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】物ᮦ機構 1・⟃Ἴ大 2  

○桜஭ ೺次 1・㉿ ᩥὒ 2 

Ⲉᇛ┴つくばᕷ༓現 1-2-1，電話 029-859-2821，SAKU RAI.Kenji@nims.go.jp 

 

これまでのඖ⣲分ᯒの多くは，試料を⁐ゎさࡏ，そこにྵまれるඖ⣲の量を高⢭度に求めるも

のである。あるがままに，ඖ⣲ࡈとに異なる୙ᆒ୍さで分ᕸする状況をスࢼップシࣙットあるい

は変化を動⏬᧜ീすることはできないのだࢁう࠿。ẚ㍑的近いのは，X 線をᑠさなス࣏ットに㞟

光し試料表㠃を XY ㉮査して蛍光 X 線の⏬ീをつくる方法であるが，XY ㉮査には開ጞⅬと⤊஢

Ⅼがあり，そこに時㛫ᕪが生ࡌるため，スࢼップシࣙットや動⏬᧜ീは㞴しい。 

このၥ㢟をゎỴするためには，試料上の広いど野に X 線を↷ᑕし，そこ࠿ら出てくる蛍光 X 線

を検出器㠃上に⤖ീさࡏればよい。その際，⏬ീグ㘓ができるカ࣓ࣛのような㹖線検出器がᚲ要

になる。ඖ⣲の分ᕸをスࢼップシࣙットあるいは動⏬᧜ീできる分ᯒ法とは，つまり，カ࣓ࣛを

౑用する蛍光㹖線分ᯒ法である。実は，光Ꮫ㢧微㙾などに౑用されている෭༷ CCD/CMOS カ࣓ࣛ

のレンࢬなどの㒊ရをእし，ࡈくわ࠿ࡎな変᭦をຍえるだけで，すࡄに㹖線分ᯒにὶ用できる。 

蛍光㹖線ス࣌クトルは，༙導体検出器に入ᑕした㹖線がసりだす電子正Ꮝᑐのᩘにᑐ応するಙ

号パルスを処⌮，グ㘓することによࡗてᚓられ，カ࣓ࣛを用いる場合も，基本はࡌྠࡰ࡯考え方

でよいのであるが，蛍光 X 線がసりだした電Ⲵが㸯つの⏬⣲に᱁⣡されࡎ，」ᩘ⏬⣲にᩓ㐓する

可能性があり，その場合，ඖの電Ⲵ量の総量がわ࠿らなくなるというၥ㢟が▱られていた（ࣕࢳ

ーࢪシ࢙アリング）。ඖ⣲が෗るカ࣓ࣛとして分ᯒに用いるためには，カ࣓ࣛのࣁーࢻウ࢚アその

ものにຍえ，カ࣓ࣛの⣲子サイࢬや

構㐀に応ࣕࢳࡌーࢪシ࢙アリングの

⿵正を適切に行う⏬ീ処⌮が୙可Ḟ

である。この技術開発に成ຌしたこ

とで，多ඖ⣲ྠ時の蛍光㹖線スࢼッ

プシࣙットや動⏬をྲྀᚓできるよう

になࡗた。 図 ཯応・成㛗する࣑ࢣカル࢞ーࢹンの㕲，カルシウムの
ྠ時動⏬᧜ീ 
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会場 部屋番号

会場別講演区分表は概略を表示したものです。 講演分野の名称は一部省略しています。

※ 本会場別講演区分は2019年8月23日現在です。

若手
ポスター

（9：45-11：45）

10：00-11：30

若手
ポスター

（13：00-15：00）

13：15-14：45

若手
ポスター

（15：30-17：30）

15：45-17：15

25: 宇宙・地球に関する
分析化学

13:45-15:4510:15-11:00

11: 質量
分析

16:00-17:00

生涯分析
懇話会

産官学交流カフェ

10：00-12：00

女性研究者
ネットワーク

セミナー

11:45-13：00

04: X線・
電子分光

X線
懇談会

表示・
起源

懇談会

16:15-16:45

24: 微粒子分析およ
び微粒子利用分析 24: 微粒子分析および微粒子利用分析

第５回アジア分析科学シンポジウム

13：15-17：15

17: 溶媒抽出法，
固相抽出法，
イオン交換系

特別シンポジウム
生命現象における分析化学

13:20-16:50

受賞
講演
（技）

10:30-
11:00

04: X線・
電子分光

9：30-10：30

9:30-11:00

30: 食品・農作物・ヘ
ルスケア等分析

26: 環境関連分析

13:45-16:00

9:30-10:45

13:45-15:00 15：15-16：15

※ 受賞講演の（奨）は奨励賞講演、（技）は技術功績賞講演、（女）は女性Analyst賞講演、（論文）は分析化学論文賞講演、（先端）は先端分析技術賞
講演の略です。ポスター発表時間は90分です。（ ）内は掲示時間です。

P/Y けやき会館

M G4-21
16: 電気泳動

13:45-16:00

電気
泳動

懇談会

16:00-16:30

J G4-31

L G4-22

K G4-23

I G4-32

H G4-33

13：45-16：15

受賞
講演
（奨）

10:30-
11:00

31:バイオ

13:45-17:00

G G4-43

13:FIA

9:30-11:00

受賞
講演

(先端)

13:45-
14:15

13:FIA

14:15-16:15

FIA
懇談会

16:15-
16:45

13：45-15：15 15:30-16:30

有機微量
分析

懇談会

F G4-53

31:バイオ

9：30-10:30

D G5-10
ランチョン

（ｱﾅﾘﾃｨｸｲｴﾅ)

E G5-20
ランチョン
(JAIMA）

07:電気化学

13:45-14:45

受賞
講演
（奨）

14:45-
15:15

受賞
講演
（女）

07:電気化学

9：30-11：00 15:30-
16:00

電気
分析

懇談会

16:00-
16:30

B G3-11
ランチョン

（アジレント）

12:00-12:50

特別公開シンポジウム
社会の公正と安全・安心に貢献する分析化学

13:15-17:30

C G3-12
ランチョン

（ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰ)

12:00-12:50

A G2

13:00-
13:30

特別公開シンポジウム
産業界シンポジウム

分析部門における産学連携/社外大型設備の活用

13:30-16:40

9:00-
9:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

10:30-
11:00

11:00-
11:30

11:30-
12:00

12:00-13:00

午　前 午　後

16:00-
16:30

16:30-
17:00

17:00-
17:30

第68年会 会場別講演区分

１日目 ９月１１日（水）

13:30-
14:00

14:00-
14:30

14:30-
15:00

15:00-
15:30

15:30-
16:00

12:00-12:50

12:00-12:50
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会場 部屋番号

04: X
線・電
子分光

9:00-
9:15

※ 受賞講演（論文）は、環境分析研究懇談会枠で講演いたします。

受賞
講演
（奨）

11:00-
11:30

若手
ポスター

（9：45-11：45）

10：00-11：30

分析試薬
懇談会

10：45-11：45

受賞
講演
（奨）

10:00-
10:30

18: 分離・分析
試薬の設計

9:00-10:00

9:15-9:45

ガス
クロ

懇談会

10:45-
11:15

受賞
講演

(先端)

26: 環境関連分析

9:00-10:30

受賞
講演

(論文)

10:45-
11:15

24: 微粒子分析およ
び微粒子利用分析

G G4-43

08:センサー・
センシングシステム

9:00-10:30

高分子
懇談会

11:00-
11:30

G4-33

9:00-10:15 10:30-11:30

23: 界面分析
溶液界面
懇談会

31:バイオ

9:00-10:00

受賞
講演
（技）

10:00-
10:30

バイオ
懇談会

10:45-
11:15

01:原子スペクトル

9:00-11:00

P/Y けやき会館

M G4-21

02: 分
子スペ
クトル

9:00-9:30

受賞
講演
（奨）

9:30-10:00

02: 分子ス
ペクトル

10:15-11:00

J G4-31

L G4-22

K G4-23

15:
ガス
クロ
10:00-
10:30

I G4-32

H

9:00-10:30

29: 有機・高分子材料

9:00-11:00

G4-53

D

12:00-12:50

07:電気化学

9:00-11:15

C G3-12

学会賞受賞講演
15：00-17：10

会場：千葉大学 けやき会館 大ホール

特別シンポジウム
分析科学と核酸科学

– 相互刺激による相乗的展開 –

9:00-12:20

B G3-11

名誉会員推戴式・学会賞等授賞式
（N会場）

13：20-14：40

G2A

特別公開シンポジウム 産業界シンポジウム
AI，MI時代への期待と課題Ⅱ

－企業におけるコンピュータサイエンスの現状－

9:10-11：50

17:00-
17:30

14:00-
14:30

午　前 午　後

9:00-
9:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

第68年会 会場別講演区分

２日目 ９月１２日（木）

15:00-
15:30

15:30-
16:00

16:00-
16:30

16:30-
17:00

10:30-
11:00

11:00-
11:30

11:30-
12:00

12:00-13:00
13:00-
13:30

14:30-
15:00

13:30-
14:00

熱分析
懇談会

10:45-
11:15

ランチョン
(JAIMA）

G5-10

E G5-20

F
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会場 部屋番号

    02: 分子スペクトル
    03: レーザー分光

9：00-11：00

10：00-11：30

一般ポスター
テクノレビューポスター

（9：45-11：45）

一般ポスター

（13：00-15：00）

13：15-14：45

19: 分析化学
反応基礎論

9：00-10：00

溶液
反応化学
懇談会

10：15-11：15

19: 分析化学反応基礎論

13:45-15:15

G4-32

14: 液クロ

13:45-14:45

液クロ
懇談会

11:00-
11:30

14: 液クロ

9：00-11：00

レア
メタル
懇談会

11:00-11:30

スクリー
ニング
懇談会

10:30-11:009：00-9：45

G4-33

F G4-53

G

32:バイオイメージング

9：00-11：15

9：00-11：00 12:00-12:50

9:45-10:15

12:マイクロ分析系

13:45-15:15

08:センサー・
センシング
システム

9：00-10：00

受賞
講演
（女）

10:15-
10:45

化学
センサー
懇談会

10:45-
11:15

G4-43

13:45-15:00

35: 企業にお
ける分析解析
活用と課題解
決への適用

34:臨床
分析

15:00-16:00

12:マイクロ分析系

9:15-10:45

ﾅﾉ･ﾏｲｸﾛ
化学分

析
懇談会

10:45-11:15

08:センサー・
センシングシステム

13:45-16:00

受賞
講演
（技）

23: 界面分析 23: 界面分析
ランチョン
(ﾒﾄﾗｰﾄﾚﾄﾞ）

31:バイオ

9:00-11:15

31:バイオ

13:45-14:45

E G5-20
ランチョン
(JAIMA）

12:00-12:50

ランチョン
(ｴﾙｶﾞｰ)

12:00-12:50

特別シンポジウム
講義「分析化学」を魅力的にするには？

9:10-12:00

特別シンポジウム
タンパク質を素材とする分析ツールの進化デザイン

13:00-16:50

G3-12
01:原子スペクトル

9：00-11：30

特別シンポジウム
プラズマ質量分析計によるナノ粒子の

高感度・高速計測

13:00-16:40

P/Y けやき会館

G4-21M

J G4-31

L G4-22

K G4-23

I

H

C

16:00-
16:30

16:30-
17:00

17:00-
17:30

14:00-
14:30

14:30-
15:00

B G3-11

A G2

11:30-
12:00

12:00-13:00
13:00-
13:30

13:30-
14:00

9:00-
9:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

10:30-
11:00

11:00-
11:30

特別公開シンポジウム
分析化学のプレゼンスを拡大する

キャリアビルディング

13:00-15:50

午　前 午　後

第68年会 会場別講演区分

３日目 ９月１３日（金）

15:00-
15:30

15:30-
16:00

D G5-10
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分析化学は 

  物質の構造や性質を調べる方法，物質を検出したり分離する方法を研究する化学の学問です。 

  その成果は，広く社会に貢献しています。化学製品をはじめ，金属，セラミックス，半導体，医薬，食
品などの品質や安全性の確保に欠かせません。資源，エネルギー，環境問題においても大きな役割を果た
しています。エレクトロニクスやバイオテクノロジー，新素材，高分子材料，医療診断，投薬管理にも分析
化学は大きく寄与しています。自然科学の多くの分野が分析化学を基礎にしています。 

 

公益社団法人 日本分析化学会は 

  分析化学の進歩発展を図り，これを通じて科学，技術，文化を発展させ，人類の福祉に寄与すること
を目的にしています。 

  分析化学は，理・工・農・医・歯・薬学などの広い分野にかかわっています。従って，日本分析化学会に
は，これに関係する研究者・技術者約 6,000 名が会員として参加しています。分析化学関係では，世界
最大の学会です。 

  日本分析化学会は，本部を東京に，支部を北海道，東北，関東，中部，近畿，中国四国，九
州に置いています。本部と支部は協力して，分析化学の発展とその成果の普及のためにたゆまない努力を
続けています。 

 

この「展望とトピックス」は 

  日本分析化学会の折々の活動を，広く社会の皆様に知っていただくために発行しています。 

  分析化学は，分野が極めて広いのが特徴です。従って，中には専門性が高いため一般の人には理解し
にくい部分もあります。この「展望とトピックス」は，分析化学の最近の成果の中から，身近な社会との関わり
が特に深いと考えられるものを選んでわかりやすく解説したものです。これを通じて，日本分析化学会の活動
を理解してくだされば誠に幸いです。 

 

展望とトピックス委員会 

 

 

           委員長  保倉 明子（東京電機大学工学部） 

           副委員長 平山 直紀（東邦大学理学部） 

        荒井 健介（日本薬科大学薬学科） 

           委 員  石田 康行（中部大学応用生物学部） 

                稲垣 和三（産業技術総合研究所） 

                井原 敏博（熊本大学大学院先端科学研究部） 

                鈴木  仁（東京都健康安全研究センター） 

                鈴木彌生子（農研機構 食品研究部門） 

                林  英男（東京都立産業技術研究センター） 

                山本 政宏（TOTO総合研究所） 

                横井 邦彦（大阪教育大学教育学部） 

                横山 拓史（九州大学） 
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